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令和４年３月第１２４回内子町議会定例会会議録（第１日） 

○招集年月日   令和４年 ３月 ４日（金） 

○開会年月日   令和４年 ３月 ４日（金） 

○招 集 場 所   内子町議会議事堂 

 

○出 席 議 員（１５名） 

１番  城 戸   司 君         ２番  塩 川 まゆみ 君 

３番  関 根 律 之 君         ４番  向 井 一 富 君 

５番  久 保 美 博 君         ６番  森 永 和 夫 君 

７番   地 幸 雄 君         ８番  泉   浩 壽 君 

９番  大 木   雄 君        １０番  山 本   徹 君 

１１番  才 野 俊 夫 君        １２番  下 野 安 彦 君 

１３番  林     博 君        １４番  山 崎 正 史 君 

 １５番  寺 岡   保 君 

 

○欠 席 議 員   なし 

 

○地方自治法第１２１条第１項の規定により説明のため出席を求めた者の職氏名 

町 長  小野植 正 久 君     副 町 長  山 岡   敦 君 

総 務 課 長   黒 澤 賢 治 君     住 民 課 長   西 川 安 行 君 

税 務 課 長  𠮷 川 博 徳 君     保健福祉課長  久保宮 賢 次 君 

こども支援課長  前 野 良 二 君     会計管理者   田 中   哲 君 

建設デザイン課長  谷 岡 祐 二 君     町並・地域振興課課長  畑 野 亮 一 君 

農林振興課長  山 中 保 正 君     小田支所長   中 嶋 優 治 君 

環境政策室長  髙 嶋 由久子 君     政策調整班長  上 山 淳 一 君 

上下水道対策班長  上 石 富 一 君     危機管理班長  松 岡 裕 樹 君 

商工観光班長  大 竹 浩 一 君 

教 育 長  山 岡   晋 君     学校教育課長  亀 岡 秀 俊 君 

自治・学習課長  大久保 裕 記 君 

代表監査委員  赤 穂 英 一 君     農 業 委 員 会 会 長  堀 本 健 二 君 

 

○出席した事務局職員の職氏名 

事 務 局 長  林   純 司 君     書 記  和 氣  啓 介 君 

 

○議事日程（第２号） 

令和４年３月４日（金）午前１０時開議 

日程第 １ 会議録署名議員の指名 

日程第 ２ 会期決定の件及び議事日程通告 
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日程第 ３ 議長諸般の報告 

日程第 ４ 招集あいさつ及び令和４年度施政方針 

日程第 ５ 一般質問 

日程第 ６ 令和３年請願 

受理第 ２号 

沖縄戦戦没者の遺骨等を含む土砂をあらゆる埋め立てに使用しない

ことを国に求める意見書の提出についての請願 

 

○本日の会議に付した事件 

日程第１から日程第６まで

 

午前１０時００分 開会 

○議長(菊地幸雄君) ただ今から、令和４年３月第１２４回内子町議会定例会を開会いたします。

本定例会には、地方自治法第１２１条第 1項の規定により、町長、教育長、代表監査委員及び農

業委員会会長の出席を求めております。また、説明員として 出席通知のありました者は、副町長、

及び総務課長及び各課長・班長等の１８名であります。 

これより、本日の会議を開きます。 

 

  日程第 １ 会議録署名議員の指名 

○議長(菊地幸雄君)  「日程第１ 会議録署名議員の指名」を行います。会議録署名議員は、会

議規則第１１９条の規定により、議長において、１４番、山崎 正史議員、１５番、寺岡 保議

員を指名します。 

 

  日程第 ２ 会期決定の件及び議事日程通告 

○議長(菊地幸雄君) 日程第２ 会期決定の件及び議事日程通告のうち「会期決定の件」を議題

とします。本定例会の会期は、去る２月２５日開催の議会運営委員会において協議され、本日か

ら１８日までの１５日間としております。これに、ご異議ありませんか。 

〔「異議なし。」の声あり〕 

○議長(菊地幸雄君)  ご異議なしと認めます。 

従って、会期は、本日から３月１８日までの１５日間に決定しました。なお、本日の「議事日

程」は、お手元に配布しております、議事日程第２号のとおりであります。 

 

  日程第 ３ 議長諸般の報告 

○議長（菊地幸雄君） 「日程第３ 議長諸般の報告」をします。議長としての報告事項は、お

手元に配布しているとおりであります。ご覧いただいたことと思いますからご了承ください。こ

れをもって、「諸般の報告」を終わります。 

 

  日程第 ４ 招集あいさつ及び令和４年度施政方針 

○議長（菊地幸雄君） 「日程第４ 招集あいさつ及び令和４年度施政方針」を町長より受ける

ことにします。 
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○町長（小野植正久君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 小野植町長。 

〔小野植正久町長登壇〕 

○町長（小野植正久君） 本日、ここに第１２４回令和４年３月内子町議会定例会を招集いたし

ましたところ、議員各位には、公私共に大変ご多忙中にもかかわらずご出席をいただき、誠にあ

りがとうございます。本定例会に、町長として提出いたします案件は、報告３件、条例の一部改

正８件、指定管理者の指定２件、特定事務の指定取消し１件、補正予算８件、当初予算８件の合

計３０件でございます。それぞれの案件につきましては、その都度、ご説明申し上げますので、

よろしくご審議の上、ご決定賜りますようお願いを申し上げます。さて、冬季オリンピックでは、

選手らの活躍する姿に世界中の人々が感動いたしましたが、一転して、ロシアのウクライナ侵攻

により、多くの尊い人命が奪われ、悲痛な叫びが上がっています。一日も早く停戦し、話し合い

により解決してほしいと願っております。一方、国内では、新型コロナウイルス感染症の収束の

見通しが立たず、愛媛県でも陽性者数の高止まりが続いております。オミクロン株は感染力が強

いことから、感染が抑えられたとしても再び増加する懸念もありますので、引き続き警戒が必要

な状況です。また、これまでの飲食店等での感染とは違い、家庭内や職場、医療福祉施設、学校、

児童施設での感染が多くなっているのが、第６波の特徴です。感染を防ぐためには、一人一人が

職場や生活の場で、感染対策を徹底することが重要であり、本町においても防災行政無線などを

通じて町民の皆様へ注意喚起を行っているところです。また、感染の重症化を防ぐため、３回目

のコロナワクチン接種を急ぎ実施しております。内子町の接種状況は、２月末時点の接種対象者

６，１５９人に対し、４，８８５人が接種を終え、その率は、７９．３％となっています。現在、

２回目の接種から６カ月経過した方へ、順次接種案内を送付しております。５歳から１１歳まで

の接種については、３月１３日から集団接種を実施する予定です。また、新型コロナウイルス感

染症が長期化する中、生活・暮らしを支援する観点から実施しております「住民税非課税世帯等

に対する臨時特別給付金」につきましては、対象となる２，３３９世帯のうち、２月末時点で２，

０１６件の申請があり、率にして８６．１９％を受け付けています。このうち、家計急変世帯の

申請は、２件となっています。現在、１，９２９件につきましては給付を終えており、その額は

１億９，２９０万円です。未提出の方には再度通知を行い、支援をしてまいります。それでは、

令和４年度における施政方針を述べさせていただきます。令和３年１２月３日に閣議決定された

国の「令和４年度予算編成の基本方針」では、喫緊かつ最優先の課題である新型コロナウイルス

感染症対応に万全を期し、感染症により大きな影響を受ける方々の支援等を速やかに行うべく必

要な対策を講ずるとともに「成長と分配の好循環」と「コロナ後の新しい社会の開拓」をコンセ

プトとした新しい資本主義を実現すべく精力的に取り組むとしています。内子町においても、人

口減少と新型コロナウイルス感染症の長期化で、町民税が減収となり、財政状況は厳しさを増し

ております。加えて、これらの影響は当面の間、続くことも想定しておかなければなりません。

そのような中で、令和４年度の予算編成につきましては、内子町総合計画後期計画に掲げた重点

施策「ミライ・プラン」の着実な進展を図るとともに、社会の動向や行政ニーズの変化を的確に

捉え、新たな政策課題に積極的に取り組むこと。また、新型コロナウイルス感染症による危機を

確実に乗り越えるための必要な措置に加え、感染拡大により明らかとなった課題に対し対策を講
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じるなど、コロナ禍においても持続可能な行政サービスを進めることを基本方針とし、私の公約

であります「人口減少対策」に積極的に取り組むための予算編成といたしました。その結果、令

和４年度内子町一般会計当初予算（案）は、歳入歳出それぞれ９３億１，３００万円となり、予

算規模は今年度当初予算と比較して、５億８００万円の増額、率にして５．８％の増となってお

ります。一般会計当初予算に充当いたします財源は、国庫・県支出金１４億３，２２２万４千円。

地方債３億９，５１０万円。その他特定財源８億４，１０５万円。一般財源 ６６億４，４６２万

６千円でございます。なお、現時点で国・県の内示が出ていない事業につきましては当初予算に

計上せず、今後の補正予算で計上していく予定です。まず、新型コロナウイルス感染症対策につ

いてですが、長期化するコロナ禍の影響を受けた地域経済を下支えするため、ＱＲコード決済に

よる支払い額に対し、最大１万円相当（プレミアム率２５％）のポイントを利用者に還元する「内

子キャッシュレス決済プレミアム還元事業」や、３，０００円分の商品券を２，０００円で販売

する「プレミアム付き応援チケット事業」に取り組みます。加えて、生産販売額が減少している

農業者を支援するため「収入保険加入促進事業」や事業継続・転換のための機械・設備導入を支

援する「経営継続補助金」を実施します。また、アフターコロナ対策として、誘客促進に向けた

観光や特産品のプロモーションを実施する「内子町魅力発信事業」や、屋外における新しい観光

の環境を整備するため、ｅ－ＢＩＫＥを活用した町内周遊型の観光振興に取り組みます。感染防

止対策といたしましては、ＰＣＲ検査等の対象とならない住民へ、無料の検査キットを配付し、

住民の不安を和らげるとともに、早期発見して感染拡大を防ぐため「新型コロナウイルス検査キッ

ト配付事業」に取り組みます。また、議会傍聴席の３密を回避し、多くの町民に議会を傍聴でき

る環境を構築するため、「議会議場音響映像配信設備整備事業」を実施します。次に、商工業及

び観光の活性化についてです。町内における創業・起業、空き店舗の活用、事業拡大及び事業承

継を総合的に支援し、商工業の担い手確保と活性化を図るため、既存事業を統合・拡充した「内

子町はじめる・つなぐ商工活性化支援事業」に取り組みます。また、新型コロナウイルス感染症

の長期化により、町内の飲食業、観光業の経営は厳しい状況にあることから、観光客の集客と賑

わいを創出するため、えひめ南予きずな博やプロモーション事業に取り組むとともに、地域活性

化起業人制度を活用し、内子町観光協会の組織強化を支援します。そのほか、内子座の耐震化を

含む保存修理の調査工事継続や、令和元年度に国の認定を受けました内子町歴史的風致維持向上

計画に基づき、歴史的環境の整備を進めてまいります。 

次に、農林業の活性化についてです。基幹産業であります農林業の持続的発展を支援し、次世

代へ継承するため、担い手確保を推進します。具体的には、林業労働力を確保するため、町内外

を問わず、林業事業体に就職した方に対して、給付金を支給する制度を創設します。農業につき

ましては、現在、親元就農者に対する支援制度を検討しておりますが、国の支援制度が拡充され

る見込みですので、その内容を踏まえて、早急に町の支援制度を検討してまいります。 

次に、移住・定住の促進についてです。愛媛県は、人口減少が著しい南予地域へ子育て世帯の

移住を促進するため「南予子育て移住促進協議会」を発足し、移住フェアやプロモーション事業

を実施する予定です。本町も同協議会に参画し、愛媛県や南予移住マネージャー、他市町とも連

携しながら、移住確度の高い方を対象に、オーダーメイド型の移住体験ツアーに取り組みます。

また、きめ細かな移住相談や移住後のサポートを行うため、移住コーディネーターを配置して受
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け入れ態勢を強化します。さらに、ＵＩターン者が、自己の居住を目的に住宅を新築する場合の

支援として「移住者住宅取得補助事業」を創設します。 

次に子育て、教育分野についてです。子育て世代が、働きながら安心して子育てができる環境

の整備が重要です。そのため、放課後児童クラブの待機児童解消に向けた施設整備を検討すると

ともに、子どもたちが安全に安心して遊べる環境を整備するため、新川児童公園改修工事及び上

町児童公園の改修に向けた測量設計を実施します。存続が心配された内子高等学校小田分校につ

きましては、令和４年度志願者数が募集停止の基準を上回る見通しとなりました。このことは、

学校、地域、保護者が一体となって教育の魅力化や地域みらい留学に取り組まれた成果であり、

町においても引き続き支援を実施してまいります。今後は、県外生の増加も見込まれることか

ら、新たな寮の整備に取り組みます。また、老朽化した学校施設等につきましても順次整備しな

ければなりません。そのため、内子中学校武道場の改修を行います。石畳小学校校舎耐震工事に

つきましては、補助事業が採択されましたら実施したいと考えています。 

次に、災害に強い安全なまちづくりについてです。こちらにつきましては、防災拠点である柿

原自治会館新築工事の設計及び小型動力ポンプ積載車の更新を行います。また、消防団員のヘル

メット、訓練服の購入や、災害時医薬品の備蓄を行います。このほか、橋梁の定期点検や民間木

造住宅の耐震化、老朽空き家等除去事業を継続して取り組みます。災害への備えは、今後も最優

先の課題として対応していきたいと考えています。以上、令和４年度の施政方針について述べさ

せていただきました。これらは、来年度計画している事業の一端でございますが、いずれも予算

を伴うものでございます。議員各位のご理解とご協力をお願いいたします。 

それでは、早速当面いたしております事務事業等についてご報告申し上げます。ご報告いたし

ます内容は、（１）新深山荘建設計画の中止について（２）東京都豊島区との文化交流都市協定

の締結についてでございます。 

初めに、新深山荘建設計画の中止についてご報告いたします。令和２年６月議会において事業

凍結を表明しておりました新深山荘建設につきましては、実施設計に基づく建設を白紙とし、キャ

ンプ等のアウトドア体験が可能な施設整備を基本として計画を見直したいと考えております。そ

れに伴い、補助の財源としておりました、国の農山漁村振興交付金に係る内子地区活性化計画に

おいては、新深山荘関連施設を計画の対象外とする変更申請を行いたいと考えております。長引

く新型コロナウイルス感染症の影響で、観光業を取り巻く状況や人々の価値観、趣味趣向も変容

しており、計画当初とは異なる状況の中、新深山荘建設事業については一旦立ち止まり、小田深

山全体の活用の在り方について考えるべきと判断いたしました。今回、この判断をさせていただ

いたことは、大変重大なことと考えております。新型コロナウイルス感染症収束の見通しが立た

ない状況の中、直面する課題に対し、柔軟に対応していく必要があり、苦渋の決断でございまし

た。令和元年１２月議会における「新深山荘計画に対する決議」の趣旨を真摯に受け止め、計画

見直しも含め、慎重に検討した結果でございますので、ご理解をいただければと思います。今後

につきましては、施設運営面の課題と観光トレンドの変化を踏まえ、小田深山来訪者に対する利

便性と安全確保の観点から、地域住民や関係団体のご意見を伺いながら、必要最小限の施設整備

の方向で検討を進めたいと考えております。計画から実施設計までの一連の過程において、議会

をはじめ計画策定に携わっていただいた関係者の方々、多くの町民の方々にご心配をおかけしま
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したことを、町長として心からお詫びを申し上げます。 

次に、東京都豊島区との文化交流都市締結についてご報告いたします。豊島区との交流は、平

成２２年から「おばあちゃんの原宿」で知られる巣鴨地蔵通りで、内子町観光物産展「内子フェ

ア」を開催するとともに、豊島区主催の観光物産展等に出店参加をしたのが始まりです。この交

流がきっかけとなり、平成２４年に豊島区から観光物産交流都市の認定を受けました。また、平

成２５年には「非常災害時における相互応援に関する協定」を内子座において締結し、交流・連

携を深めてまいりました。平成３０年からは、区内の小学校を訪問して伝統工芸制作体験教室を

実施しております。昨年度は、新型コロナウイルス感染症の影響により、オンライン授業を実施

し、児童からは「まるで先生が隣にいるようだった。」と大好評で、授業後には「ぜひ内子町に

行ってみたい。」との感想が多く寄せられました。このことは、豊島区議会でも交流事業の成果

として報告されたところです。また、昨年１２月には内子こども狂言クラブが豊島区で公演を行

い、これを機会に文化交流都市の協定を結びました。１２月２７日に豊島区役所において行われ

た調印式には、私のほか菊地議長、久保副議長にもご出席いただき、内子町まちづくり応援大使

の竹下景子様、関口照生様ご夫妻にもご同席をいただいたところです。今後におきましては、文

化芸術、観光、防災など幅広い分野で一層の交流を深めるとともに、更なる相互の発展を図りな

がら「顔の見える関係」を築いてまいりたいと考えています。以上、ご報告申し上げましたが、

町長就任２年目に当たり、私が公約に掲げました新型コロナウイルス感染症対策と人口減少対策

にしっかり取り組んでまいりますので、引き続き議員各位のご指導とご協力をお願い申し上げ、

招集のご挨拶といたします。 

○議長（菊地幸雄君） 以上で、招集あいさつ及び令和４年度施政方針を終わります。 

 

  日程第 ５ 一般質問 

○議長（菊地幸雄君） 「日程第５ 一般質問」に入ります。質問は、一問一答といたします。

議員の発言時間は会議規則第５６条第１項の規定により３０分以内とします。発言残時間は前方

左側の壁に設置しております残時間表示板でご確認ください。要点を簡潔に、要領よくまとめて

質問されますよう、議員各位のご協力をお願いいたします。 

理事者におかれましては、議員の質問の趣旨等に対する確認等がございましたら、先にその旨

を告げてから発言してください。質問通告者は６名であります。本日の質問者は４名として、あ

との２名は７日におこないます。それでは受付順に、質問を許します。 

 最初に下野安彦議員の質問を許します。 

○１２番（下野安彦君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 下野安彦議員。 

〔下野安彦議員登壇〕 

○１２番（下野安彦君） みなさん、おはようございます。３月２日、１９３カ国で構成される

国連総会はロシアを非難し、ウクライナからの即時撤退を求める決議案を１４１カ国の賛成で採

択しました。民間人や幼い子どもたちの生命まで脅かされています。プーチン大統領は核兵器の

使用も示唆しており、世界の恒久平和を願う多くの世界の人々の気持ちを踏みにじるものであり

ます。ロシア軍の即時撤退とウクライナの復興、世界の恒久平和を願い３月定例議会の一般質問
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に入ります。 

最初に、水道使用料検針にスマートメーター導入の考えはどうかについて質問します。「スマー

トメーターとは、なんぞや。」実は私も良く知らなかったわけですが、議長に許可をもらってお手

元に資料をお配りしていると思います。これは今年の１月１１日の新聞の記事の資料でございま

す。この資料をみていただければよく理解できるのではないかと思うのですが、これまで定期的

に各家庭や事業所に出向いて人の手により、検針員さんが目視によって検針していた電気や水道

のメーターですが、自動検針と送信器具を設置することで、データ通信が可能になり訪問作業が

不要となるというのが、このスマートメーターであります。このスマートメーターについて第１

問目の質問をしたいと思います。まず、電気、水道等、スマートメーターについて、メリットや

デメリット、コスト面等、行政として試算をされ、検討されたことはあるのかを質問します。 

○議長（菊地幸雄君） 下野安彦議員の質問に対して、理事者の答弁を求めます。 

○建設デザイン課長（谷岡祐二君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 谷岡建設デザイン課長。 

〔谷岡祐二建設デザイン課長登壇〕 

○建設デザイン課長（谷岡祐二君） 只今のご質問にお答えいたします。水道のスマートメーター

につきましては、令和３年３月公表の内子町水道ビジョン・経営戦略で施設・設備の合理化の取

組として、今後検討していくこととしております。町としまして、現段階において検討、把握し

ておりますものとしまして、まず、スマートメーターのメリットでございます。正確な検針がで

きることや、個人の敷地に立ち入らない安全・安心な検針ができること。また、天候や休日に左

右されない安定した検針ができるとともに、日々の使用水量データの提供や宅内漏水の早期発見

等が可能となるなど数多くのメリットがございます。また、水道業務の効率化だけではなく、ラ

イフラインを活用した見守りサービスも可能となり、防災や福祉面においても大きなメリットが

あると認識しております。一方、デメリットと致しまして、まだ、全国的にも普及段階にあるた

め、機器類の価格など、交換に係るコストが高いことがあげられます。また、メーターの設置場

所によっては電波の状況など環境的な問題によって、長期的に正確なデ－タが得られるかなどの

懸念材料もございます。 

続きまして、コスト面の試算についてでございますが、現在の検針方法とスマートメーターに

切り替えた場合の１年間に係る総コストを比較しましたところ、スマートメーターに切り替えた

場合、今の方法の約３倍の経費が掛かってくるという試算結果を得ている状況でございます。以

上、答弁とさせて頂きます。 

○１２番（下野安彦君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 下野安彦議員。 

〔下野安彦議員登壇〕 

○１２番（下野安彦君） 先ほどの水道ビジョンで謳われているということで私もちょっと見逃

しておりまして、大変失礼いたしました。コストのメリットやデメリットについては私もこの記

事等も読んだり、ネット等で調べましたら大体そういうことだと思うんですけども、コスト面な

んですけども、約、現在の検針員さんが測って、今の状況でいくと、３倍の経費がかかるという

ことなんですけども、こういった水道の検針員さんについての人材というのは、問題なく今のと
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ころ図られているのでしょうか。 

○上下水道対策班長（上石富一君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 上石上下水道対策班長。 

○上下水道対策班長（上石富一君） 検針員さんにつきましては、現在、例えば五十崎・平岡地

区で、急遽、検針員さんが不在になった時に、地域の方のご協力もありまして、随時、検針員さ

んやっていただけることになりました。また、その他の地区につきましても、基本的にもともと

簡水事業がございまして、簡水事業の中で、検針員さんがもともといらっしゃったので、その簡

水事業の検針員さんが引き続きやっていただいておりまして今のところ。今後も地域と密着した

検針員さんが随時やっていただけるものと思っております。 

○１２番（下野安彦君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 下野安彦議員。 

〔下野安彦議員登壇〕 

○１２番（下野安彦君） わかりました。続きまして２番目の質問ですけど、先ほど１回目の質

問の時にも答弁でありましたが、スマートメーターの導入によりまして、１時間ごとに水量を可

視化でき、普段と違う異常な数値により早期に漏水を発見するできるだけでなく、遠く離れて暮

らす家族の見守りが可能にもなるということであります。子どもが家に帰宅したか、電気や水道

の使用に伴うデータを外の違うところにいても受信ができることにより、みなさんの安心と安全

でのメリットが考えられるということであります。また、３年くらい前の冷えた冬の間に漏水が

おきまして、かなり知らないうちに漏水していたということが、あったわけですけども、そういっ

たことも、こういうスマートメーターを入れることによって自治体の方から、異常な漏水がある

じゃないかということを知らせることによるメリットがあるというふうになっております。これ

に対しての自治体によっては実証実験等がされてるわけですけども、この内子町においてもそう

いった導入に向けた実証実験というのはできないものか、される考えはあるのかということにつ

いて質問したいと思います。 

○建設デザイン課長（谷岡祐二君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 谷岡建設デザイン課長。 

〔谷岡祐二建設デザイン課長登壇〕 

○建設デザイン課長（谷岡祐二君） 只今のご質問についてお答え致します。スマートメーター

につきましては、導入に向けて検討を進めて参りたいと考えております。次年度からは、小田地

区の施設統合などの大型事業が始まることや、引き続き施設の耐震化なども計画的に進めていく

必要がある中で、あくまでも目標ではございますが、小田地区の施設統合事業における浄水場や

配水池の完了目標年度である令和８年度以降、順次、スマートメーターに切り替えていけるよう

に今後、実証実験なども含め、検討を進めて参りたいと考えております。以上答弁とさせて頂き

ます。 

○１２番（下野安彦君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 下野安彦議員。 

〔下野安彦議員登壇〕 

○１２番（下野安彦君） 今、小田の方で令和８年度から順次変えていく考えであるということ
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を聞きました。これらに対しても国からのこういうメーターに交換するような指針というかが来

てるものですか。水道ビジョンの中でもそういう謳われているということは、どういった形でや

りなさいとか、補助はどの程度しますとかいう、そういった基本的な方針というか考え方はきて

いるものでしょうか。 

○上下水道対策班長（上石富一君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 上石上下水道対策班長。 

○上下水道対策班長（上石富一君） 只今の下野議員さんのご質問に対してお答えさせていただ

きます。今現在ですね、まずスマートメーターにつきましては、あくまでも水道料金の中でやっ

ていくという考えでございます。水道料金につきましては内子町の場合、今１３ミリの水道メー

ター７１円ぐらいいただいておりまして、その費用に基づいて水道のメーターの更新をしており

ます。水道メーターが今、計算しますと、水道メーターの約３倍ぐらい、４００円以上になるん

じゃないか今現在の価格で言えば。そのような価格になっています。だから、あくまでも水道料

金の中でやっていくという考えです。それから国の方の指針につきましては、できるだけ電力の

方につきましては令和５年度に、スマートメーターに切り換えていくようなことになっておりま

して、水道事業者も順次それになっていくということになると思います。東京につきましてはも

うスマートメーターにするということになっておりますので、だんだんと普及していくんではな

いかと思います。以上です。 

○１２番（下野安彦君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 下野安彦議員。 

〔下野安彦議員登壇〕 

○１２番（下野安彦君） 具体的にちょっと理解できないというか、聞き取れないかわからなかっ

たんですけど、現在のメーターをやり替えるのに３倍の金額がかかるので、実質、現在、交換す

るなら４００円と言われたんですかね。そこらのところをもうちょっと、それが３倍になってく

ると、そのスマートメーターを交換することにより、あくまでも、補助とかそういうんじゃなく、

使用料の中から交換費用をしていくということなると、住民に負担が来ると思うんですけども、

その実質的な金額をちょっと具体的にわからなかったんで教えていただきたいと思います。 

○上下水道対策班長（上石富一君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 上石上下水道対策班長。 

○上下水道対策班長（上石富一君） 今、内子町の条例で、水道メーターは１３ミリを税込みで

７１円いただいております。この７１円で、水道メーターを８年間、その料金で交換していくと

いう考え方で積算しておりまして、今のスマートメーターを積算すると、大体定価ベースで４０

０円ぐらいになります。４２０円ぐらい。で、その４２０円を８年間集めると、スマートメーター

に交換できるような概算の計算をいたしました。以上です。 

○１２番（下野安彦君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 下野安彦議員。 

〔下野安彦議員登壇〕 

○１２番（下野安彦君） ４２０円を８年間、１３ミリの場合ったら８年間積算すると３，２０

０円ですかね。そういう考え方ですか。そういうそういう金額になるという形ですか。ちょっと



令和 4 年 3 月第 124 回内子町議会定例会 

‐ 10 ‐ 

理解がしにくいんですけどもう一度お願いします。 

○上下水道対策班長（上石富一君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 上石上下水道対策班長。 

○上下水道対策班長（上石富一君） 条例で、水道メーターは月額７１円いただいております。

それを１２ヶ月かけまして、それでメーターの検針年数は８年なので、１２掛ける８年というこ

とで６，８１６円ぐらいの費用がメーター交換にかかっております。その費用で大体メーターは

交換できていける。で、スマートメーターは逆に月額４２０円ぐらいいただいて、８年の１２ヶ

月ぐらいいるというふうに、これは机上ですけれども計算いたしました。以上です。 

○１２番（下野安彦君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 下野安彦議員。 

〔下野安彦議員登壇〕 

○１２番（下野安彦君） すると４２０円掛ける１２ヶ月の８年という形でいいんですかね。で

すから、そういった金額、もし、これはあくまでもまだ想定か試算してるということですので、

こうなりますというのではないでなくてもいいんですけども、概略の金額もう一度するというこ

とであるんですけど、そうすると今だったら６，８１６円ですけど、それが実質どうなるかいう

のをちょっと教えていただいたらと思います。 

○上下水道対策班長（上石富一君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 上石上下水道対策班長。 

○上下水道対策班長（上石富一君） 現在、メーター交換手数料６８０円が８年間で５万９，０

００円になります。以上です。 

○１２番（下野安彦君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 下野安彦議員。 

〔下野安彦議員登壇〕 

○１２番（下野安彦君） そしたらスマートメーターにすると５万９，０００円というものが、

1台につきいりますということでいいんですか。再度お願いします。 

○上下水道対策班長（上石富一君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 上石上下水道対策班長。 

○上下水道対策班長（上石富一君） 今、あくまでも机上で計算したものでございますので、あ

くまでも水道メーターの費用につきましては、条例で議会の皆さんの了解を得て上げていかない

といけないと思います。また、これにつきましては、入札とか、今後機器の更新、機器の進化と

かありますので、いろんなことを考えていかないといけないので、今のところ経費はたくさんか

かるということを認識しております。以上です。 

○１２番（下野安彦君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 下野安彦議員。 

〔下野安彦議員登壇〕 

○１２番（下野安彦君） スマートメーターに交換をしていくけど、その基金は、今のところ、

莫大なお金がいるから、便利で安心して飲める水道水がいる以上は、そういう型に変えていくけ

ど、今後は住民の負担も考えておきなさいよということでとらえておきます。ありがとうござい
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ました。 

それでは、続きまして次の質問に入りたいと思います。かかりつけ医を含む医療体制について

質問したいと思います。合併後は加戸病院の誘致や小田の済生会診療所等の医療体制の構築には

大変成果がみられたと私は思っております。２０２２年には、団塊の世代が７５歳以上の高齢者

となり、地域医療はイコール高齢者医療ともいえる時代となってまいりました。コロナウイルス

感染もあり、今後、病院の運営や勤務する医療従事者の労働環境はさらに過酷になっていくと予

想されているなか、この医療体制について町長に質問したいと思います。まず最初に、日本医師

会では「健康に関することを何でも相談でき、必要な時は専門の医療機関を紹介してくれる身近

にいて頼りになる医師のこと」をかかりつけ医と呼んでいるようでございます。大病院への患者

集中を防ぐためにも、かかりつけ医機能の強化が図られているわけですが、この様な対策の中、

今後、経営されている医師の高齢化や後継者不足、人口減少による患者不足での収入減が主な要

因と思われる「かかりつけ医」の減少を危惧するものであります。町長はかかりつけ医の現状を

どのように把握されているか、また今後の地元のかかりつけ医師数の推移をどう捉えておられる

か質問をしたいと思います。 

○保健福祉課長（久保宮賢次君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 久保宮保健福祉課長。 

〔久保宮賢次保健福祉課長登壇〕 

○保健福祉課長（久保宮賢次君） 只今の質問にお答えいたします。１９４７年から１９４９年

に生まれた「団塊の世代」全員が７５歳以上になる年を２０２５年問題として、医療や介護サー

ビスの需要が急増し、費用も大幅に膨らむと懸念されております。内子町における医療機関は、

病院１、診療所１１、歯科診療所８となっております。町で医療状況について調査したことはご

ざいませんけれども、個人病院の先生はほとんどの方が６０歳を超えておられまして、平均年齢

は６５歳となっています。医師は、医師免許を持っている限り働き続けることができますので、

推移を予測することは難しいところでございますけれども、１０年後を考えますと、後継者がい

ない医療機関は存続が難しくなるケースはありうるというふうに考えております。以上、答弁と

させていただきます。 

○１２番（下野安彦君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 下野安彦議員。 

〔下野安彦議員登壇〕 

○１２番（下野安彦君） 病院が１つ。それから医院が１１、歯医者さんの方が８軒ということ

だということなんですけども、私らの年代ですけども、小さい時もですけど、やはりかかりつけ

のお医者さまへ行くとその頃の保険制度もやはり違ったのは違ったと思うんですけども、特に高

齢者の方には、無料の時期もあったりしてるんですけども。風邪を引いたりインフルエンザでい

くと、もう病院は満杯状態で外の方でも待つ状況でありました。かかりつけ医の順番もなかなか

取れないというので、朝行って終わったのが２時間、３時間かかるときもあるぐらいの大病院で

の診察をするぐらいの昔はやはり人口数も多かったので、そういう状況でなかったと思うんです

けども、今はやはり人口減少に伴って、かなり空いた病院が多いんではないかというふうにもと

らえられます。また、先ほど課長の答弁にありましたように、かなり高齢化されてるようで、年
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齢も平均６５歳だろうかと言われましたけども、これプライベートなこともありまして、なかな

か難しいことだとは思うんですけども、このかかりつけのお医者さんは、学校医というか保育園

や幼稚園や小学校の校医としても、携わっていただいている方も多いのではないかと思うんです

けども、今後、こういう現象が続くと思われるんですけども、こういうかかりつけ医の先生が減

少することによって学校の校医さんとかに対する懸念は影響が出ないと思っておられるかどうか。

そういう検討はされてるか、町長どうでしょうか。 

○学校教育課長（亀岡秀俊君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 亀岡学校教育課長。 

○学校教育課長（亀岡秀俊君） 学校医についてです。今現在も学校医につきましては、一つの

学校は一つの医師ということではなくて複数学校を 1人の医師が携わってるという現状もござい

ます。ただですね、やはり今言われたようなことで、今後医師数は減った場合については、また、

かかりつけ医の先生、複数また学校掛け持ちしていただくということになるかと思うんですけど

も、具体的にですね、将来、どのような計画でといいますか、どのような方針で、学校医を確保

していくかということまでは現在考えておりません。 

○１２番（下野安彦君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 下野安彦議員。 

〔下野安彦議員登壇〕 

○１２番（下野安彦君） そういうふうにならないようになればいいのですけども、そういうこ

ともやはり想定しておかなければ、今後は地域の子どもたちの学校生活、また家庭生活で受ける

安心と安全が保たれませんので、危機感を持っていただくべきだと思いまして、次の２番目の質

問が関連するわけですけども入りたいと思います。 

地域医療とは、地域住民が抱えるさまざまな健康上の不安や悩みをしっかりと受け止め、適切

に対応するとともに、広く住民の生活にも心を配り、安心して暮らすことができるよう、見守り、

支える医療活動であると言われています。心臓病や脳神経外科等の専門的な病院は隣の大洲市が

ほとんどではないかと思いますが、その大洲市も話を聞きますと、専門的な病院が減少傾向にあ

ると聞くものでございます。また、子育てをするにはかかりつけ医として、身近な小児科や産婦

人科がある自治体の方が町長、今日のお話にもありましたけれども、若い人の移住や定住につな

がる要件の一つになるのではないかと私は思います。かかりつけ医の継承や医師不足により地域

医療が崩壊することが無いように、県や国への政策やこれは議会もそうですけど、政策や支援を

要請されるべきと思うのですがいかかでしょうか。町民の生命を守り、さらに安心して子育てや

出産が出来る地方の医療体制構築にむけ、近隣自治体との連携や国、政府への政策要望について

町長はどう考えておられるか質問します。 

○町長（小野植正久君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 小野植町長。 

〔小野植正久町長登壇〕 

○町長（小野植正久君） ただ今のご質問にお答えをさせていただきます。医師不足は、地方ほ

ど問題が深刻になってきております。医師の地域偏在が顕著になった要因は、２００４年の新医

師臨床研修制度にあると言われています。大洲・喜多医療圏域での二次救急病院における常勤医
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師は、６０歳未満が６１％、６０歳以上が３９％となっており、７０歳以上の医師も１５％いらっ

しゃいます。常勤の医師だけで医療体制を確保することが難しく、愛媛大学などからの応援医師

により体制を維持している状況にあります。圏域では、「大洲喜多地区医療体制検討会」及び「ワー

キンググループ会議」や、「八幡浜・大洲圏域医療対策協議会」、「八幡浜・大洲構想区域地域医療

構想調整会議」など、医療圏域や広域での医療体制等について２次救急体制を含めた検討を行っ

ています。地方における医師不足、これは、全国的な問題でありまして、これらのことを全国町

村会を通じて国に要望をおこなってまいりましたが、あわせて同様の趣旨で全国市長会、全国議

長会などからも国に対して要望が行われている状況であります。国においても地域偏在の現状に

ついては、認識されており、様々な課題について審議会等で議論されているというふうにお聞き

をしております。この医療体制の問題は非常に重要なことと認識しておりますので、今後におい

ても引き続き地方の現状を訴え、医師確保、小児科、産科医師の確保など、医療体制の構築に向

けまして施策の推進について関係者と連携を図りながら強く要請をおこなっていきたいと考えて

おります。 

○１２番（下野安彦君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 下野安彦議員。 

〔下野安彦議員登壇〕 

○１２番（下野安彦君） ありがとうございました。いろいろ調べておりますと、今、町長言わ

れましたように、医師の臨床制度ですかね、そういう形で地方にお医者さんが来なくなったとい

う形も確かに聞いております。ただ、やはり人口減少に伴いますし、国が見ている医師の地方に

おける率というのは、とらえ方によって何かはっきりしないところが私はちょっと感じたわけな

んですよ。見込みの中で、医師不足になるという点で人口減少に伴い、医師数は人口に対して足

りるというふうな見込み方を国はしているところもあったりするわけなんですよ。ですから、そ

れは人口に当たりに対してはあるかもしれませんけども、都会に集中しての割合であって、全国

に散らばっていくと、やはり地方はどうしても昔と違って医師不足になってくるというふうに私

は感じておりますし、やはり先ほど言いました後継者がなかなか難しいというところがあると思

うんですけども、やはりこういったことをですね、今言われました町村会や市長会、議長会とい

うのも、一斉にまた声を上げていただいて、新たな国の見方というか、統計の仕方とか、そういっ

たものも再度、やり直していかなければ地方に安心して住める状況はできないと私は思いますの

で、ぜひともこういった取り組みを続けていってもらいたいと思います。今日は黄色いネクタイ

とブルーのワイシャツで一般質問しました。本当、世界の恒久平和を願って、私の一般質問を終

わります。ありがとうございました。 

○議長（菊地幸雄君） ここで、暫時休憩します。午前１１時５分から再開します。 

 

午前１０時４９分 休憩 

 

午前１１時５分 再開 

 

○議長（菊地幸雄君） 休憩前に続き、会議を開きます。 
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 次に、塩川まゆみ議員の発言を許します。 

○２番（塩川まゆみ君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 塩川まゆみ議員。 

〔塩川まゆみ議員登壇〕 

○２番（塩川まゆみ君） みなさん、おはようございます。議席番号２番、塩川まゆみです。３

月定例会にあたり、通告に従いまして、私からは３点質問いたします。まず１問目、原子力防災

計画についてお伺いします。会期中でもある３月１１日には２０１１年発生しました東日本大震

災、そして福島原発事故の発生から丸１１年を迎えることになります。多くの尊い命が失われ、

また助かった人々にとっても故郷や生業など生活の基盤が大きく損なわれた大変な出来事であり、

１１年経った今、復興が喧伝される一方で、まだまだたくさんの困難を抱えた方々も数多くいらっ

しゃいます。２０１１年３月１１日１９時３分に発出された原子力緊急事態宣言は、いまだ解除

されておりません。昨年１０月に６８歳で亡くなられた福島県飯舘村の長谷川健一さんは、原発

事故の影響で３５年続けた酪農業を断念され、４世代で同居していた家族も散り散りになり、そ

の体験と原発の危険性を訴え全国を講演して回っておられました。２０１２年には内子町にも講

演に来られたので、ここにもお話を直接聞かれた方もいらっしゃると思います。ちょうど今度の

日曜日、３月６日にＮＨＫ教育「こころの時代 シリーズ「私にとっての３・１１」」という番組

で、「奪われた大地にいのちを刻んで 酪農家・長谷川健一の生と死」という放送があるそうです。

録画して視聴しようと思います。さて、２０１９年１２月以来、定期検査で運転停止していた伊

方原発３号機が、２０２１年１２月２日に県知事の了承をもって再稼働されました。内子町にお

いては黒内坊地区が原発から半径３０ｋｍ以内に該当するということで、国および県の指定する

原子力災害対策重点区域となっています。地震と原子力災害の複合災害となった２０１１年３月

１１日の東日本大震災および福島第一原発事故をＵＰＺ圏内の自治体としてどのように捉えてい

るか。今回の一般質問にあたり、過去の会議録において同僚議員の原発関連の質問や前町長の所

信などを紐解きまして、これまでの町のお答えは大体において理解しておりますが、新体制となっ

た今、改めて小野植町長の考えをお伺いしたいと思います。 

○議長(菊地幸雄君) 塩川まゆみ議員の質問に対して、理事者の答弁を求めます。 

○町長（小野植正久君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 小野植町長。 

〔小野植正久町長登壇〕 

○町長（小野植正久君） 只今の東日本大震災及び福島第一原発事故、これをどうとらえている

かというご質問であります。まず平成２３年３月１１日１４時４６分頃に発生した東日本大震災

でありますけれども、未曽有の大自然災害であり、自然の脅威をまざまざと見せつけられた災害

でございました。自然災害を抑え込むことは非常に困難であり、現状としては、防災・減災対策

を行うことで被害を最小限に食い止め、共存するしか術はないものと考え、当時、町並・地域振

興課長ではありましたけれども、一職員として、町民の生命・財産を守るために何をすべきかを

熟慮するきっかけとなりました。同時に発生した福島第一原発事故は、日本における原子力安全

神話が一瞬にして崩れ去り、原子力政策を見直す契機となった事故であると認識しています。発

生からまもなく１１年を迎えようとしておりますが、その惨状を風化させることなく後世へ伝え
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るとともに、再生可能エネルギーの拡大などを図りながら、原発への依存度を限りなく低減して

いく必要があると考えております。以上、答弁とさせていただきます。 

○２番（塩川まゆみ君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 塩川まゆみ議員。 

〔塩川まゆみ議員登壇〕 

○２番（塩川まゆみ君） ありがとうございます。内子町においては、先ほど述べましたように、

黒内坊地区以外はＵＰＺ圏外となり、お隣の大洲市とは異なり、全町が重点区域ではありません。

しかし、実際のところ半径３５ｋｍ圏内に町民人口のほぼ８割近くが居住しているという現状が

ございます。先に述べた福島県飯舘村は、福島第一原発からは直線距離で４０ｋｍから５０ｋｍ

圏内にあり、災害当時はより原発に近い地域からの避難者約１，３００名を受け入れている状態

でありました。ところが当時の風向きと降雪などの気象条件により、高濃度の放射性物質に汚染

されて「計画的避難地域」となり、全村退避という状態にもなりました。今は復興、帰還も進ん

でおられるようです。さて、平成２５年度９月作成の「内子町地域防災計画(原子力災害対策編)」

の中の内子町住民避難計画の目的の中には今後の想定として、原子力災害の被害度がより高いと

想定される場合には、４０ｋｍ圏域、５０ｋｍ圏域も避難地域として位置づける必要性も出てく

るという記述があり、同１２ページには、内子町が今後想定する避難区域として、３０ｋｍを超

え４０ｋｍ以下の区域として黒内坊地区境界から大瀬成屋地区付近、また４０ｋｍを超え５０ｋ

ｍ以下の区域として大瀬成屋地区から小田寺村付近とあります。これら２つの区域については、

令和２年度の修正において新たに想定、検討、計画はされているのでしょうか。お伺いいたしま

す。 

○総務課長（黒澤賢治君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 黒澤総務課長。 

〔黒澤賢治総務課長登壇〕 

○総務課長（黒澤賢治君） 只今のご質問にお答えをさせていただきます。原子力災害に対する

防災計画は、災害対策基本法及び原子力災害対策特別措置法に基づき、防災対策に取組むための

基本方針となるもので、内子町地域防災計画に掲載してございます。原子力災害対策を重点的に

実施すべき地域は、ＵＰＺの基準を踏まえて、伊方原子力発電所から概ね３０㎞の範囲に位置す

る黒内坊地区としておりますけれども、先ほど塩川議員言われましたとおり、同計画に基づく内

子町住民避難計画により、黒内坊地区を第１次避難地区として位置付け、さらに今後の想定避難

区域として、半径４０㎞圏内を第２次避難地域、半径５０㎞圏内を第３次避難地区と位置づけ、

対処をしていくということにしております。事故の規模等に応じて緊急時モニタリングによる測

定結果を踏まえ、国、県等と協議し屋内退避や避難等の対象となる区域を定める事といたしてお

ります。万一、原子力発電所において事故が発生した場合、影響が広範囲に及ぶことが想定され

ますので、国、県、市町、そして関係機関が連携して対処することとなります。そのため、原子

力防災訓練については、町単独でなく愛媛県主催による訓練に参加している状況でございます。

議員ご質問のとおり、伊方原子力発電所から半径４０km圏内において、町民の約８割の方が居住

されていますので、愛媛県原子力防災訓練に合わせて訓練していくことができるかどうか、愛媛

県と協議を行ってまいりたいと考えてございます。以上、答弁とさせていただきます。 
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○２番（塩川まゆみ君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 塩川まゆみ議員。 

〔塩川まゆみ議員登壇〕 

○２番（塩川まゆみ君） お隣の大洲市はＵＰＺ圏内になるということで、大洲市住民避難計画

というのも中をみたんですけど、これは相当詳細に、例えば各地域の人口であるとか、障害の有

無、お持ちの方、高齢者の割合等、かなり細かい想定がなされているんですけれども、では今お

答えになった第二次、第三次避難区域に関しては、それはこれから内子町においては検討すると

いう理解でよろしいでしょうか。 

○総務課長（黒澤賢治君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 黒澤総務課長。 

○総務課長（黒澤賢治君） この第二次、それから第三次避難区域につきましては、現在その大

洲市のように各地域ごとの人口でありますとか、避難行動要支援者についての人数とかそこら辺

までの記載はございませんけれども、今後ですねそういったことも含めまして、内子町におきま

しても、第二次避難区域、第三次避難区域、こういったところに対して、どういった避難が必要

になるのかその辺のところは、ＵＰＺ圏内に応じてですね、協議をしていく必要があろうと思い

ますし、また訓練に参加していくことができるかどうか、そういったところもですね含めまして

検討させていただいたらというふうに思ってございます。 

○２番（塩川まゆみ君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 塩川まゆみ議員。 

〔塩川まゆみ議員登壇〕 

○２番（塩川まゆみ君） 続きましてちょっと避難訓練の話が今出ましたけれども、ヨウ素剤配

布及び避難訓練についてお尋ねいたします。先ほどの内子町住民避難計画４ページに安定ヨウ素

剤の取り扱いとして、ヨウ素剤の服用や配布の際についての規定が述べられているんですけど、

例えば「３才未満の乳幼児も服用の対象となるため、集合場所や避難所においては、薬剤師並び

に訓練を受けた医療関係者及び町職員が、液状の安定ヨウ素剤を調整できる体制を整備しなけれ

ばならない。さらに、屋内退避と併せて安定ヨウ素剤を服用する必要がある場合は、備蓄場所か

ら各戸に、防災車等により配布する。 なお、避難経路中に配布場所を設けることが困難である、

配布体制の準備に時間を要する等の状況により避難や屋内退避の際に迅速な配布が困難と考えら

れる地域や対象者等については安定ヨウ素剤を事前配布することも可能であることから、今後具

体的な配布手順を検討する中で、事前配布を含めて検討する。」とありますが、その後の進捗はい

かがでしょうか。 

○総務課長（黒澤賢治君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 黒澤総務課長。 

〔黒澤賢治総務課長登壇〕 

○総務課長（黒澤賢治君） 只今のご質問にお答えさせていただきます。安定ヨウ素剤につきま

しては、原則としてＰＡＺ５ｋｍ圏内及び、３０ｋｍ圏内ＵＰＺにおける配布や服用が前提とさ

れており、必要数が備蓄されておりますけれども、内子町におきましては、町の方針といたしま

して全町民分を町内の小学校７校と五十崎保健センター、それから小田支所に分散配備してござ
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います。安定ヨウ素剤の総数は、愛媛県が配備しております２，０００丸と合わせて合計３万５，

０００丸になります。安定ヨウ素剤の使用期限は５年間となっておりますので、定期的に更新を

行い適正に管理を行っております。安定ヨウ素剤の配布は、原子力災害対策本部または愛媛県災

害対策本部から服用の指示があった場合に配布することといたしてございます。安定ヨウ素剤を

事前配布をしておくことも可能ではございますけれども、他の薬と誤って服用することを防いだ

り、また紛失によりいざという時に服用できなくなることなどを防ぐために行ってございません。

配布訓練は、愛媛県原子力防災訓練に合わせて実施できるか、愛媛県と協議を行っていきたいと

思います。原子力防災訓練については、年に一回愛媛県が中心となり実施しており、内子町も参

加してございます。令和３年度においてはバスによる広域避難訓練を予定いたしておりましたけ

れども、コロナ禍のため、住民の方の理解が得られず参加することができておりません。以上、

答弁とさせていただきます。 

○２番（塩川まゆみ君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 塩川まゆみ議員。 

〔塩川まゆみ議員登壇〕 

○２番（塩川まゆみ君） 今ちょうど県の防災訓練の話が出ましたけれども、令和３年１０月１

５日に実施された県の原子力防災訓練はこれ伊方町のケースについて愛媛新聞に、海路避難住民

乗船なく、コロナで縮小実効性に懸念という見出しの記事が掲載されました。これは新型コロナ

ウイルス感染防止のために、地域住民が全く参加できず、県と伊方町職員が手順を確認するにと

どまり、住民からは、実際の災害時の実効性を懸念する声も聞かれたとあります。今本当に原子

力災害に限らず、あらゆる防災対策に、感染対策も組み込まなければならないということで、現

場の職員の皆様のご苦労は並大抵ではないと思いますが、稼働してなくても、使用済み燃料敷地

内で保管している以上、常に原子力災害の備えが必要になって参ります。２０２１年３月１８日、

茨城県東海村の東海第二原発の再稼働をめぐっては、１１都府県の住民２２４人が原電に運転差

し止めを求めた訴訟の判決で、水戸地方裁判所は「実効性ある避難計画や防災体制が整えられて

いるというにはほど遠い状態で、人格権侵害の具体的危険がある」として運転差し止めを命じて

おります。これは今、原電の方が控訴して只今継続中だと思いますが、ここの判決の判断基準と

しては日本も加盟している「ＩＡＥＡ国際原子力機関」の定める深層防護の第５の防護レベルが

達成されていないことをあげられています。この第５の防護レベルというのは、その実効性につ

いてはとにかく、実行し得る体制が整っていなければ、その防護レベルを達成してるとは言えな

いという表現がされてまして、例えば大規模地震が発生した場合には、住宅が損壊し、道路が寸

断することも想定すべきところを、また住宅が損壊した場合の屋内退避については、具体的に触

れるところがなく、道路の寸断がある場合については、住民への情報提供手段は、今後の課題と

されている。複合災害時におけるモニタリング機能の維持、災害対策本部機能の維持など、今後

の検討課題が多数残されていることなどが、判決の中でも挙げられております。町民を守るため

には、とにかく実効性のある避難計画を策定しなければなりませんし、直ちに実行できるもので

はなくてはなりません。再稼働している以上、例えば今この瞬間に大地震が発生して伊方原発に

事故が起きた場合に対応できなければならないわけです。本当にこの関係者各位の負担を少しで

も減らすためにも、やはり原発なんて再稼働するものではないと個人的には思うわけですが、こ
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のたびのロシアのウクライナ侵攻でも、チェルノブイリ原発が早々に制圧され、再汚染の懸念が

ヨーロッパに広まっております。町として、国や県はもちろん、原因者負担の原則に基づいて四

国電力に、例えば避難訓練への具体的な物資や人員等資源の提供を求めるといったお考えはある

でしょうか。ちょっと聞かせてください。 

○総務課長（黒澤賢治君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 黒澤総務課長。 

○総務課長（黒澤賢治君） 今、塩川議員さんおっしゃられた通りですね、やはり災害が起こっ

たときに、対応していくためには、実効性、これを担保していく必要があろうというふうに考え

ております。そのために、やはり何より計画が必要でありますし、研修でありますとか、訓練、

それらを通して、実効性が担保できるような体制を整えていくことが必要だろうというふうに

思っております。その点につきましては、先ほどの繰り返しになりますけれども、やはり町単独

での避難、そういったことにはならないと思いますので、やはり情報の発信、それから連絡体制、

連携、また避難、避難の発信それから受け入れ、そういったことも含めて広域的な対応が必要に

なろうと思いますので、お互いにそこら辺のところは連絡を取り合ってですね、応援体制、柔軟

な体制その辺のところも確立していきたいというふうに思っております。 

○２番（塩川まゆみ君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 塩川まゆみ議員。 

〔塩川まゆみ議員登壇〕 

○２番（塩川まゆみ君） ありがとうございます。この内子町の防災計画が「絵に描いた餅」に

ならないよう、再稼働してしまった今、高い優先順位で取り組んでいただきたいと考えておりま

す。 

続きまして２つ目です。愛媛県ごみ処理施設広域化・集約化計画についておうかがいします。

平成３１年３月の環境省通知「持続可能な適正処理の確保に向けたごみ処理の広域化及びごみ処

理施設の集約化について」を受け、県では令和２年６月に「愛媛県ごみ処理広域化・集約化検討

会」を設置し、令和４年度から令和１３年度までの１０年間で県内のごみ焼却施設の集約化計画

を策定することになっております。関連して、まず最初に、内子町クリーンセンターの状況につ

いておうかがいします。内子町クリーンセンターは老朽化が言われておりますが、現在の処理ペー

スでの運転は、今後何年ほど継続できる見込みでしょうか。お尋ね致します。 

○環境政策室長（高嶋由久子君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 高嶋環境政策室長。 

〔高嶋由久子環境政策室長登壇〕 

○環境政策室長（高嶋由久子君） 只今の塩川議員のご質問に、お答えいたします。内子町クリー

ンセンターは、使用開始から２３年が経過しております。先ほどのご質問にありましたとおり、

施設につきましては老朽化が進んでおります。毎年、保守点検を行いまして、維持補修計画を立

て、計画的に補修工事を行いながら円滑な運転管理に努めております。どれくらいもつかという

ことなんですけど、今のところ、こういった計画的な補修工事を行っていけば、何年ということ

は、申し上げられませんけれども、今のところは安全な運転が継続して行っていけると考えてお

ります。環境省の方針におきましては、今後新設・更新するごみ焼却施設については、広域化を
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進めることとしており、処理能力を１日１００トン以上の規模ということを示されております。

内子町の処理量なんですけど、１日約１１．５トンの処理をおこなっております。人口減少や５

Ｒの推進などにより今後、処理量の減少が予測される中、内子町単独でのごみ焼却施設の新設・

更新は、難しい状況であると考えております。現在、先ほど塩川議員の方からありました、愛媛

県の方が「愛媛県ごみ処理広域化・集約化計画」の策定されており、本年度末を目途に進められ

ております。内子町といたしましても将来的にごみ処理の広域化については避けられないと考え

ております。県の計画において示される方針等を踏まえまして、今後は、近隣市町と緊密に連携

しながら広域化にむけた協議を進めていきたいと考えております。以上、答弁とさせていただき

ます。 

○２番（塩川まゆみ君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 塩川まゆみ議員。 

〔塩川まゆみ議員登壇〕 

○２番（塩川まゆみ君） ありがとうございます。２点目になります。県によると、本計画は

「廃棄物の処理及び清掃に関する法律第４条第２項に基づく市町村等に対する技術的援助」との

位置づけとなっております。なので、この場合は、県の指導に従うというよりは、県はその市町

に対して技術的に援助するという立場であると思うんですけれども、ご存知の通り一般廃棄物の

処理主体は原則として市町村の清掃事業に置かれております。今回の県の広域化及び集約化計画

が内子町の先ほど答弁にもいただきましたけれども、今後のごみ処理を含む環境政策に与える影

響についてお伺いしたいと思います。内子町、伊方町、八幡浜市、大洲市が「八幡浜ブロック」

として広域化されるとのことですが、集約先として内子町に新たに焼却施設が建設される可能性、

または内子町以外に焼却施設が建設された場合、運搬費用等のコストが例えば町民負担のゴミ袋

の価格など直接影響するような形で現れる可能性は考えられるでしょうか。お願いします。 

○環境政策室長（高嶋由久子君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 高嶋環境政策室長。 

〔高嶋由久子環境政策室長登壇〕 

○環境政策室長（高嶋由久子君） 只今のご質問にお答えさせていただきます。まず、ごみ処理

施設の広域化・集約化の背景としては、人口減少や５Ｒ推進によるごみ排出量の減少、施設の老

朽化および廃棄物処理にかかる担い手の確保、気候変動や大規模災害への対策等の諸問題を踏ま

え、将来にわたり安定的かつ効率的な廃棄物処理体制の構築が求められているというところから

広域化の背景になっております。先ほどのご質問の中にあったものなんですけど、コストとかい

う面になると思います。こういったメリットなんですけれども、主に建設費、維持管理費の大幅

な削減、処理機能の高度化による環境負荷の低減、ごみ発電等のエネルギー回収の効率化、災害

対策の強化や防災拠点としての役割などが挙げられております。一方、デメリットといたしまし

ては、移動距離が長くなることによる収集運搬経費の増加ということで、先程のご質問にあった

ことがあるかと思うんですけれども、この点につきましては、広域化を進める中で、場所がどこ

になるのかということも踏まえ、その後の運搬収集といった問題もあろうかと思います。その点

で、ごみ袋の方に負荷がかかってくるのか、そういったことのコストのことにつきましても、今

後の検討をしていく中での課題になっていくかと考えております。内子町はこうした中で地域循
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環型社会の構築を目指し、５Ｒの推進に取り組んでおります。今後はさらに、将来的なごみ処理

施設の広域化も検討におきながら、ただし４月からプラスチック資源循環促進法が施行されます

ので、それを見据えて、プラスチックごみの分別回収を含めた分別方法や収集運搬の見直し等に

ついて検討を進め、一層の５Ｒ推進およびごみ排出量の削減を図っていきたいと考えております。

以上、答弁とさせていただきます。 

○２番（塩川まゆみ君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 塩川まゆみ議員。 

〔塩川まゆみ議員登壇〕 

○２番（塩川まゆみ君） ありがとうございます。今の答弁にも関わる内容なんですけれども、

この集約化の計画はちょっと焼却ありきというところが見えて、それはどうなのかなと私自身疑

問もあるんですけれども、今県の方でもパブリックコメントなど募集しておりますが、本当にこ

のごみ処理の問題というのは町民の生活に密接に関わってくることでありますので、これから広

域化の具体的な策定に入るところと思いますけれども、ぜひとも細かい情報提供等、努めていた

だきたいと思います。この内子町後期総合計画で掲げられているバイオマスの利活用事業や、「ゼ

ロ・ウェイスト」チャレンジプランに今回の広域化計画がどのような影響を与えることになると

お考えでしょうか。またこの内子町では廃棄物の堆肥化についてはエコパワーというすぐれた取

り組みがございますが、現在この旧内子町地域だけでやっている生ごみ回収を例えば町内全域に

拡大する。または各家庭や地域単位での一層のコンポスト普及などについては、いかがお考えで

しょうか。 

○環境政策室長（高嶋由久子君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 高嶋環境政策室長。 

〔高嶋由久子環境政策室長登壇〕 

○環境政策室長（高嶋由久子君） 只今のご質問に、お答えさせていただきます。内子町では平

成１９年３月より、内子町バイオマスタウン構想を策定して、３つのプロジェクト「森」「畑」「町」

のプロジェクトクトを掲げて、バイオマスの利活用を進めています。先ほどの生ごみ収集なんで

すけれども、この部分につきましては、畑のプロジェクトということで、先ほどおっしゃられた

旧内子町の一部市街地でのみの生ごみ収集を行い、愛媛たいき農協の運営する、内子町堆肥セン

ターにおいて、堆肥化されて、エコパワーとして販売されております。現在、堆肥センターの方

の余力等もあるということもありますが、今後の生ごみ回収等につきましては、先ほども申し上

げましたプラスチックごみの分別回収も含めまして、今後の検討課題とさせていただけたらと思

います。エリアの拡大につきましても、今後、堆肥センターの問題、販売した商品の需給率とい

うところもあろうかと思いますので、そこら辺を踏まえながら、今後、将来的に考えていけたら

なと思います。先ほどの地域コンポストの件なんですけれども、ただいまは、各家庭の水切りバ

ケツや電気処理機の生ごみ処理機というものを配布させていただいております。地域コンポスト

の関係につきましては堆肥センターの今後の処理能力等を含めまして、まずは生ごみの分別回収

のエリア拡大ということで、検討を行っていけたらなと思っております。以上回答とさせていた

だきます。 

○２番（塩川まゆみ君） 議長。 
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○議長（菊地幸雄君） 塩川まゆみ議員。 

〔塩川まゆみ議員登壇〕 

○２番（塩川まゆみ君） 最後になります。今後の観光振興事業についてお伺いします。第２期

内子町総合計画「【ミライ６】地域への愛着が観光につながるまち」の実現に向けて、これまでも

数々の事業が計画・実施されてきたことと思いますが、今年、３年目に入ったコロナ禍で、町内

の観光業も大変な打撃を受けており先行きはまだまだ不透明です。そこでまず１つ目、町内の観

光資源の把握と目標設定についてお伺いします。昨年１０月１５日の全員協議会で提出された内

子観光協会の今後の活動方針（案）には２０３０年度の入込観光客数目標２００万人とあります

が、この２００万人という数字ですけれども、現在の内子町に年間２００万人の観光客を受け入

れるだけのキャパシティがあるのでしょうか。というところがまず疑問です。平成３０年１２月

定例会の発言録によると、同僚議員によるオーバーツーリズムについての一般質問に対して、「当

時の町並・地域振興課長が観光客数の公称１３０万人にはからりのレジ通過者も含まれており、

町並みだけの観光者数は１２万人程度である」との答弁がありました。目標を高く持つのはよい

のですが、仮にこの２００万人の入込が実現した場合、宿泊施設があるのか、道路や店舗が大変

混雑するなどして観光体験の質が低下するだけではなく、町民の日常生活にも支障をきたす可能

性も考えられます。観光資源というのは、もちろん風光明媚な景観のみならず、快適な観光体験

をサポートするための適切な施設も含まれると思いますが、町内の宿泊施設や飲食店のキャパシ

ティというのは、単にベッド数や客席数などの受け入れ可能数だけではなく、町民であるオーナー

が無理なく運営できる客数、ときには大忙しでもよいけれども、ゆとりのあるペースで運営した

い、逆に回転率を最大限高めたいなど、それぞれのオーナーごとに理想とする運営状況が当然あ

ることと思います。そして道路状況や駐車場の数、人の流れなどを考慮したときに地域は果たし

てどのくらいの人数、観光客を受け入れられるか。そのような点について当事者について聞き取

り調査等をして、目標設定の根拠としているのかどうかをおうかがいします。 

○商工観光班長（大竹浩一君） 議長。 

○議長(菊地幸雄君) 大竹商工観光班長。 

〔大竹浩一商工観光班長登壇〕 

○商工観光班長（大竹浩一君） 町内の観光資源の把握と目標設定についてお答えいたします。

観光資源は、地域の資産・資源であり宝物であると認識しております。内子町の観光は、歴史的

環境や農村景観、伝統的な祭りなど、地域住民の暮らしが育んだ資源と、これまで実践してきた

町並み保存や村並み保存、小田川保全、森づくりが基盤となっております。主な観光資源といた

しましては、八日市護国町並み保存地区、内子座、木蝋資料館上芳我邸、五十崎凧博物館、石畳

のむら並み博物館、小田深山体験型観光の各素材などがございます。これら観光資源の計画事業

に対する主な取り組みとなる目標数値は、観光客数や各施設の来場者数などとなっており、第２

期内子町総合計画に指標としてお示ししているところでございます。先ほどご質問のございまし

た、観光協会が抱える２００万人の観光客数の目標であったり、宿泊施設のキャパの問題でござ

いますけれども、現状、観光客数は、１００万人を切っております。ここに１００万人の所に持っ

ていくために、今後、観光協会とも、連携をしながら取り組んでいきたいと思いますので、そう

いったところで、こういった高い目標に対する取り組みについてはですね、今後検討して参りた
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いと思いますので、ご理解をいただきたいと思います。 

○２番（塩川まゆみ君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 塩川まゆみ議員。 

〔塩川まゆみ議員登壇〕 

○２番（塩川まゆみ君） ありがとうございます。 

続きまして、目標設定にもちょっと関連する、すいません。ここちょっと通告書の２と３の順

番が逆になってしまうのですが、３のこれまで実施したＰＲ事業の効果測定についてお伺いいた

します。網羅的にお答えいただくなくてもいいんですけれども例えばイベントに関しては集客数

や売上高、動画については再生回数などが一つの指標にはなるかと予想しますが、冊子等につい

ては単にはけた数では評価できないと思いますが、いろんなＰＲ事業の効果の測定はどういう指

標で評価をしているのかを端的にお伺いしたいと思います。 

○商工観光班長（大竹浩一君） 議長。 

○議長(菊地幸雄君) 大竹商工観光班長。 

〔大竹浩一商工観光班長登壇〕 

○商工観光班長（大竹浩一君） これまで実施したＰＲ事業の効果測定についてお答えいたしま

す。内子町は、これまで「着地型観光」を推進するとともに、外国人観光客等の受け入れ体制な

ど強化を図ってきており、地域資源を発掘し、それを磨くことで魅力を発信してきております。

特に誘客事業におきましては、平成２２年度から首都圏、関西圏、海外にも目を向け、「観光物産

展」の開催や旅行商品売り込みのためエージェント訪問などを実施してきたところでございます。

その結果、総合計画にも掲げておりますけれども、平成２５年に１万４，５８２人だった宿泊者

数が、平成３０年には４万１，６５０人に増え、外国人観光客も平成２５年の９４４人から令和

元年には５，６０７人にまで増えるなどその成果が少しずつ表れているところですが、ここ２年

というものは新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、観光客も激減しておりＰＲ活動もま

まならない状況にございます。アフターコロナに向け、これまでの取り組みを継続的に実施する

とともに、さらなる地域資源の磨きと商品化、内子町の魅力を国内外に広くプロモーションを行

い、ターゲット別に観光情報の発信を行うなど、「地域への愛着が観光につながるまち」の実現に

向け、さらなる誘客事業に努めてまいりたいと思います。これまでのＰＲ事業におきまして、各

指標につきましては、多々ございますけれども、先ほど数字的なものは申し上げました通りです

ね、そんなところで、事業の効果が出てきているものだというふうに認識をしております。 

○２番（塩川まゆみ君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 塩川まゆみ議員。 

〔塩川まゆみ議員登壇〕 

○２番（塩川まゆみ君） 今回の質問作成にあたってですね年間の内子町のメディア露出数とい

いますか、掲載数をちょっと知りたいと思いまして、観光協会と総務課、町並・地域振興課それ

ぞれに問い合わせをしてみたところ、それぞれが窓口になって受けた取材については、把握はし

ているけれども、町全体としては把握してないというお答えがありましてちょっとそこは驚き

だったんですね。内子町はよくテレビなどでも取り上げられてる印象がありますし、雑誌やネッ

トメディアの掲載もあります。また観光に限らず町の事業について新聞やニュースで報道される
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こともございますけれども、これらのメディアの露出数を一元的に集計して、例えばどんなテー

マが取り上げられているか。取り上げてるトーンは、ポジティブかネガティブかなどの傾向を把

握するのは、観光事業に限らずＰＲの基本であると考えております。役場の中でも、集約できて

ないのであれば、例えば町内のお店や個人が受けたような取材については、ほとんど町の方では

把握してないと思うんですけれども、これとってももったいないことだと思うんですね。もちろ

ん強制はできませんが、例えば町民の方が個人的に取材を受けたら知らせてもらう窓口を作った

り、またもうすでにやっておられると思いますけれども定期的にネット等を検索して、どのよう

な掲載がなされているかの情報確認するという作業は、やる必要があると思います。ちょっと関

連になりますけれども、今の知清河原が個人ブログをはじめいろんなネットメディアで無料キャ

ンプ場として紹介されていて、実際大変なにぎわいを見せてまして、これ実際はキャンプ場では

ないわけで、管理も国か県の方で河川敷ということなんですけれども、これは観光資源として非

常に有望であるという見方もできますが、まだこの全く町としては未整備の方針も定まらないま

まにこの無料キャンプ場という情報が非常に広く独り歩きしてる。これが例えば町民の生活に影

響を与えるようなことになったら、こういうところも本来ならば町が先回りして、対応が必要で

あると考えますが、いかがでしょうか。ご意見お願いします。 

○副町長（山岡敦君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 山岡副町長。 

○副町長（山岡敦君） 塩川議員が言われた町内での取材であるとか、どういったようなところ

が注目されてるかっていう把握については、まだ当然必要なことだろうと思いますし、これから

の観光トレンドを知る上でも十分、有効的な手段でございますので、ただそれを一元的に管理し

てるところが今ないということなので、これについては、ちょっと組織的に横断的な、そういう

連携をとりながら、管理できないかということは、検討させていただきたいと思います。それか

ら、個人が発信する情報については、なかなか交通整理ができないというのは、もう私たちも十

分苦慮しているところですが、やはり正しい情報っていうのは、やっぱり発信するべきなんだろ

うというふうに思ってますので、間違った認識で、世の中に広まっているっていうことについて

は、重々我々も受けとめて、修正するような発信もしていく必要があるんだろうなというふうに

は思ってます。これは、知清河原のキャンプ場に限らず、すべての面において、そうだというふ

うに認識をしておりますので、これから、ここについては対策を進めて参りたいというふうに思っ

てます。 

○２番（塩川まゆみ君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 塩川まゆみ議員。 

〔塩川まゆみ議員登壇〕 

○２番（塩川まゆみ君） ありがとうございます。知清河原は、もう本当大変活用次第によって

は有望な観光資源になりうるところだと思いますので、ぜひその情報の集約も含めて、今後の対

応をお願いしたいと思います。 

そして関連しまして通告書では２番になっておりましたけれども、「日本版持続可能な観光ガ

イドライン（ＪＳＴＳ－Ｄ）」の活用についてお伺いします。２０２０年６月に観光庁が定めた国

際的な持続可能な観光ガイドラインというのがございますけれども、それの日本語版というもの
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がありまして、お隣り大洲市の観光地域づくり法人キタ・マネジメントさんが、２０２１年には

全国１５か所のモデル地区のひとつとして、四国で初めて選定されたこともあり、当然把握され

ていることかと思います。モデル事業に認定されてロゴマークを使うかが有効かどうかという議

論は、さておきましても、観光庁の説明にもありますように、自己分析ツール、コミュニケーショ

ンツールとして非常によくできているなと私も見て思ったんですけど、これを先般述べてきた現

状把握のツールのひとつとして観光協会または観光課の中で部分的にでもご活用を検討されては

いかがかと思ったのですがどうでしょうか。 

○商工観光班長（大竹浩一君） 議長。 

○議長(菊地幸雄君) 大竹商工観光班長。 

〔大竹浩一商工観光班長登壇〕 

○商工観光班長（大竹浩一君） まず「日本版持続可能な観光ガイドライン」についてですが、

議員ご説明のとおりでございますけれども、改めて説明させていただきますが、これは観光地向

けの持続可能な観光の国際基準に準拠した指標でございまして、持続可能な観光の推進に資する

べく、各自治体等が多面的な現状把握の結果に基づき、持続可能な観光地マネジメントを行うた

めの「観光指標」となっております。ここでいう「観光指標」とは、観光客の入込客数や消費額

など経済的なものだけを対象とするものではなく、観光地の運営に地域住民の意見が反映してい

るか、地域の自然や文化的資源の保護計画が策定されているかなど、経済、文化、環境、住民そ

れぞれの広範な分野に及んでおります。このガイドラインの役割として、観光政策や観光計画等

の策定に資するガイドラインとしても活用でき、また地域が一体となって持続可能な観光地づく

りに取り組む契機となり、観光地としてのブランド化、国際競争力の向上にもつながるものと考

えており、世界的に持続可能な観光への関心が高まる中、内子町においても旅行者から選ばれる

観光地となるよう、関係者や関係団体とも連携し、まずは、ＪＳＴＳ－Ｄの入門編である「ＴＯ

Ｐ１００選」のエントリーについて、今後検討してまいりたいと考えております。 

○２番（塩川まゆみ君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 塩川まゆみ議員。 

〔塩川まゆみ議員登壇〕 

○２番（塩川まゆみ君） これまで実施したＰＲ事業の効果測定、１番の観光資源の把握、目標

設定にも関わるというか再質問的なものになるかと思うんですけれども、今度の予算でですね、

新たに１，８００万のあまりの費用をかけてプロモーション動画や電子書籍冊子を作る、魅力発

信事業というのが挙げられておりますけれども、これにはちょっといろいろ調べてみたんですが

例えば今内子町観光協会では内子ジェネリックとして２年前ですかね、４Ｋのすばらしい外国人

監督の映像作品を何個か作ったと思うんですけれども、こちらチャンネル登録数は、３月３日現

在では２７６人、動画の中で一番再生回数が多かったものは４，５１５回となっておりました。

これでＹｏｕＴｕｂｅで内子町視聴回数で検索すると、関西のＡｎｎａ Ｆｉｌｍ Ｐｒｏｄｕ

ｃｔｉｏｎという関西最初のユーチューバーの方の１３万７，１９４回がトップで、ちなみには

２位は、小田の森林組合藤岡林業さんの「木材選別 フォークリフトによるトラック積み込み」

という動画が３万７０２８回だったんですね。以下は国道５６号や内子の山の険しい道のドライ

ブ動画などが続きます。例えばこの２０１５年頃には、すでにＳＮＳの活用や二次交通対策とい
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うものが、会議録にも出て参ります。２０１０年、平成２２年３月の国土交通省四国運輸局によ

る内子町における観光まちづくりコンサルティング事業報告などをひもといてみましたら、ここ

で指摘されたことがこの１０年間の観光振興事業にどの程度反映されているのか、例えばビジ

ターセンターの整備などを実現してる点も多々あるんですけれども、ここでも再三指摘されてい

る回遊ルートの仕組みや凧博物館の活用などあまり進展が見られてない箇所もあると思います。

でですねまず、ＳＮＳの活用ということで調べたらこれは観光分野だけに限りませんが、今のと

ころ観光協会は、ツイッター、フェイスブック、インスタグラムなどを運用してまして、インス

タグラムは１５５３人、そして内子町の公式インスタグラム、うちことは、２７０６人からフォ

ローされております。何がこう申し上げたいかといいますと、先ほど町長の施政方針の中でもあ

りましたけど、今本当コロナ禍で先行き不透明であり、観光に対する、取り巻く状況や人々の価

値感が、大きく変わってきてる状況であると思うんですね。なので、そしてまた観光客数、入り

込み数自体も少ない今だからこそ、これまでの事業成果の棚卸しといいますか、本当町の現状と

いうものをしっかり把握する。町内の観光に携わる業者さんや地域住民の意見を丁寧に直接聞い

て回ることが一番肝心ではないかと思うんですね。情報発信に関しても、今ある公式観光サイト、

内子さんぽ、とてもよくできてると思いますし、動画にしろ、文字コンテンツにしろ、かなり充

実した内容になってると思います。むしろこの発信力を高めるというか、新たに何かを作ること

よりも、今あるコンテンツをうまく活用しきれてない現状があるのではないかと私は感じたんで

す。町内の宿泊施設の内子晴れのオーナーがまとめている統計というのを見せてもらって、今回

お配りしてたらよかったんですけど、例えば２０２１年１０月、１１月の２ヶ月間の宿泊客１３

４人について、どこから来たのか、何で知ったのか。観光の目的は何かってこう棒グラフ、円グ

ラフでいろいろ細かく集計されているのがあります。例えば内子晴れを何で知りましたかという

質問があって、１２６件回答があるんですけれども、１位はＢｏｏｋｉｎｇ．ｃｏｍや楽天トラ

ベルなどの宿泊サイト、こちらが４１件で３２．５％になってます。２位は、家族や友人からの

紹介、これが３９件。続きまして、内子晴れのホームページ、内子晴れのＳＮＳと続いて、その

他というのもあるんですけれども、この中に内子ビジターセンターまたは観光っていうものが０

件だったんですよ。これは、たまたまこの１０月、１１月のことではありますが、このようなア

ンケートを町内他の観光施設においても丁寧に見ていったら、一体何をもって、その人がこの内

子町にたどり着いたのか、それがまず掘り起こせると思うんですね。実際、うちことは、私の中

高生の子どもの友人たちにもすごい人気ですし、私の離れた知人とかも、あれを見てすごい喜ん

でますし、実際あれを見て、松山市からわざわざ町並みにあるお店に来たという話も複数耳にし

ました。なのでですね、統計やよその地域、もちろん観光拠点全体の情報ってのは非常に重要な

んですけれども、まずは町内の現状をきっちり把握する。町民の話を聞いて、しかも、この対外

的な発信というものは、町民にあまり実感がない、直接関わってこない、なんかいろいろいろん

な素敵な本とか、なんかしょっちゅう作っとるわいねえぐらいの感覚なんですよ。なのでこの観

光施策に町民も巻き込むという形で、改めて考えたらいいのではないかなと思ったんです。なの

でとことん現状の把握をですね、今このコロナ禍の間だからこそ進めていただきたいと思うんで

すけれども。すいません、なんか時間が押し押しでよくわかんなくなってるんですが、続きまし

て、４番目の観光協会の人件費について、これまで、町民の方々のご意見を踏まえて、いろいろ
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と提言させていただいたわけですが、そうなるとこの観光協会の人件費についても一言言わずに

はいられません。その２０１９年に、公募で着任された前事務局長さんは、すばらしい経歴をお

持ちの方でしたが、タイミング悪くコロナ禍が始まってしまって、彼が得意とするインバウンド

の分野でのその手腕が十分に生かしきることができなかったというのは、町にとっても、またご

本人にとっても本当に残念なことだったと思います。昨年８月の全員協議会の時に、退任にあたっ

て後任の方をお迎えする時に、やはり条件は同じ８００万円ということでその時の全協の時でも

同僚議員からいろんな疑問の声があがったと思いますが、その時の町長のお答えとしては、経験

豊富で優秀な人材を呼ぶからにはそれなりの待遇が必要である、というような内容であったと記

憶しております。実際、２０１８年に広報うちこに事務局長の募集要項が出たときには、８００

万という高額さが、大変周囲でも大変話題となっておりました。しかしながら、まだ終わってな

いコロナ禍ですけれども、観光のあり方そのものも大きく変わっている渦中にありまして、この

コロナ禍の観光においては、むしろコロナ前の観光業界での成功体験が素直に応用できないよう

な状況にあると思うんですね。なのである程度の実績と経験があると言っても、それはコロナ前

の観光業界でありまして、果たしてそれが今これから向こう２年間の観光、どの程度生かせるの

かというところには、ちょっと疑問を感じるものであります。そして、民間企業であれば、有能

な人材の高額なヘッドハンティングは珍しいことでありませんが、一般社団法人になったといえ

ども、観光という事業の公共性から、当面行政支援を受けるという場合においては、ちょっとこ

れは状況が異なるのではないかと思います。このような高額な報酬は、役場職員や、例えば町民

の平均収入を鑑みましても、なかなか受け入れがたいのではないかと考えております。また先ほ

ど述べました、１０月１５日の全協資料の中で、観光協会の収支目標として、２０２２年度は、

事業規模３，５００万円。そのうち、内子町補助金が２，０００万円とありますが、この状況に

おいて、事務局長１人８００万円という報酬が適正と考えるかどうか。見解をお聞かせ願いたい

と思います。 

○商工観光班長（大竹浩一君） 議長。 

○議長(菊地幸雄君) 大竹商工観光班長。 

〔大竹浩一商工観光班長登壇〕 

○商工観光班長（大竹浩一君） 観光協会の人件費についてお答えいたします。内子町観光協会

は、法人化を目指すため、平成３０年１０月に事務局長を全国公募し、平成３１年３月１日付け

で１名を採用いたしました。内子町観光協会は、ご存知のように、令和元年６月１１日一般社団

法人として新たなスタートを切ったところで、ご質問の「観光協会の人件費について」は、現在、

事務局長及び事務職員１名分を町から補助しているところでございます。ご質問の事務局長の８

００万円の件なんですけども、この目的といたしましては、観光協会においても、着地型観光を

推進するとともに、観光産業の基盤強化を図り、民間にできることは民間にゆだね、町は、環境

や基盤整備を適切に支援することとし、町内観光のプラットホーム化を促し、ひいては観光が総

合的産業へと成長できるよう、支援して参りたいと思いますので、現在のところ、事務局長の年

俸につきましては、適切な金額であるというふうに考えております。 

○２番（塩川まゆみ君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 塩川まゆみ議員。 
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〔塩川まゆみ議員登壇〕 

○２番（塩川まゆみ君） 主旨は先ほど説明した通りなんですけれども、適正と考えるというこ

とでありますが、例えば本当にこの先ほどのＳＮＳの活用などに関してもですね、例えば本当に

８００万という金額があれば、経験は浅くともネットに精通して、やる気のある若手人材であれ

ば複数名の雇用ができたりとか、例えば８００万円という金額にならなくてもですね、任期中に

住宅対応等報酬以外の部分で厚遇するということは可能であると考えるんですね。とりあえず最

初に、今回コロナ禍という予想外の事態があったんですけれども、この８００万で事務局長をお

迎えしたということが、成功したとは言えない状況で、また同じことを繰り返すのか。これは別

にこの８００万を出し惜しみするとかじゃないんですよ。もちろん存分に働いて成果を上げてい

ただきたいと思うんですけれども、やはりこの今回、なかなかはかばかしくなかったということ

と、あとこのただでさえ大変なコロナの環境を考えたらですね、なかなか町民のご理解は、得難

いのではないかと私は考えているわけですが、その辺、再考の余地はないでしょうか。 

○町長（小野植正久君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 小野植町長。 

○町長（小野植正久君） 先ほど来、いただいております、今の事務局長についてはですね、あ

の会でも申し上げましたように、実績のある方を呼んでですね、先ほど議員さんの方からはコロ

ナ禍の前で実績のあった方よりもというお話ありましたけれども、これは考え方のいろんな考え

方がありますので、私はやっぱり実績をですね、いろんなその場所その場所で実績を作られた方、

そういう方はですね、今回しっかりと仕事をしていただけるものというふうに思っております。

また、いろんな情報の発信につきましては先ほど来、議員さんも言われております、住民の方の

意見も聞かしていただきながらですね、発信力を高めていく、そういうことはですね、やっぱしっ

かりやっていく必要があるなというふうに思っておりますので、取り組んでいきたいなというに

思っております。 

○２番（塩川まゆみ君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 塩川まゆみ議員。 

〔塩川まゆみ議員登壇〕 

○２番（塩川まゆみ君） ありがとうございます。あと２分ありますけれども、、そうですね、た

だ、前回の仙台さんの時もそうだったんですけれども、ああいうふうに広報に出ることで、ある

意味ちょっとご本人も非常にやりにくいのではないかというのを思ったんですね。やっぱり報酬

にまつわるな話題というのは皆さん好きですから、単純に、もうアラを探すような目で、８００

万円分の働きを見せてもらおうかみたいな感じでですね。もうすごく厳しく見られてしまうわけ

ですよ。それはもう本当実際やりにくいと思います。特にこのような町においては。本当初年度

は、例えばもう少し低く抑えてですね、次年度以降、成果に合わせて上げていくとか、ちょっと

何かこうやりようがないかな、町民の感情を和らげるようなことがないかなと引き続き考えてお

るのですが、ぜひそこは検討課題としていただいて、私の質問を終わりたいと思います。ありが

とうございました。 

○議長（菊地幸雄君） 午前中の一般質問は、ここまでとし、休憩します。 
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午前１２時０５分 休憩 

 

午後 １時１０分 再開 

 

○議長（菊地幸雄君） 休憩前に続き、会議を開きます。 

 次に、久保美博議員の発言を許します。 

○５番（久保美博君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 久保美博議員。 

〔久保美博議員登壇〕 

○５番（久保美博君） ５番、久保美博です。３月に入り暖かい日が続き、春が近づいていると

感じます。新型コロナウイルス感染者は依然として多く、外に目を向ければロシアのウクライナ

への侵攻で国際情勢が大きく激変しています。災害や対立が起き、生活に不可欠な物資が滞れば

経済や社会への打撃は大きく、私たちの生活様式も大きく変化してきていると思います。１日も

早い収束を願うものです。それでは、通告書に従い２項目について質問いたしますので宜しくお

願いいたします。 

まず、老朽化する水道施設についてであります。私たちは、普段何も気にすることなく蛇口を

ひねり飲料水が出て当たり前と思い生活をしています。昨年１０月に和歌山市の紀ノ川に架かる

老朽化した水管橋の崩落事故が起きました。大規模断水で６万世帯が断水し、ライフラインを支

えるインフラの老朽化問題が改めて浮き彫りになりました。高度経済成長期の１９６０年代以降

に集中的に整備され普及しましたが、その後、設備の老朽化による維持管理コストが増えている

と思われます。法定耐用年数４０年を超える水道管の割合、管路経年化率は、２０年度で全体の

何％になっているのか、また、逆に同年度に更新された水道管の割合、管路更新率はどうなって

いるのか伺います。 

○議長（菊地幸雄君） 久保美博議員の質問に対して、理事者の答弁を求めます。 

○建設デザイン課長（谷岡祐二君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 谷岡建設デザイン課長。 

〔谷岡祐二建設デザイン課長登壇〕 

○建設デザイン課長（谷岡祐二君） 只今のご質問にお答え致します。内子町水道事業では、令

和２年度現在、法定耐用年数、４０年を超える水道管の割合、管路経年化率は、全管路の１６．

６％でございます。水道統計における愛媛県全体の平均が１５．８％となっておりまして、愛媛

県の平均とほぼ同じ水準の状況となっております。また、令和２年度に更新された内子町の水道

管の割合、管路更新率につきましては、０．３８％でございます。管路更新率につきましては、

愛媛県では集計されておりませんので、全国の数字となりますが、全国類似団体平均で０．４４％

となっておりまして、これにつきましても、ほぼ同じ水準の状況となっております。以上、答弁

とさせて頂きます。 

○５番（久保美博君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 久保美博議員。 

〔久保美博議員登壇〕 
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○５番（久保美博君） 只今の報告にあります管路更新率は０．３８％ということで、これはグ

ラフに表すと、管路経年化率は１６％ということで、あんまり大きくないのかなと思っとるんで

すが、グラフに表すと管路経年化率は、右肩上がりかなと。更新率は、右肩下がりかなというよ

うな状況が出てくるんではないかなと思ってるんですが、内子町の報告であれば、そんなに経年

化率も高い率ではないし、更新率は県平均と同等の更新率になっとるんかなと思うんですが、こ

れも将来的に考えると、やはりその計画性を持った毎年、平均的にやはり更新に取り組む必要が、

あるんじゃないかなと思っております。そういったことで、これは計画性を持って取り組んでい

ただきたいなと今後、そういうことで申し上げたらと思います。 

それでは続きまして、２点目なんですが、水道の安定供給に不可欠な水道施設の管路更新率も

低調というようなことで耐震化も低調と思われます。想定される南海トラフ巨大地震、最大規模

の地震に耐えられる割合を示す耐震適合率は町内では何％にあるのかいうことでお伺いをしたら

と思います。 

○建設デザイン課長（谷岡祐二君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 谷岡建設デザイン課長。 

〔谷岡祐二建設デザイン課長登壇〕 

○建設デザイン課長（谷岡祐二君） 只今のご質問にお答え致します。内子町水道事業では、令

和２年度現在、最大規模の地震に耐えられる割合を示す耐震適合率は、基幹管路で３１．１％、

配水支管を含む全管路では、１８．２％でございます。愛媛県全体の平均が基幹管路で３２．６％

となっておりまして、これにつきましても、愛媛県平均とほぼ同じ水準の状況となっております。

以上、答弁とさせて頂きます。 

○５番（久保美博君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 久保美博議員。 

〔久保美博議員登壇〕 

○５番（久保美博君） ただいまの耐震適合率が、町内で３１．１％ということで、これも県平

均並みということであるので、これは全国的に見ると、どうも２０１９年度では、全国平均で４

０．９％いうようなデータが出とったかと思うんですが、これ全国平均にはちょっと足りないの

かなというようなことはいえると思います。これも前の質問と同じように、やはり毎年、平均的

に更新して、安全安心な水が飲めるような、利用できるようなことで取り組んでいただきたいな

と思っております。そういったことで次に入りたいと思います。 

 次の３点目なんですが、管路更新率も少し低調かなと、耐震適合率も全国的にみたら低い状況

にあるのかなと思っております。この水道施設の老朽化への対応が少し遅れているんではないか

と思うんですが、遅れている背景には何があるのかということでお伺いをしたらと思います。 

○建設デザイン課長（谷岡祐二君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 谷岡建設デザイン課長。 

〔谷岡祐二建設デザイン課長登壇〕 

○建設デザイン課長（谷岡祐二君） 只今のご質問についてお答え致します。水道施設の老朽化

への対応の遅れの背景としましては、まずは、低い水準となっております水道普及率の向上を目

指し、未普及地域の解消を目的とした整備を優先して行ってきたことが最大の背景として考えて
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おります。また、内子町は集落が広範に散在しておりまして、１戸当たりの水道管路の延長が都

市部などと比べましても長いため、これまでの新設・改良に際しまして、多くのコストが必要と

なっている事も大きな要因ではないかと考えております。さらに、財源的にも事業を補うための

国からの補助金が最大、事業費の４０％と低率であるほか、県補助金につきましては、現在は廃

止されているという厳しい状況下にございます。このような状況ではございますけれども、今後

につきましても、内子町水道ビジョン・経営戦略及び水道施設耐震化計画に基づきまして、健全

運営を確保しつつ、計画的に耐震化や老朽化対策を進めながら、水道の安定供給に努めて参りた

いと考えておりますので、ご理解頂きますようお願い致します。以上、答弁とさせて頂きます。 

○５番（久保美博君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 久保美博議員。 

〔久保美博議員登壇〕 

○５番（久保美博君） 今の回答をお聞きしたんですが、これ水道は、生活に不可欠なインフラ

であり、更新期を迎える水道管は、増え始め、老朽化対応は待ったなしだと思います。今後、少

子高齢化が一段と進むことで非常に厳しい時期を迎えてくるんだなと思ってるんですが、若者世

帯よりも、水の消費量が少ない高齢世帯が増えれば、料金収入は、さらに、減ってくるんではな

いかと思うんです。そうなってくると、水道事業も独立採算制なんですが、これ赤字転落になる

んではないかということで、その赤字転落になる予想はしているのかどうか、お伺いしたいと思

います。 

○建設デザイン課長（谷岡祐二君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 谷岡建設デザイン課長。 

○建設デザイン課長（谷岡祐二君） 今後の水道事業につきましては中期的にシミュレーション

を行いまして、今後運営、また計画事業を進めていく中で、年々どういう推移をするかというふ

うな形で検証はしております。またその中で当然、水道料金等の議論もしてこないといけない時

期も来ますが、現在としてはそういったシミュレーション結果に基づいて、運営をしていくとい

うようなことで取り組まさしていただきたいと思います。 

○５番（久保美博君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 久保美博議員。 

〔久保美博議員登壇〕 

○５番（久保美博君） ありがとうございます。水道料金は、水道法に正常にして、豊富低廉な

水の供給を図るというのがあるかなと思ってるんですが、これを料金を据え置くことが美談では

ないと思っております。で、将来のリスクを減らし手遅れとなる事態を防ぐためにも、やっぱ危

機感を持って、あたって欲しいなと思っております。そういったことで、水道料金が安いから、

これは本当全く美談ではないと思っております。当然、今の老朽化改修すると、莫大なお金が必

要になってきます。ですから計画的なことで、取り組んで欲しいなと思います。 

それでは次の４点目なんですが、国が「防災・減災・国土強靭化のための５か年加速化対策」

で水道施設の耐災害性強化対策や管路の耐震化対策など中長期的な目標を立てております。これ

についてどう考えているのかお伺いしたいと思います。 

○建設デザイン課長（谷岡祐二君） 議長。 
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○議長（菊地幸雄君） 谷岡建設デザイン課長。 

〔谷岡祐二建設デザイン課長登壇〕 

○建設デザイン課長（谷岡祐二君） 只今のご質問についてお答え致します。国におかれまして

は、平成３０年７月の西日本豪雨災害などを契機としまして、「防災・減災、国土強靭化のための

３か年緊急対策」を策定し、自然災害により断水の恐れがある水道施設の停電対策、土砂災害対

策、浸水被害対策、水道施設や基幹管路の耐震化などを集中的に推進している所でございますが、

特に近年激甚化する風水害や切迫する大規模地震への対策等について、さらなる加速化と深化を

図るために「防災・減災、国土強靭化のための５か年加速化対策」を策定し、先程申し上げまし

た水道施設の耐震化など４つの視点から具体的な数値を盛り込んだ中長期の目標を掲げて、自然

災害発生時の大規模かつ長期的な断水のリスクを軽減することとしております。内子町におきま

しても、国の方針や対策における加速化の重要性を十分に認識しておりまして、令和３年３月に

公表した内子町水道ビジョン・経営戦略において、特に近い将来に発生が予想される南海トラフ

巨大地震などを念頭に、影響が懸念される浄水場や配水池、基幹管路などの重要施設の耐震化を

図っていくため、令和２年度から令和１１年度までの計画期間において、具体的な数値目標を掲

げて、計画的に整備を進めていくこととしております。以上、答弁とさせて頂きます。 

○５番（久保美博君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 久保美博議員。 

〔久保美博議員登壇〕 

○５番（久保美博君） ありがとうございます。町の方も計画的に立てておるということであり

ます。国が５ヵ年計画で、水道、上水道、管路の耐震化率、耐震化対策の中で、本対策による達

成目標を令和１０年度で６０％に変更しておるんだと思います。これも先ほど答弁のありました

ように町の方でも、計画的にその目標を立てておるということですので、町の計画においても加

速化して、目標に近づけて、くどいようですが、手遅れとなる事態を防ぐために危機感を持って

取り組んでいただきたいと思います。 

それでは次の２項目に入りたいと思います。新型コロナウイルス禍の中で、ここ数年続いてい

るキャンプ人気の高まりで、屋外で「３密」にならないレジャーとして人気が急上昇しています。

そこで、廃校になった施設を利用し手軽にキャンプを楽しめるキャンプ場に改修して取り組む考

えはないかお伺いをしたいと思います。 

○自治・学習課長（大久保裕記君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 大久保自治・学習課長。 

〔大久保裕記自治・学習課長登壇〕 

○自治・学習課長（大久保裕記君） 只今の久保議員のご質問にお答えをさせていただきます。

廃校の活用としてキャンプ場に改修し取り組む考えはないかとのご質問ですが、ご指摘のとおり

３密回避にもなるという事で、キャンプ人気は高まっているようです。と同時に、ただ一方では、

キャンパーによるゴミの投棄や、騒音、直火による火災など、マナー違反のキャンパーの存在も

問題になっているところです。廃校をキャンプ場として利用することにつきましては、キャンパー

のニーズと合致し、整備した後に多くの方が利用してくれるのか、またキャンプ人気がどこまで

続くのかなどの検討が必要だと思いますし、何よりも近隣住民や地域の理解と協力が不可欠であ



令和 4 年 3 月第 124 回内子町議会定例会 

‐ 32 ‐ 

ると考えます。特に、食事や暖を取るために使う火気については、十分な配慮や設備が必要にな

ることも予想され、現在のところ廃校をキャンブ場として活用することについては考えておりま

せん。以上、答弁とさせていただきます。 

○５番（久保美博君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 久保美博議員。 

〔久保美博議員登壇〕 

○５番（久保美博君） 答弁ありがとうございます。これから先、今後利用しなくなる施設が増

えてくる状況にあるんじゃないかと思います。これは今お話の通り、安全性を求めると火気類の

使用なんかいうのも十分気をつけないといけないと思います。そこらの考えもあるんですが、こ

れから先のことを考えると施設の再利用ということで、ぜひ前向きな方向で考えていただいたら

と思います。 

それでは次の２点目です。ここ最近冬場でもテント泊を楽しむ人が増えています。今朝もここ

へ来る途中に知清の河原ではテント泊をされておられる方がおられました。町内でもいろんな場

所、午前中も同僚議員からもお話あったように、知清の河原では週末になると車でこられてテン

トをはって、家族で楽しんでおられる姿が多くみられるようになりました。ここで結局小田川の

河川敷へ多くの人が訪れるということで、やはり経済的にも何らかの恩恵はあるのかなと思って

おります。まずは、雨さえ降らなければ、本当に寒い中でも、テントを張ってキャンプされてお

られます。よほど好きだなと。皆さん、やはりアウトドアに、コロナ禍の中での、密を防ぐため

にそういった人口も増えてきておるんかなと思ったりもします。で、そういうところを考えると

町内にも小田川流域の河川事業を見ると、手軽に利用できるキャンプ場として手を入れれば、で

きる箇所が何ヶ所もあるんかなと思っております。そういったことで、家族が週末になると子ど

も連れで手軽にキャンプを楽しむというような観点で整備をして、人が入ってくるようなことで

取り組む考えはないかどうかお伺いしたいなと思います。 

○建設デザイン課長（谷岡祐二君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 谷岡建設デザイン課長。 

〔谷岡祐二建設デザイン課長登壇〕 

○建設デザイン課長（谷岡祐二君） 只今のご質問にお答えいたします。近年のキャンプブーム

によりまして、小田川河川敷においても連日のようにキャンプを楽しまれている姿が見受けられ

ている所でございます。河川敷におけるキャンプ場の整備についてでございますが、まず、第１

点目と致しまして、近年の地球温暖化に伴う集中豪雨の多発化などによって、洪水が発生する頻

度も高まり、利用者の安全面の問題や土砂やゴミなどの流入による施設被害が懸念されるなど、

管理面におけるリスクが高いことから、整備箇所としましては不適と考えております。第２点目

と致しまして、河川敷は河川法が適用される区域でございまして、工作物の設置や土地の形状変

更、立木の伐採などの行為を行う場合には、河川管理者の許可が必要となりますので、内容にも

よりますが、新たな施設の整備は許可を得られないではないかと考えておるところでございます。

河川管理者の愛媛県にも県内の状況等を確認しましたが、河川敷において、キャンプ場の河川占

用許可を出した事例は過去に無いとのことでございました。また、河川敷は住民共有の公用物と

して、キャンプ以外の様々な用途に利用されておりますので、一部をキャンプ場として占有する



令和 4 年 3 月第 124 回内子町議会定例会 

- 33 - 

のではなく、自然の空間の中で、今、小田川沿いで見られているようなスタイルでキャンプを楽

しんでいただければありがたいと考えております。このような観点から、河川敷にキャンプ場を

整備する計画はございませんが、キャンプでの利用者も含め、誰もが河川と親しめるように河川

敷の維持管理に努めて参りたいと考えておりますので、ご理解いただきますようお願いします。

以上、答弁とさせていただきます。 

○５番（久保美博君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 久保美博議員。 

〔久保美博議員登壇〕 

○５番（久保美博君） ありがとうございます。今のいろんな許可の申請だとか、河川利用する

場合には、管理者の許可が必要だとか、手続きがいろいろあると思うんですが、私の知る限りで、

許可を出してないというのが言えるのかなと、ちょっと私は東温市の河川のところに、キャンプ

場があって、ちょっと公園みたいな遊具があったりしておるんですが、あれ河川敷に当たるんじゃ

ないかなと思っとるんですが、それはまた後で私も確認したと思うんですが、そういったことで、

キャンパーが増えとるということで、家族連れで子どもさんが楽しんでいただけるというような

ことでちょっと話もありましたように、今の利用者の状況の中の範囲で、キャンプを楽しんでい

ただくというようなことで、少し例えば、ここ入るときに、ちょっと段差があるとかいうような

直して欲しいとか、いうような細かいことがあればまたその辺は臨機応変に対応していただけれ

ば、利用者も気持ちよく使えていただけるんじゃないかと思います。町長の挨拶の中で、小田深

山開発で、キャンプ、或いはアウトドア等の取り組みを計画したらというようなことで、話され

ました。これはやはり、小田深山と並行してですね、将来的にこの河川敷でも手軽にキャンプが

できるような方向で何とか苦労するかもしれませんが、並行して取り組んでいただけたら、利用

者は大変嬉しいかなと。また、人も流れてくるんじゃないかなと思っております。そういったこ

とで、整備、取り組みをお願いしまして、私の質問は終わりたいと思います。 

○議長（菊地幸雄君） 次に、城戸司議員の発言を許します。 

○１番（城戸司君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 城戸司議員。 

〔城戸司議員登壇〕 

○１番（城戸司君） １番、城戸司でございます。本日は、パラリンピックの開会式があります。

平和の祭典であるにもかかわらず、ロシアのウクライナ侵攻は続けられ、パラリンピック開催国

の中国は世界的に制裁をされているロシアの支援を表明したと聞き、疑問に感じている中、ロシ

アは、チェルノブイリ原発に攻撃をしているというニュースを見て、ちょっと気が気ではござい

ません。ただでさえ、花金の午後はそわそわして、仕事が手につかないような状況である中、ニュー

ス等、気になって早く帰りたい、家族サービスがしたいと思いますので、手短に終わればと思い

ますので、どうぞよろしくお願いいたします。まず、新型コロナウイルス感染者の支援について

質問していきたいと思います。 

１２月の定例議会で、第６波では保健所と連絡を密にとり、きめ細やかな対応ができるように

連携をとっていきたいとの答弁をいただきましたが、八幡浜保健所にこちら側から連絡をするな

どし、状況の掌握や支援はできているか伺いたいと思います。 
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○議長（菊地幸雄君） 城戸司議員の質問に対して、理事者の答弁を求めます。 

○保健福祉課長（久保宮賢次君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 久保宮保健福祉課長。 

〔久保宮賢次保健福祉課長登壇〕 

○保健福祉課長（久保宮賢次君） ただ今の質問にお答えいたします。１月に入りまして、内子

町内で新型コロナの陽性者が確認された時に、内子町から保健所へ連絡を取り、陽性者から支援

の要望がないか確認を行いましたけれども、陽性者からは内子町への支援は求められていないと

の回答がありました。陽性となった方などが町の支援を希望する場合は、連絡をいただくようお

願いを致しましたけれども、これまで連絡があったことはございません。陽性者などが内子町の

支援を希望した場合は、食事の手配、買い物支援など、可能な範囲で支援を行っていきたいとい

うふうに考えております。以上、答弁とさせていただきます。 

○１番（城戸司君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 城戸司議員。 

〔城戸司議員登壇〕 

○１番（城戸司君） 要望等の確認などをしていただいたということで引き続き、積極的にして

いっていただきたいとは思います。内子町内での感染者の統計データ等はないのかをちょっと聞

きたいと思います。データにより、感染経路の可視化、注意喚起ができると思いますので、その

辺ちょっとデータがあるかをお答えいただきたいと思います。 

○保健福祉課長（久保宮賢次君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 久保宮保健福祉課長。 

○保健福祉課長（久保宮賢次君） 感染の確認につきましては愛媛県の方で行っておりまして、

内子町には感染者数、それから新規でありますとか、既存事例でありますとかそういったこと、

それから年代と性別の情報が入っているだけということでございます。１月に入りましての感染

者は１７名で、２月に入っての公表された感染者数は３５名ということで、計１月か２月で５２

名の感染者数というふうにはなってるんですけども、感染経路でありますとか、その後の状況と

かそういった詳しいことについては、内子町では資料提供がありませんので把握していないとい

うことでございます。 

○１番（城戸司君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 城戸司議員。 

〔城戸司議員登壇〕 

○１番（城戸司君） 取れるデータは取っていただくことにより、先ほども言いました可視化し

ていったり、今後の対応、現在の対応など、方針が決まっていくかと思いますので、なるべく検

討していただけたらと思います。 

次にですね、八幡浜保健所の管轄はですね、八幡浜市、大洲市、西予市、内子町、伊方町の５

市町と、広域かつ感染者数も知事が強く警戒をするほど増えてきている地域もあります。第５波

までは、内子町から八幡浜保健所への連絡はしていないという答弁をいただいておりますので、

今までと比較することはできないと思いますが、これまでとは比べるものにならない感染者数が

報告されている第６波の中、八幡浜保健所に連絡等をした結果ですね、町民の支援で足りないと
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感じたことはあるか、伺いたいと思います。感じたのであれば、町として、今後どのようなこと

をしていくかもあわせて、お答えをいただければと思います。 

○保健福祉課長（久保宮賢次君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 久保宮保健福祉課長。 

〔久保宮賢次保健福祉課長登壇〕 

○保健福祉課長（久保宮賢次君） ただ今の質問にお答えいたします。感染者が増えますと、保

健所でも細やかな対応は難しくなっていると感じる部分はありますけれども、個別の対応につい

て、県は個人情報保護の観点から情報の提供を行っておりませんので、詳しい状況を確認するこ

とはできません。保健所では、陽性者に対して周囲からの支援状況を確認し、支援を受けること

ができない場合は、施設療養を行うなどの対応を取られておられます。陽性者が市町の支援を求

めている場合は、保健所が確認を行い、市町に連絡をいただけることになっており、こうしたケー

スがあれば適切に対応したいと考えています。以上、答弁とさせていただきます。 

○１番（城戸司君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 城戸司議員。 

〔城戸司議員登壇〕 

○１番（城戸司君） 感染者の中には、後遺症が残る人もあるようですが、内子町では、今後、

後遺症が残った方への支援等は検討していますでしょうか。 

○保健福祉課長（久保宮賢次君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 久保宮保健福祉課長。 

○保健福祉課長（久保宮賢次君） 感染後の治療っていうのはもうこれ医療に当たると思います。

適切な医療が受けられるように支援はしていくべきだと思うんですけども、後遺症について直接

町が支援を行うっていうことは、なかなか難しいかなというふうには考えております。 

○１番（城戸司君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 城戸司議員。 

〔城戸司議員登壇〕 

○１番（城戸司君） まだコロナにはたくさんの問題があると思います。支援について後遺症等

についても国がやる県がある町がやると、まだ方針が決まってない中、今後、町にね、振られた

場合には、感染者がしっかりと支援できるよう、検討していただいたらと思いますので、今後と

も、いろいろな情報等を取るようにお願いできたらと思います。 

次にですね、町長は、感染拡大を防ぎつつも、経済を回すことが大切であると言われておりま

すが、町民からは、どういったところで感染者が出たか、情報がなければ利用しにくいといった

声も聞きます。また、事業所等もですね、事業復活支援金で何とか持ちこたえたが、今後は借入

の返済も始まる。コロナが収束してくれなければ、２、３ヶ月後には締めることも考えなくては

ならないのだろうか。また、返済が始まれば倒産するところも増え、経済はますます冷え込むだ

ろうといった声が上がっているのをよく耳にします。そこで、笑顔の安心飲食店認証制度で、県

の認証店ステッカーを張っている飲食店の積極的な利用や、町の管理する施設での感染確認の情

報等を発信してはと考えます。人が動くことにより、感染が増えることも考えられますが、情報

がなければ、正しく恐れることもできません。町民が考えて行動できるよう、情報発信をしては
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どうかと考えますが、町長の考えを伺えたらと思います。 

○商工観光班長（大竹浩一君） 議長。 

○議長(菊地幸雄君) 大竹商工観光班長。 

〔大竹浩一商工観光班長登壇〕 

○商工観光班長（大竹浩一君） ご質問の県の認証店、「愛顔（えがお）の安心飲食店認証制度」

ですが、これは愛媛県が定める感染症予防対策を講じている飲食店を愛媛県が認証し、県民及び

県外の利用者に安心と信頼を提供するとともに、コロナ禍に立ち向かう飲食店を支援する制度で、

認証店には奨励金として１５万円が支給されるもので、認証店の募集は現在も行われております

が、奨励金の申請は２月１４日で受付けを終了されております。２月末時点、内子町では６７店

舗が認証店として登録されており、店舗名は愛媛県のホームページ等で公開されております。ま

た、各店舗には認証ステッカーを店舗入り口に表示されており、利用者にとってもこの認証店は

飲食等を行う上で安心して利用できるものとなっており、内子町においても認証店の利用は推奨

すべきものと考えております。現在、町民に広くＰＲするため、内子町のホームページでも認証

店舗情報を発信しているところでございます。以上、答弁とさせていただきます。 

○１番（城戸司君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 城戸司議員。 

〔城戸司議員登壇〕 

○１番（城戸司君） 認証店など、幅広くＰＲしていただき、観光客であったりとかですね、町

民が利用しやすい環境というのはもう今後どんどん情報発信していったらと思いますので、引き

続きよろしくお願いします。近隣市町と足並みをそろえることも必要であるとは考えますが、良

いことはどんどんやって、近隣市町が内子町についてくるようなことをして欲しいと思います。

まだまだコロナの収束が見えない中で引き続き、町民の支援、これを本当にどうかよろしくお願

いいたしまして、次の質問に移らせていただきます。 

次にですね、アルコールチェックの義務化について質問していきたいと思います。令和３年６

月２８日に、千葉県八街市で下校中の児童２名が亡くなり、３人が負傷した死傷事件が発生しま

した。いたたまれない事故は、皆さんの記憶にもまだ新しいことではないかと思います。当事者

のトラック運転手からは、基準値以上のアルコールが検出されており、仕事中にもかかわらず、

大量のアルコールを摂取し、飲酒をしての運転は常習化していたとの報道もされました。この事

故を受け、今年の４月より、安全運転管理者の業務として、運転者の酒気帯びの有無の記録が義

務化されます。そこで、どのように検査等するのか伺いたいと思います。 

○総務課長（黒澤賢治君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 黒澤総務課長。 

〔黒澤賢治総務課長登壇〕 

○総務課長（黒澤賢治君） 運転者の酒気帯びの有無の記録が義務化されることについてのご質

問についてお答えいたします。道路交通法施行規則の一部改正により、令和４年４月から安全運

転管理者の業務が拡充されることとなりました。その内容は、酒気帯びの有無の確認及びその記

録と保存でございます。町においては、公用車を使用する際に、公用車運転日報をそれぞれの車

両について記録すること、また運転前にアルコールチェッカーによりチェックを行い、運転でき
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る状態であることを確認してから公用車を使用することといたしてございます。以上、答弁とさ

せていただきます。 

○１番（城戸司君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 城戸司議員。 

〔城戸司議員登壇〕 

○１番（城戸司君） 安全運転管理者の業務として、アルコールの有無をチェックするわけであ

りますが、日報だとですね、事後確認になるという認識でよろしいでしょうか。 

○総務課長（黒澤賢治君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 黒澤総務課長。 

○総務課長（黒澤賢治君） 具体的にはですね、運転する前に、安全運転管理者だけで行うこと

は非常に難しいと思っておりますので、原則としては各課の課長、そういった管理職がですね、

運転者のアルコールチェックを対面で確認するということで、公用車を運転する。帰ってきた後

もなお確認をすると、そういった手順で行いたいと思っております。 

○１番（城戸司君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 城戸司議員。 

〔城戸司議員登壇〕 

○１番（城戸司君） そうなるとですね、運転管理者の業務を補助するということで、安全運転

管理者の届け出等が各課長、必要になるのではないかと思いますが、そこら辺、どのように解釈

しておりますか。 

○総務課長（黒澤賢治君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 黒澤総務課長。 

○総務課長（黒澤賢治君） 今回の通達によりますと、安全運転管理者の不在時など、安全運転

管理者による確認が困難である場合には、安全運転管理者が、副安全運転管理者、または安全運

転管理者の業務を補助するものに、酒気帯びの確認を行わせることは差し支えないというふうに

明記ございますので、副安全運転管理者、もう選任しておりますけれども、それに加えて、これ

を補助するものとして、各課長を充てていきたいと。で、各課長を補助するものとして認識して

いきたいというふうに考えてございます。 

○１番（城戸司君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 城戸司議員。 

〔城戸司議員登壇〕 

○１番（城戸司君） そしたらですね、次と言いますか関連なのですが、町の管理する施設でで

すね、保育園であるとか、そういったところ公用車ないと思いますが、そういったところの飲酒

のアルコールチェックの確認などは、課長が出向くということでよろしいでしょうか。 

○総務課長（黒澤賢治君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 黒澤総務課長。 

○総務課長（黒澤賢治君） 今回の法改正は安全運転管理者の業務の拡充ということでございま

すので、原則としましては安全運転管理者を設置されている部署が対象になるものというふうに

考えてございます。 
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○１番（城戸司君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 城戸司議員。 

〔城戸司議員登壇〕 

○１番（城戸司君） そのような答弁を受けるとですね、１００％アルコールチェックをできる

と、カバーすることができるとは思えないのですが、そこら辺は義務化されることに対してです

ね、問題はないと思いますか。 

○総務課長（黒澤賢治君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 黒澤総務課長。 

○総務課長（黒澤賢治君） 今回の法令上の問題としては、安全運転管理者の設置しているとこ

ろということでございますけれども、同じ町職員でございますので、やり方は、また検討しなけ

ればいけませんけれども、全職員が、飲酒運転を行わない、酒気帯び運転を行わない、そういっ

たところはもう徹底して参りたいというふうに考えてございます。 

○１番（城戸司君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 城戸司議員。 

〔城戸司議員登壇〕 

○１番（城戸司君） 通達の文書の書面上ではですね、安全運転管理者の業務としての追加とい

う文書かもしれませんが、これの背景には、飲酒運転の根絶というものがあると思いますので、

そちらの方先ほど言われたように、町職員のアルコール検知の義務化というか徹底、飲酒運転の

根絶というのをやっていただいたらと思います。 

次の２番目の方に移りますが、警察などではですね、出勤時のアルコール検査で検出され、懲

戒処分になったという事例もあります。ちょっと探し方が悪かったのか、例規集で見つけること

ができなかったんですが、内子町でも服務規程で、飲酒運転などによる処分は、当然記されてい

ることと思います。少し休んで、アルコールが検出されなければ大丈夫といったような考えや慣

れも、今回のような重大事故を引き起こした背景にあるのではないかと考えられますが、アルコー

ル検査で確認された場合、どのような対処をするのか、伺いたいと思います。 

○総務課長（黒澤賢治君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 黒澤総務課長。 

〔黒澤賢治総務課長登壇〕 

○総務課長（黒澤賢治君） 只今のご質問にお答えいたします。言うまでもなく飲酒運転は、ド

ライバーの注意力や視野機能が低下するなど、自動車等の運転に重大な悪影響をもたらす、典型

的な悪質で危険な運転でございます。職員が酒気帯び等の飲酒運転をすることは、単にモラルの

欠如だけではなく、一人の公務員として、その行為が町の信頼を損ない、信用を失墜させること

につながるなど、絶対にあってはならないことでございます。万一、アルコールチェッカー等に

よる確認を行う中で、職員に酒気帯びが確認された場合には、本人から事情を聞き取り、直ちに

運転を禁止するとともに、業務に支障が生じると判断した場合には、休暇の取得や帰宅を促すな

ど、その時々の状況に応じて適切な対応を取ってまいりたいと考えます。なお、職員には、定期

的に交通安全に関する研修を実施しており、その中で飲酒運転の撲滅について理解と知識を深め

ているところでございます。以上、答弁とさせていただきます。 
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○１番（城戸司君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 城戸司議員。 

〔城戸司議員登壇〕 

○１番（城戸司君） アルコールチェックにより検出された職員がですね、出勤する時に車を使っ

た通勤をしているのであれば、飲酒運転をしていたという事実ですし、勤務時間中に、運転前の

確認ということなので、午後からの運転の前に確認したというようなことで出た場合はですね、

午前中の勤怠にも関わってくるのではないかと思うんですが、プレスリリース等するということ

が考えてないでしょうか。 

○総務課長（黒澤賢治君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 黒澤総務課長。 

○総務課長（黒澤賢治君） まず我々公務員だけではございませんけれども、誰でも仕事をし始

めるときからが、飲酒運転をしてはいけないということではなくて、もう家を出るときから、朝

起きたときから飲酒運転は当然してはいけないわけでございます。そういうことから、絶対に出

勤時の時から、飲酒運転等は行わない。誰でも我々もそうですけれども、朝起きたときに、アル

コールが残っているなとかですね、お酒が残っているなというのは、大体感じるんじゃないかと

いうふうに思っております。少しでもそんなことを感じるのであれば、自家用車は運転して、役

場には来ない。また休みを取る。そういったことを行っていく、徹底していく、そういったこと

で、未然に防止したいというふうに考えてございます。 

○１番（城戸司君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 城戸司議員。 

〔城戸司議員登壇〕 

○１番（城戸司君） 課長の答弁にもありますようにですね、飲酒運転する人が悪いのであって、

お酒が悪いわけではないと僕も思っております。仲間意識や上司の管理責任による隠蔽等も懸念

されることではありますが、職員には、町民の模範となるように、遵法精神の徹底を心がけてい

ただき全職員のアルコールチェックをする。そして、見本を見せるというようなことをしていた

だいたらと思い、質問を終わらせていただいたらと思います。ありがとうございました。 

 

○議長（菊地幸雄君） 以上で、本日の議事日程はすべて終了いたしました。７日は、午前１０

時から本会議を開きます。日程は一般質問と全議案に対する審議であります。 

 本日は、これをもって散会いたします。 

午後 ２時０３分 閉会 
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令和４年３月第１２４回内子町議会定例会会議録（第２日） 

○招集年月日   令和４年 ３月 ４日（金） 

○開会年月日   令和４年 ３月 ７日（月） 

○招 集 場 所   内子町議会議事堂 

 

○出 席 議 員（１５名） 

１番  城 戸   司 君         ２番  塩 川 まゆみ 君 

３番  関 根 律 之 君         ４番  向 井 一 富 君 

５番  久 保 美 博 君         ６番  森 永 和 夫 君 

７番   地 幸 雄 君         ８番  泉   浩 壽 君  

９番  大 木   雄 君        １０番  山 本   徹 君  

１１番  才 野 俊 夫 君        １２番  下 野 安 彦 君  

１３番  林     博 君        １４番  山 崎 正 史 君  

１５番  寺 岡   保 君 

 

○欠 席 議 員   なし 

 

○地方自治法第１２１条第１項の規定により説明のため出席を求めた者の職氏名 

町 長  小野植 正 久 君     副 町 長  山 岡   敦 君 

総 務 課 長   黒 澤 賢 治 君     住 民 課 長   西 川 安 行 君 

税 務 課 長  𠮷 川 博 徳 君     保健福祉課長  久保宮 賢 次 君 

こども支援課長  前 野 良 二 君     会計管理者   田 中   哲 君 
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○本日の会議に付した事件 

日程第１から日程第１８ 

 

午前１０時００分 開会 

○議長（菊地幸雄君） ただ今から、本日の会議を開きます。

 

  日程第 １ 会議録署名議員の指名 

○議長（菊地幸雄君） 「日程第１ 会議録署名議員」の指名を行います。会議録署名議員は、

会議規則第１１９条の規定により、議長において、１番、城戸 司議員、２番、塩川 まゆみ議

員を指名します。

 

  日程第 ２ 議事日程通告 

○議長（菊地幸雄君） 「日程第２ 議事日程通告」をします。本日の「議事日程」は、お手元

に配布しております、議事日程第３号のとおりであります。 

 

  日程第 ３ 一般質問 

○議長（菊地幸雄君） 日程第３、昨日に続き、一般質問を行います。本日の質問者は２人です。

最初に、関根律之議員の発言を許します。 

○３番（関根律之君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 関根律之議員。 

〔関根律之議員登壇〕 

○３番（関根律之君） ３番、関根律之です。皆さん、おはようございます。まず初めに、今回

のロシアによるウクライナ侵攻は、権力あるものが暴力による現状変更を図る暴挙であり、決し

て許されるものではありません。関係が悪い当事者間での対話の努力が欠けていたことが、今回

の不幸な事態を招いた一因であると思います。内子町の３月定例議会でも、行政と議会との真に

身のある対話を通じて、立場の違う様々な住民のことを理解し、住民福祉の向上に繋がることを

願いまして、私の一般質問を始めます。 

まず初めに、第１に、コロナ禍での健康維持増進についてです。今年に入り、オミクロン株に

よる感染第６波による、感染拡大の状況が愛媛県でも続いていますが、内子町では、感染陽性者

が、たまに発表されるものの、高齢者施設や学校等での大規模クラスターは発生しておらず、町

民によるワクチン接種やマスクをはじめとする感染拡大防止の取り組みが、実を結んでいるよう

に思います。（１）昨年夏のコロナ、第５波及び本年１月以降の第６波における、町が主催運営す

る行事等の中止、町施設の利用制限にあたっての基本方針はどのようなものだったでしょうか。 

○議長（菊地幸雄君） 関根律之議員の質問に対して理事者の答弁を求めます。 

○保健福祉課長（久保宮賢次君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 久保宮保健福祉課長。 

〔久保宮賢次保健福祉課長登壇〕 
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○保健福祉課長（久保宮賢次君） 只今のご質問にお答えいたします。町が主催・運営する行事

等の中止、町施設の利用制限にあたっての基本方針はどのようなものだったのかとということで

ございますけれども、基本的には、愛媛県独自の警戒レベルに合わせて、県内や近隣市町の感染

状況、施設の利用制限状況などを参考にしまして、町内の状況に応じて、内子町新型コロナウイ

ルス対策会議において利用方針を決定しております。また、町主催のイベントにつきましても、

感染状況や、参加者の数、どのような方が参加するのかなどを総合的に判断して、イベント開催

の可否を判断しております。判断に際しましては、一番に住民の感染防止を考え、感染拡大時に

感染リスクの高い行動につながらないよう、施設利用等について制限をかけさせていただいてお

るところでございます。以上、答弁とさせていただきます。 

○３番（関根律之君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 関根律之議員。 

〔関根律之議員登壇〕 

○３番（関根律之君） 答弁ありがとうございます。第５波、以前と比べて、今回の第６波では、

住民のワクチン接種率が上がり、町民とりわけ高齢者の方にとって、重症化リスクが下げられて

いることの安堵感や、マスク着用が徹底されていることからことからか、町民の反応は落ち着い

てるように思います。行事の中止や施設利用制限についても、特に参加者が多くなるような密に

なりやすい行事や施設を除いて、人数制限等を設けながら開催や施設利用を可能としているの可

能としているのは、よかったと思います。しかし一方で、自治会の行事等では、町の大きな行事

等で中止が続いていることや、これまでの自粛ムードからなかなか抜け出すことは難しく、この

春でも定期総会などの開催を控えようとする傾向もあるようです。こうした状況ですが、行事や

施設利用にあたって、人が密になることを見える化するために、ＣＯ２メーターにより換気が十

分に行われているかを確認することは有効と思われます。内子町でも、小・中学校や自治センター

などで、ＣＯ２メーターが導入されたと伺いましたが、活用はされていますでしょうか。 

○保健福祉課長（久保宮賢次君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 久保宮保健福祉課長。 

○保健福祉課長（久保宮賢次君） ＣＯ２センサーにつきましては、１１月の臨時議会におきま

して予算をご承認いただきまして、その後１２月中に、各課の方に必要台数を調査した後、１２

月中に配布しているところでございます。十分な数ではないかもしれないんですけども、ある程

度ＣＯ２センサーによってその状況を図れるような形で体制は作っているというふうに考えてお

ります。 

○３番（関根律之君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 関根律之議員。 

〔関根律之議員登壇〕 

○３番（関根律之君） 各課に必要数を調査して、１２月に十分な数ではないかもしれませんが

一応整備したということですが、実は、うちこ福祉館で、高齢者の健康維持を目的に体操などを

行うフィットネス体操教室というのがあるんですけれども、ここでＣＯ２メーターを使用してる

かということを聞いたところ、使用していないということのようです。私も何度か使用をおすす

めしたんですけれども、換気を十分に行っているのでまあ大丈夫というふうに判断されているよ
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うです。一般の普通の会議よりも、フィットネスで高齢者が運動をするので、できればその換気

みたいなことも、普通以上に注意した方がいいのではないかというふうに、私なんかも思うんで

すけれども。ＣＯ２メーターについては要請があれば貸し出しができるというふうに聞いており

ますけれども、そういった貸し出しができるという体制を整えておくということにとどまらずで

すね、施設管理者や住民が安心を確保するためにも、自治会等の集会や自治センターでの行事の

開催にあたって、町がＣＯ２メーターを積極的に利用するよう呼びかけるというようなことが有

効ではないかというふうに思うんですけれども、そのあたりもっと積極的に使用を働きかけると

いうことについて、お考えをお聞かせいただけますでしょうか。 

○保健福祉課長（久保宮賢次君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 久保宮保健福祉課長。 

○保健福祉課長（久保宮賢次君） 今回導入いたしましたＣＯ２センサーは、持ち運び可能なも

のとしております。自治センター等においても、貸し出しできる形で体制は、整えておるつもり

ではあるんですけども、また例えば自治会連絡会でありますとか、いろんな機会でそういった機

器整備して貸し出しができるっていうことを通知して参りたいというふうに思います。 

○３番（関根律之君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 関根律之議員。 

〔関根律之議員登壇〕 

○３番（関根律之君） ありがとうございます。ぜひそのようにお願いしたいと思います。 

次に、（２）といたしまして、介護度で、要支援１、２など、生活機能の低下が比較的軽い方が

対象の介護予防教室について、コロナ禍が続く令和２年度及び３年度の事業遂行の実態はいかが

でしょうか。また４年度に向けた課題をどのようにとらえていますでしょうか。 

○保健福祉課長（久保宮賢次君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 久保宮保健福祉課長。 

〔久保宮賢次保健福祉課長登壇〕 

○保健福祉課長（久保宮賢次君） ただ今のご質問にお答えいたします。介護予防教室につきま

しては、リハビリ専門職のご協力のもと、モビリティトレーニングバンドというゴムチューブを

使ったうちっこ体操をサロンを中心に開催をしています。令和２年度は、８か所のサロンで１２ 

回実施し、実人数１０９人、延べ１３３人の方にご参加いただきました。令和３年度は、１２か

所のサロンで２６回開催し、１５７人、延べ２３１人の方にご参加いただいおります。新型コロ

ナウイルスの感染拡大により、集合形式での実施が難しい場面も出てくると思います。そこで令

和４年度におきましては、モビリティトレーニングバンド、ゴムチューブを使わない体操の動画

を作成し、ＤＶＤなどで配布を行い、自宅などで実施できるよう進めていくこととしております。

また、令和４年度から高齢者の保険事業と介護予防の一体的実施として、後期高齢者広域連合か

らの委託を受けて、重症化予防の取り組み、フレイル予防などの健康教育・健康相談などを実施

していきます。健康維持は、食生活や運動など若い時からの日頃の取り組みが大きく影響してま

いります。保健センターや地域包括支援センター、また後期高齢者医療とも連携して、生涯を通

じた健康づくりに取り組むよう進めて参ります。以上、答弁とさせていただきます。 

○３番（関根律之君） 議長。 
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○議長（菊地幸雄君） 関根律之議員。 

〔関根律之議員登壇〕 

○３番（関根律之君） 町で実施している介護予防教室、様々な工夫を凝らして、やってるとい

うふうに聞いております。保健センターが問い合わせ窓口になって、大瀬と五十崎で、月２回開

催している、転倒予防教室っていうものであったり、うちこ福祉館が運営する運動教室、これは

毎週１回３コースあるそうですけども、それから小田の参川福祉館では月１回、それから先ほど

ありました住民主体のサロンですねというところで出向いてやられているということですけれど

も、いわゆる各地域のサロンというのは、今現在の第６波、コロナ禍では開かれていていないと

聞いています。一方で介護の認定率であるとか、国保の一人当たりの医療費っていうものが、近

年上昇傾向にあるというふうに伺ってます。高齢者の健康維持介護予防は、介護給付費や医療費

抑制の観点からも、重要なことではないかというふうに思うんですけれども、コロナ禍で人との

接触や対話の機会が少なくなりがちなここを２年ぐらいですね。特に一人暮らしの高齢者の孤独

ということも心配されます。住民主体のサロンが中心になることが多いことや、メンバーが固定

化したサロンには、後から入りにくい方もいらっしゃるのではないかと推測されます。先ほどの、

いわゆる介護予防教室は、地域や開催頻度、問い合わせ窓口もまちまちで、偏りがあるようです

し、サロン以外の介護予防教室に一般住民が、もっと参加しやすくなるような、そういった周知

や、民生児童委員を通じた独居老人への参加の呼びかけなども大事ではないかというふうに思い

ますが、その点いかがでしょうか。 

○保健福祉課長（久保宮賢次君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 久保宮保健福祉課長。 

○保健福祉課長（久保宮賢次君） 保健センターとか福祉館とかでいろんな事業も行っておりま

す。そういったところ広報等も活用しながら周知はしているつもりでありますけれども、まだ十

分なところも十分ではないところもあると思いますので、いろんな機会を通じて、広報に努めて、

お年寄りがひきこもりにならないように、コロナの感染時期でありますので、どうしても外出を

控えるっていうようなことも多くあると思うんですけども、例えば民生委員さんの見守り、民生

員と見守り推進員さんの見守り活動を充実させるとかいろんな形で、そういった支援を行ってい

きたいというふうに考えております。 

○３番（関根律之君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 関根律之議員。 

〔関根律之議員登壇〕 

○３番（関根律之君） 次に、（３）としまして特定健診受診者を対象に、結果判明後に、地域で

開催されてきた健康相談、説明会を今後実施する予定はありますでしょうか。 

○保健福祉課長（久保宮賢次君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 久保宮保健福祉課長。 

〔久保宮賢次保健福祉課長登壇〕 

○保健福祉課長（久保宮賢次君） ただ今ご質問のありました、健康相談、説明会についてお答

えをいたします。以前は健診の結果説明会を行っており、希望する人は自由に健康相談、説明会

に来ていただいておりました。平成３０年度からは、健診当日に特定保健指導が可能になったこ
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とから、日を改めての健康相談、結果説明会を中止し、健診当日にその日の結果や過去の健診デー

タを見ながら、全員に簡単な健康相談や説明を行っています。ただ令和２年度につきましては、

新型コロナウイルス感染症予防の観点から、当日の説明を中止させていただいているところでご

ざいます。令和３年度におきましては、感染対策を施した上で、健診当日に健康相談、説明を実 

施しているところでございます。令和４年度につきましては、健診当日に結果等について簡単な

説明を行いますけれども、後日、地域において結果説明会を開催する予定でございます。健診当

日に説明会のご案内を行いまして、希望者は予約を行った上でご参加いただきます。また、特定

保健指導や重症化予防の必要な方には、個別に連絡を行い実施する予定でございます。以上、答

弁とさせていただきます。 

○３番（関根律之君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 関根律之議員。 

〔関根律之議員登壇〕 

○３番（関根律之君） 住民の方からこういった会議が開催がなくなって、ぜひして欲しいとい

う声があったものですから質問させていただきました。気軽に住民が地域で相談したり、地域の

方たちとコミュニケーションが取れる大切な場だったのかなというふうにも思いますので、引き

続き開催についてもまた検討していただければと思います。 

次に移ります。少子化に合わせたスクールバスの運行についてです。内子中学に通学する立川

地域では、乗車定員２０人程度のマイクロバスが国道５６号線を運行していますが、保護者がバ

ス停まで車で送迎している実態があります。（１）来年度に向け、保護者の送迎負担を軽減するた

め、生徒数の実態に合わせて運行車両の小型化や増便等により、生徒の自宅近くまで入るよう変

更できるところがないか。検討はできないでしょうか。特に、近隣に生徒が一定数ある上立山地

区から下立山地区を、５６号線と平行に走る県道３２３号論田袋口線について、スクールバスを

運行させることを検討できないでしょうか。 

○学校教育課長（亀岡秀俊君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 亀岡学校教育課長。 

〔亀岡秀俊学校教育課長登壇〕 

○学校教育課長（亀岡秀俊君） 関根議員の立川地区のスクールバスの運行、保護者送迎の負担

軽減についてのご質問にお答えします。現在、立川地区のスクールバスは、定員２９人乗りのバ

スに１８名が利用しております。保護者の送迎負担を軽減するため、生徒数の実態に合わせて運

行車両の小型化や増便等により、生徒の自宅近くまで入るように変更できるところがないか検討

できないかという事ですけれども、まず小型化についてです。現在稼働しておりますスクールバ

スについては、年数が経過した車両もございますので、今後の児童生徒数の減少を考慮して、車

両更新時には２９人乗りから１５人乗りにするなど検討しております。また、増便に関しては、

現在スクールバス路線は９路線ございます。９人の運転手が同じ時間帯に運転業務にあたってい

るため、新たな車両の確保や運転手の雇用など対応していく必要がございます。次に、上立山地

区から下立山地区を５６号線と平行に走る、県道３２３号論田袋口線のスクールバス路線の運行

につきましても、運行路線を追加する必要がございます。また、現在の車両ではサイズ的に離合

が困難な場所があることからも、安全性、また運転手の負担も大きいと言わざるを得ません。こ



令和 4 年 3 月第 124 回内子町議会定例会 

- 47 - 

れらを総合的に判断し、来年度からの路線の追加・増便、車両の小型化に対応することは現在考

えておりませんが、今後とも児童生徒数の推移、保護者ニーズなどを考慮しながら、必要に応じ

て検討していくことが必要になると考えます。以上、答弁とさせていただきます。 

○３番（関根律之君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 関根律之議員。 

〔関根律之議員登壇〕 

○３番（関根律之君） 現在、９路線あるということで思ったより、町内スクールバスが走って

るんだなというふうにも思ったんですけれども、小型化も車両の更新時には検討するということ

ですけれども、実際毎年、新年度を迎えて、今年はどうなるんだろうということを心配されてい

る子どもたちや親御さんたちがおられる中でですね、立川地区でも、３０分以上ですね、バス停

まで歩いて通うと。それが昔は複数であったり、兄弟であったりということで、人数があったの

で、問題なかったということもあったんでしょうけれども、最近はそういった子どもを一人で歩

かせたりとかいうことを心配して親が結局、車で送迎するという実態がありますので、ぜひとも

ですね、きめ細やかにですね、一人一人の実態に合わせた運行について、これからも検討してい

ただければというふうに思います。立川地区について聞いたので他の地域でも同様の事情がある

のではないかということで、通告しておりますので、他の地域ではそういったことがないでしょ

うか。お伺いします。 

○学校教育課長（亀岡秀俊君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 亀岡学校教育課長。 

〔亀岡秀俊学校教育課長登壇〕 

○学校教育課長（亀岡秀俊君） 関根議員の立川地区以外のスクールバスの運行、保護者送迎の

負担軽減についてのご質問にお答えします。先程の答弁と基本的な考え方は同じであり、今後の

実態に合わせて検討していくという事になります。また、内子町全体で言えることですけれども、

スクールバスの運行地域は山間部が主となっておりまして、居住地も点在していることも多く、

自宅付近まで入っていくとなると、運行時間が増加したり、それに伴い登校便の出発時間を早め

る必要もございます。逆に児童生徒への負担が増えることも考えられますので、慎重な判断が必

要になると考えます。以上、答弁とさせていただきます。 

○３番（関根律之君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 関根律之議員。 

〔関根律之議員登壇〕 

○３番（関根律之君） わかりました。ただ今の中学生は部活や自宅学習等で時間に追われてい

て、大変忙しいということお聞きします。睡眠時間を確保するのも大変というようなことも聞い

ておりますので、山間部の子どもたちが、通学時間を少しでも短縮できるようにですね、これか

らも、一人一人の実情に合わせた、そういった対応をお願いしたいと思います。 

次に、就学援助制度について質問します。小中学校に子どもを通わせるのに、経済的に困難な

保護者に学用品や給食費等補助する同制度ですが、前回１２月議会の一般質問でも取り上げまし

た。しかし、制度のわかりやすい周知方法について、なぜ判定基準を、所得ではなく収入として

いるのか。それから持ち家か借家はどのように判定に影響するかを質問をいたしましたが、答弁
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は曖昧でよくわからないところが多く、内部協議のうえ検討したいというお答えもありましたの

で、どのように協議されたのか、今回は具体的にお聞きをします。（１）令和元年度の就学援助認

定率は全国平均１４．７％。愛媛県は１３．４％。高知県福岡県鹿児島県など７県は２０％を超

えています。内子町では令和３年度、７．４％と認定率が低いことをどのようにとらえています

でしょうか。 

○学校教育課長（亀岡秀俊君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 亀岡学校教育課長。 

〔亀岡秀俊学校教育課長登壇〕 

○学校教育課長（亀岡秀俊君） 関根議員の「就学援助の認定率」についてのご質問にお答えし

ます。就学援助の実施主体は市町村であり、経済的理由によって、就学困難と認められる児童生

徒の保護者に対し、必要な援助を与えなければならないとなっております。ご指摘の認定率が低

いことが考えられる要因として、まず、認定基準については各市町が定めることとなっており、

全国平均や県平均の認定率と比較し、各市町によってばらつきや差が生じることはございます。

また、認定につきましては、あくまでも申請主義であり、認定を受ける権利を行使しないという

選択肢もあります。ただ、知っていて権利行使をしないのであれば良いのですけれども、単に知

らなかったというのは避けなければならないと考えますので、今後とも制度のさらなる周知に努

めて参りたいと考えております。以上、答弁とさせていただきます。 

○３番（関根律之君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 関根律之議員。 

〔関根律之議員登壇〕 

○３番（関根律之君） （２）としまして、就学援助制度の判定基準の一つに、住民税非課税と

いうものがありますが、このほかに収入の基準というのを新たに設けているのはなぜでしょうか。

住民税非課税、それから児童扶養手当受給など、すでに所得を判定した要件だけで、同制度の対

象としている宇和島市などの自治体もあるようですが、内子町がそうしていないのはなぜでしょ

うか。小・中学生の子どもがいる世帯全体のうち、住民税非課税世帯の比率割合は、どのような

ものでしょうか。 

○学校教育課長（亀岡秀俊君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 亀岡学校教育課長。 

〔亀岡秀俊学校教育課長登壇〕 

○学校教育課長（亀岡秀俊君） 関根議員の「就学援助制度の判定要件と小・中学生の子どもが

いる世帯全体のうち、住民税非課税世帯の比率」についてのご質問にお答えします。まず、「住民

税非課税、児童扶養手当受給など」の要件と「収入による認定基準」の両方の要件を満たすこと

を条件としている件ですが、先ほどの就学援助の支給対象者の認定率の答弁と重なりますけれど

も、認定基準は各自治体が規定することとなっておりまして、各市町によって該当要件に相違は

ございます。また、就学援助制度の認定を受ける者、支給対象者については、主に収入等で認定

される、生活保護世帯の要保護者、それに準ずる程度に困窮している状態である準要保護者とし

ておりまして、住民税非課税、児童扶養手当受給などの要件のみではなく、収入等の要件を確認

したうえで判定する規定となっております。それらの要件の変更につきましては、今後の県内市
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町の状況等を踏まえて、調査研究したいと考えます。次に、小・中学生の子どもがいる世帯全体

のうち、住民税非課税世帯の比率についてですが、小中学生の子どもがいる世帯６８２世帯、住

民税非課税世帯が６４世帯、住民税非課税世帯の割合９．４％となっております。以上、答弁と

させていただきます。 

○３番（関根律之君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 関根律之議員。 

〔関根律之議員登壇〕 

○３番（関根律之君） 住民税非課税世帯の割合、子どもがいる世帯全体のうち９．４％いうお

答えありました。宇和島市などのホームページを見る限りですけれども、住民税非課税世帯は、

就学援助の対象としているようですので、これ世帯ですから、世帯に子どもが１人以上いる世帯

というのもありますので、もうちょっと人数で言うと多くなるんだと思うんですけども、少なく

とも、内子町でも９．４％の世帯については、宇和島市であれば、制度の対象になっているとい

うことで、これは自分が対象であるということがわからない。そういう方がいるのではないかと

いうふうに、この数字をお聞きしたことで、推測されるのではないかということで、お聞きさせ

ていただきました。 

３番目としまして、就学援助制度の判定基準が所得ではなく収入になっていますが、自営業者

の場合具体的にどのように判定されますでしょうか。すみません通告書では、所得と収入が逆に

なっていましたので訂正をさせてください。判定基準は、収入が正しいです。前回の一般質問で、

なぜ、判定基準が所得ではなく収入としているのかを質問したところ、答弁は、現時点での苦し

さが一番反映できるのが現時点の今後の収入見込みとし、合理的に判断できる仕組みづくりを今

後考えていく必要があるとも答弁しています。具体的にどのように協議されたのかも、あわせて

お答えいただけますでしょうか。 

○学校教育課長（亀岡秀俊君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 亀岡学校教育課長。 

〔亀岡秀俊学校教育課長登壇〕 

○学校教育課長（亀岡秀俊君） 関根議員の就学援助制度の判定基準についてのご質問にお答え

します。制度を利用するにあたっては、就学援助費受給希望申請書を提出いただく必要がありま

して、収入を記入していただくこととなっております。また、必要に応じ添付書類として、所得

等が確認できる書類を提出いただく場合もございます。自営業者の場合、申告書の写しや申告書

に付随する決算書や収支内訳書などにて、収入を確認することになります。なお、新年度からの

就学支援制度の認定については、認定基準額を「収入から所得に変更」し、合理的に判断、認定

できるよう見直しを行っております。以上、答弁とさせていただきます。 

○３番（関根律之君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 関根律之議員。 

〔関根律之議員登壇〕 

○３番（関根律之君） これまでも必要に応じて所得も確認していたということと、新年度から

は所得に、変更するという答弁いただきましてよかったというふうに思います。 

次に移ります。（４）として、ひとり親家庭は子どものサポートがえられる、祖父母と同居する
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ケースや、祖父母の近隣で借家等に進むケースは少なくないと考えられます。就学援助申請用紙

には持ち家か借家かを記入する欄がありますが、具体的に判定にどのように影響するのでしょう

か。 

○学校教育課長（亀岡秀俊君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 亀岡学校教育課長。 

〔亀岡秀俊学校教育課長登壇〕 

○学校教育課長（亀岡秀俊君） 関根議員の「就学援助申請」についてのご質問にお答えします。

ご指摘のとおり、就学援助申請書には「持ち家・借家」を記入する項目がございますが、自治体

によっては、持ち家か、借家かで認定基準額が変わる場合がございますが、内子町の場合は判定

に影響はございません。先の答弁で申し上げましたように新年度からの就学支援制度の認定基準

の見直しに合わせて、申請様式の「持ち家・借家」の項目は削除いたしますので、ご理解いただ

けたらと思います。以上、答弁とさせていただきます。 

○３番（関根律之君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 関根律之議員。 

〔関根律之議員登壇〕 

○３番（関根律之君） 基準の方に、持ち家か借家かというの判定基準にない中で申請用紙だけ

に書いてあるということで、今までも判定には影響してないということで、それはそういうこと

であればよかったのかなというふうに思いますが、その申請用紙にあったことでですね、持ち家

の方が申請をためらったということがなかったかということを考えると、それも良くなかったの

かなと思いますが、来年度からそこの基準は、申請用紙に明記しないという答弁ありましたので、

了解をしました。 

次に、最後、５番目として、来年度は値上げされる見込みの国民健康保険税だけではなく、他

にも社会保険料の値上げや仕事の減少、物価上昇などで、これまでよりも所得が減少する世帯が

増えることが予想されます。子どもの貧困対策として、基準を明確にし、経済的に苦しくなって

いる子育て世代が就学援助制度の対象になり得ることや、年度途中でも申請が可能になること。

相談窓口として、役場担当係を周知するなど、丁寧な対応が必要ではないかと思いますが、いか

がでしょうか。 

○学校教育課長（亀岡秀俊君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 亀岡学校教育課長。 

〔亀岡秀俊学校教育課長登壇〕 

○学校教育課長（亀岡秀俊君） 関根議員の「就学援助制度の相談窓口の周知、丁寧な対応」に

ついてのご質問にお答えします。現在、制度の主な周知方法としましては、入学説明会などでの

周知、また就学援助制度のお知らせとして、チラシの作成配布、そして、広報誌への掲載などで

周知しております。今後とも、周知方法については、どの様な方法が受け取り手にわかりやすく

伝わるか、また制度の内容を理解していただけるか検討致します。なお、新たな周知方法として

内子町のＨＰへの掲載も予定しております。また、相談窓口については、在学する学校や役場担

当係も明記するなど広く周知しておりますので、相談業務についても、各学校と連携しながら丁

寧な対応を行っていると認識はしておりますが、よりいっそう丁寧な対応を心掛けたいと思いま
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すので、ご理解いただけたらと思います。以上、答弁とさせていただきます。 

○３番（関根律之君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 関根律之議員。 

〔関根律之議員登壇〕 

○３番（関根律之君） ありがとうございます。前向きにいろいろと対応していただいて、新し

い周知方法であるとかホームページであるとか、案内文書についても再度検討していただけると

いうことで、非常によかったというふうに思います。広報うちこのお知らせのことですけれども、

お知らせ方法これからも検討されるということでしたけれども、気になるところがですね、この

対象者、この制度の対象者として、どのように書いてあるかというと、児童扶養手当の受給者な

ど、生活保護世帯に準ずる程度に困窮している人が対象というふうに書いてあるんですね。この

生活保護世帯に準ずる程度に困窮っていうこの表現がですね、一応国の制度として、準要保護児

童生徒ということで、こういう表現になっているのかなというふうに思うんですけれども。この

表現がですね、非常に申請をためらわす要因にもなっているのではないかというふうに思います。

ご承知だと思いますけれども、要保護生徒というのは、生活保護世帯でありまして、これはある

意味、対象になってるのは当たり前で、対象が人数が全国で約１０万人ぐらいですか、令和元年

度ですけれども、問題のこの準要保護の子どもの数は全国で約１２４万人、要保護の１２倍もい

るんですね。生活保護は受けたくないという気持ちをお持ちの方が多いと言われてまして、この

生活保護世帯に準ずる程度に困窮という表現を使うことで、自分はそこまで困っていないという、

申請しにくい気持ちになり、諦めてしまう方が多いのではないかというふうに考えます。このこ

とは子どもにとっても良くないことだと思います。親が経済的に安定していることは、心に余裕

が生まれ、子どもにもきめ細やかに目をかけることができます。逆に、親が経済的に困窮してい

ることは、仕事などで家庭にいる時間や、子どもとの会話が少なくなり、目をかけにくくなると

いうこともあるのではないでしょうか。宇和島市や大洲市の制度案内文には、準要保護という表

現を使っていません。宇和島市ウェブサイトの同制度の案内には、冒頭に、ご希望の方は、遠慮

なくこの制度をご利用くださいとまで書いています。こうした制度の利用や申請をためらわせな

い周知方法が必要だと考えますが、改めて、最後教育長にお伺いしたいと思います。いかがでしょ

うか。 

○教育長（山岡晋君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 山岡教育長。 

○教育長（山岡晋君） 様々な点について見直しをしてきたところでございますけども、その周

知の方法の内容、については今後とも今ご紹介いただきました他市町の取り組みを参考にして、

改善をしていきたいと思っております。以上、よろしくお願いたします。 

○３番（関根律之君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 関根律之議員。 

〔関根律之議員登壇〕 

○３番（関根律之君） よろしくお願いします。 

次に、４番、空き家の活用促進と移住定住支援策についてです。移住定住者を増やすには、移

住可能な住宅の選択肢を増やすための施策が必要と考えますが、町空き家バンクの登録数は低調
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のままで、空き家の賃貸や売却はあまり進んでいないようであります。現在うちこ屋バンクに登

録があり募集中としているのは、売り物件２件、賃貸物件２件の合計４件のみで、最終更新日は

昨年９月となっており、新しい物件が更新されていません。（１）移住者住宅改修支援事業の近年

の利用状況はいかがでしょうか。 

○総務課長（黒澤賢治君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 黒澤総務課長。 

〔黒澤賢治総務課長登壇〕 

○総務課長（黒澤賢治君） 只今のご質問にお答えさせていただきます。平成２９年度から令和

３年度までの５年間の移住者住宅改修支援事業の補助実績につきましては、申請件数６件、補助

金額は７０２万９，０００円となってございます。内訳につきましては、平成２９年度は１件で

２００万円、平成３０年度が２件で合計７３万５，０００円、３１年度は１件で４万６，０００

円、令和２年度は実績がございませんでした。令和３年度は２件で合計４２４万８，０００円を

支出する予定でございます。以上、答弁とさせていただきます。 

○３番（関根律之君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 関根律之議員。 

〔関根律之議員登壇〕 

○３番（関根律之君） 件数が１年度あたり非常に１件か２件という、なしの年もあったという

ことで非常に低いということがわかりました。 

（２）同事業では、支援対象者を居住者としていますが、空き家バンクに登録することを条件

に、所有者にも広げてはいかがでしょうか。その際、リフォーム費用の自己負担分を町が所有者

に資金を融資することができないでしょうか。改修費用を家賃に上乗せすることで、移住者が当

地に馴染むことへの不安や一時的な経済的負担を軽減することが可能となり、移住のハードルを

下げることができると思いますが、いかがでしょうか。 

○総務課長（黒澤賢治君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 黒澤総務課長。 

〔黒澤賢治総務課長登壇〕 

○総務課長（黒澤賢治君） ご質問にお答えをさせていただきます。移住者住宅改修支援事業の

補助対象者は、移住者に限定されており、空き家の所有者は同事業の対象となってございません。

本事業は愛媛県が制度設計を行い、補助要綱を整備し、市町が補助金の上乗せを行っております

ので、制度の変更には、まず愛媛県が補助要綱を改正する必要がございます。このことについて

以前、空き家の所有者を補助対象に拡充するよう愛媛県へ要望をいたしましたけれども、県の方

からは移住者の支援を目的とする事業趣旨に合致しないとの回答を得ております。このことから

も、住宅改修に空き家所有者を補助対象とすることは難しいと思われます。 

次に、リフォーム費用の自己負担分を、町が資金融資できないかとのご質問でございますけれ

ども、自治体と金融機関が連携して企業等に融資を行う事例はございますけれども、しかし、本

事業自体が補助事業でございますので、移住者の負担を軽減するのであれば、補助率の引き上げ

を行うことが適当であろうと考えております。なお、令和４年度から、子育て世帯の住宅改修補

助率を県外からの移住者には、従来の３分の２を６分の５に、また県内からの移住者には３分の
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１を６分３に引き上げるよう要綱を改正して負担軽減を図るとともに、子育て世帯の移住を促進

したいと考えておりますのでご理解をいただいたらと思います。以上、答弁とさせていただきま

す。 

○３番（関根律之君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 関根律之議員。 

〔関根律之議員登壇〕 

○３番（関根律之君） 所有者には、県が制度設計しているので、町が単独でこの制度をいじる

ことはできない、町単独ですべての補助金を出すということであれば、また別なのかもしれませ

んけれども。移住者が多いということ、移住政策で積極的な長崎県五島市でこの同じ同様の事業

を所有者にも対象を広げているというところがありましたので、そういうことができないかとい

うことで質問させていただいたわけですが、やっぱり移住者が移住してきて、そのリフォームを

するということは非常に心理的、経済的にも負担が大きいわけですね。新天地で本当にそこでやっ

ていけるかということで、それを所有者が負担することができれば、その家賃に上乗せして月々

払っていくということで、そういった負担が和らげることができるので、所有者にとっても、使

用者にとっても移住者にとってもですね、この制度の移住者支援ということが広がっていくので

はないかということで質問させていただいたわけですが、引き続きちょっとそのあたりですね、

検討をお願いできたらと思いますが、一旦は了解をしました。一点ですね、この事業ですけれど

も、来年度の当初予算案に計上されてますけれども、３４０万円となってます。ちなみに新設さ

れる予定の新築を対象とした移住者住宅取得補助は、予算１，０２５万円ということで、差があ

るわけなんですけれども、令和３年度予算は２００万円ということで、あまりにも少ないという

ふうに思うんですけれども、この改修支援事業の補助限度額は、子育て世帯の場合上限４００万

円ってなってますけれども、もし子育て世帯が上限いっぱいで、改修をしたら、もうすでに予算

オーバーって１件でなってしまうと思うんですけど、この予算を超える申請があった場合は、ど

うなるんでしょうか。お伺いします。 

○総務課長（黒澤賢治君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 黒澤総務課長。 

○総務課長（黒澤賢治君） 確かに当初予算では２００万円でありますとか、３４０万という実

績においてですね、予算を組ませていただいておりますけれども、当然申請がございましたら、

その申請に合わせて、補正予算等で対応させていただきたいというふうに思ってございます。 

○３番（関根律之君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 関根律之議員。 

〔関根律之議員登壇〕 

○３番（関根律之君） 次に移ります先ほどちょっと答弁もありましたけど、通告しているので、

質問します。県内からの移住者への補助額を下げている理由は何でしょうか。 

○総務課長（黒澤賢治君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 黒澤総務課長。 

〔黒澤賢治総務課長登壇〕 

○総務課長（黒澤賢治君） お答えさせていただきます。移住者住宅改修支援事業の補助率でご
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ざいますけれども、県外からの移住者に対する補助率は３分の２になってございます。これは愛

媛県負担分の３分の１、それから町負担分３分の１となっているためでございます。県内からの

移住者につきましては、県負担分の３分の１の補助がありませんので、町負担分の３分の１のみ

となり、県外からの移住者に比べ県内からの移住者への補助率が低くなっておる現状でございま

す。以上、答弁とさせていただきます。 

○３番（関根律之君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 関根律之議員。 

〔関根律之議員登壇〕 

○３番（関根律之君） 県内の移住者で、以前に同様の補助を受けていれば、その県の補助を受

けられないというのはわかりますけども、受けていない場合でも、県からの分がないというのは、

何かちょっと腑に落ちないんですけど、どうしてそうなってるかわかりますか。 

○総務課長（黒澤賢治君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 黒澤総務課長。 

○総務課長（黒澤賢治君） これは移住者対策でございますので、県にとりましては県内からの

移住というのはただ単にその移動にすぎませんので県から見ればですね、そういったことで、県

はその県内から県内への移動については、補助を支出しておりませんので、そういった結果になっ

てございます。 

○３番（関根律之君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 関根律之議員。 

〔関根律之議員登壇〕 

○３番（関根律之君） 県にとってはそういうことがわかりましたが、移住者にとってはね、別

に、内子町にとっても、本当に良い方が来ていただけるのであれば、県内移住だと補助が低いと

いうのは、ちょっと納得いかないというか、もったいない部分があるのかなというふうに思いま

す。 

次にですね、（４）として空き家の所有者が賃貸借や売却することのメリットを明確にし、所有

者向けのパンフレット等を作るなどして、空き家の所有者に向けたアプローチを強化することが

必要ではないでしょうか。 

○総務課長（黒澤賢治君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 黒澤総務課長。 

〔黒澤賢治総務課長登壇〕 

○総務課長（黒澤賢治君） お答えさせていただきます。空き家活用につきましては、これまで

も、各自治会長を通じて活用可能な空き家の情報収集を行うとともに、平成２２年度、２３年度

には、町内全域を対象に空き家調査を行い、空き家所有者へ空き家の活用に関する意向調査を実

施してまいりました。また、空き家所有者に向けたアプローチを強化するため、広報うちこで空

き家活用の特集を掲載し、地域おこし協力隊等と連携して空き家所有者へアプローチを試みてま

いりました。しかしながら、空き家の売買、賃貸には慎重な人が多く、活用が進みにくい状況に

ございます。移住者獲得のためには、活用可能な空き家の掘り起こしも大切ですので、空き家所

有者向けのチラシを作成し、次年度から配置予定の内子町移住コーディネーターとも連携して、
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さらなる空き家の活用と移住定住の促進に取り組みたいと考えてございます。以上、答弁とさせ

ていただきます。 

○３番（関根律之君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 関根律之議員。 

〔関根律之議員登壇〕 

○３番（関根律之君） アプローチは強化していくということで、チラシを作成したり、移住コー

ディネーターにそういったアプローチもお願いしていくということですけれども、このコーディ

ネーター、移住者であるとか、地域おこし協力隊のＯＢの方ではないかみたいな、そういった話

も全員協議会の中で出ましたけれども、所有者とこういった物件の登録の交渉をお願いするって

いうのは、移住者には荷が重過ぎるんじゃないかというふうに思うんですけれども、やはり地域

の事情に精通したベテラン社員がこういったアプローチにあたっては、実務に当たるのが適当で

はないかというふうに思うんですけれども、移住コーディネーターにもう投げてしまうというふ

うにも見えるんですが、その辺りのことをフォロー体制とか、どのようにお考えでしょうか。 

○総務課長（黒澤賢治君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 黒澤総務課長。 

○総務課長（黒澤賢治君） これ決してですね、移住コーディネーターに投げてしまうというこ

とではございません。今までも町職員が責任を持って行っておりましたので、今後もその体制に

は変わりございません。 

○３番（関根律之君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 関根律之議員。 

〔関根律之議員登壇〕 

○３番（関根律之君） 最後の質問です。空き家の有効活用、過疎化対策の観点からも、空き家

バンク掲載物件の利用対象者をＩターン移住だけでなく、Ｕターン移住や町内での移転でも利用

できるよう周知してはいかがでしょうか。 

○総務課長（黒澤賢治君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 黒澤総務課長。 

〔黒澤賢治総務課長登壇〕 

○総務課長（黒澤賢治君） お答えをさせていただきます。空き家バンク掲載物件の利用対象者

につきましては、内子町空き家バンク設置要綱で定めてございます。町内に居住用の建物を所有

していない方であれば、Ｉターン者だけでなく、Ｕターン者や住民の方であっても利用すること

が可能でございます。内子町ホームページの移住・定住支援サイト、「うちこんかい」の中で空き

家バンク設置要綱を掲載してございます。以上、答弁とさせていただきます。 

○３番（関根律之君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 関根律之議員。 

〔関根律之議員登壇〕 

○３番（関根律之君） 最後の再質問です。空き家バンクの登録数が４件。それからこの事業に

ついての予算が少ないというふうにも思いますけれども、町長公約の人口減少対策の一つとして、

この支援策を打ち出していながら、実態はあまりこう十分な予算を割いてないという、力を入れ
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ていないというふうに見えるんですけれども、地域の活性化や過疎化対策にも後ろ向きではない

かというふうにも、私はそのようにも見えるんですが、最後に町長、この移住者支援事業につい

てのご所見をお伺いしたいと思います。 

○町長（小野植正久君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 小野植町長。 

○町長（小野植正久君） 人口減少対策でですね、移住促進これは非常に重要なことだというふ

うに思っております。そういう中でですね、先ほども議論の中で出て参りましたけれども、移住

者に対してのですね、新築をする場合にはそういう制度も作っていこうということで全協の中で

も説明をさせていただいたということでございます。その中でこの空き家バンクについてもです

ね、非常に大切なことでございます。ただ、やっぱりですね、いろんな課題があることも事実で

す。もうそれは先ほどのお話の中でもさしていただきましたけれども、ただそういう中にはあり

ますけれども、やっぱりしっかりとですね、こういう空き家がですね、みんなに使っていただけ

る、そういうことにはしっかり取り組んでいきたいなというふうに思っております。 

○議長（菊地幸雄君） ここで暫時休憩します。 

午前１１時１０分から再開します。 

午前１１時０３分 休憩 

 

午前１１時１５分 再開 

 

○議長（菊地幸雄君） 休憩前に続き、会議を開きます。 

最後に、向井一富議員の発言を許します。 

○４番（向井一富君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 向井一富議員。 

〔向井一富議員登壇〕 

○４番（向井一富君） ４番、向井一富です。３月議会にあたりまして質問通告書に基づき質問

させていただきます。今、まさに世界ではコロナ、ウクライナ問題と非常に緊張感が高まってい

て、まさに何が起こってもおかしくない時代に入ったのかなと危惧するところでございます。

我々も日々自覚を持って緊張感を高めながら日々を送っていかねばならないなと考えて、最後の

質問者として、質問をさしていただきます。よろしくお願い申し上げます。 

まず、最初にデジタル行政について、前回に引き続き質問させて頂きます。昨年９月１日にデ

ジタル庁が発足致しました。くしくも、この日は、私の誕生日でありまして、国のひとつの省庁

の発足が自分と誕生日と重なるということで、感慨深く興味が沸き、再度質問する事にしまし

た。そこで、この問いの１項目として、デジタルトランスフォーメーションという言葉を報道等

でよく耳にします。愛媛県の次年度予算として、前年度比、約２倍の５０億円余りが投じられ、

デジタル施策が展開されると新聞でも報じられておりますが、今後の地方の過疎化、人口減少、

労働力不足を勘案しますと、デジタル技術による生産性、利便性を確保する事は必須と考えま

す。そこで、このデジタルトランスフォーメーションとはどういう意味でこれが地方にどう役に

立つのか、具体的に何をされようとしているのかお尋ねいたします。 
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○議長（菊地幸雄君） 向井一富議員の質問に対して、理事者の答弁を求めます。 

○総務課長（黒澤賢治君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 黒澤総務課長。 

〔黒澤賢治総務課長登壇〕 

○総務課長（黒澤賢治君） 只今のご質問にお答えをさせていただきます。デジタル・トランス

フォーメーションを日本語に直訳致しますと、「デジタル変革」となろうかと思います。現在、世

の中で使われております「デジタル・トランスフォーメーション」の定義、これにつきましては

厳密には一致してございません。使い方も組織や人や場面によって違いが見られておりますが、

単にデジタル化するだけではなく、デジタル技術を手段として有効活用することにより、行政サー

ビスの改革や産業振興による地域活性化、また生活の利便性や快適性の向上を推進し、社会のあ

り方をより良い方向へ変革する取り組みのことを指してございます。以上、答弁とさせていただ

きます。 

○４番（向井一富君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 向井一富議員。 

〔向井一富議員登壇〕 

○４番（向井一富君） この項の２項目と致しまして、政府は「自治体デジタル・トランスフォー

メーション推進計画」の対象期間を２０２１年１月から２０２６年３月までと定めており、自治

体の意見を取り入れながら進捗管理を行うことでデジタル社会の構築を目指すとしています。先

日の愛媛新聞には、隣の大洲市がデジタルトランスフォーメーション推進事業に予算をつけ、２

２年から２６年までの推進計画を策定中との記事がありましたが、内子町の今後の取組みはいか

がかお尋ねいたします。 

○総務課長（黒澤賢治君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 黒澤総務課長。 

〔黒澤賢治総務課長登壇〕 

○総務課長（黒澤賢治君） 只今のご質問にお答えさせていただきます。現状では、内子町独自

の「デジタルトランスフォーメーション推進計画」は策定してございません。ただ、２０２０年

から２４年までの、第２期内子町総合計画、後期計画の基本計画におきまして、「次世代技術を活

用したスマートなまち」を掲げ、「これからは、タブレットやスマートフォン、ＩＯＴ、モノのイ

ンターネット、ＡＩ、人工知能、それからＲＰＡ、ロボットによる自動化これらの普及・進展を

的確に把握し、様々な分野でＩＣＴの積極的活用を進めることで、経済発展と社会的課題の解決

を両立していく「新たな社会」の実現するとともに、公共分野においてもＩＣＴを活用した政策・

事務効率化の企画立案や、専門的な知識および技能を有する人材の育成などの検討を行う」とい

いうことにしてございます。デジタルトランスフォーメーションの目的でもある住民サービス向

上を目指すものとなってございます。以上、答弁とさせていただきます。 

○４番（向井一富君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 向井一富議員。 

〔向井一富議員登壇〕 

○４番（向井一富君） 先ほど申し上げました通りですね、各自治体の意見を取り入れながら進



令和 4 年 3 月第 124 回内子町議会定例会 

‐ 58 ‐ 

捗管理を行うことで、デジタル社会の構築を目指すということで書かれておったんですけれども、

こういう町の推進計画みたいなものをですね、国の方へ上げていくっていうシステムっていうの

はないんでしょうかね。 

○総務課長（黒澤賢治君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 黒澤総務課長。 

○総務課長（黒澤賢治君） 現在の中ではですね、各自治体においてそういった推進計画を立て

て、国の方に上げていくというシステムにはなってございません。で、国の方が、総務省ですけ

れども、そちらの方が全国一律にですね、デジタルトランスフォーメーションを進めていこうと

いうことで、国の方において、自治体ＤＸ推進計画というのを策定してございます。また、それ

に基づいた自治体ＤＸの推進手順書というものも国の方で策定してございます。また、県におき

ましても先ほど議員さん言われました通り、愛媛県デジタル総合戦略というのを計画しておりま

すので、当面のところは、町といたしましてはこういった国の計画、また国の計画に沿った事業

を実施する中で、また今後ですね、町独自のいろんな取り組みが出てきた場合にはそういった策

定も検討して参りたいというふうに考えてございます。 

○４番（向井一富君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 向井一富議員。 

〔向井一富議員登壇〕 

○４番（向井一富君） ３項目にはいります。岸田首相が掲げる「新しい資本主義」その実現の

柱となる「デジタル田園都市国家構想」がありますが、その政策は、どのような目的で、どのよ

うな社会の実現を目指しているのでしょうか。わかる範囲でお答えください。 

○総務課長（黒澤賢治君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 黒澤総務課長。 

〔黒澤賢治総務課長登壇〕 

○総務課長（黒澤賢治君） デジタル田園都市国家構想は、令和３年に岸田文雄内閣総理大臣の

下で発表された成長戦略の柱の１つで、「デジタル実装を通じて地方が抱える課題を解決し、誰一

人取り残されず、すべての人がデジタル化のメリットを享受できる心豊かな暮らしを実現する」

という構想でございます。デジタルの力を全面的に活用し「地域の個性と豊かさ」を生かしつつ、

「都市部に負けない生産性・利便性」も兼ね備え、「心豊かな暮らし」と「持続可能な環境・社会・

経済」の実現を目指すとされています。その実現に向けては、「デジタル基盤の整備」や「デジタ

ル人材の育成・確保」、また「地方の課題を解決するためのデジタル実装」、そして「誰一人取り

残されないための取組」などについて当面取り組んでいくこととされており、今後は、目指すべ

き将来像を見据えながら、中・長期的に取り組んでいく施策について議論と対話を重ね、実行す

べき具体的なデジタル田園都市国家構想を取りまとめることとされております。以上、答弁とさ

せていただきます。 

○４番（向井一富君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 向井一富議員。 

〔向井一富議員登壇〕 

○４番（向井一富君） 今の説明の中で、デジタル人材の育成確保ということが謳ってあります
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けれども、たちまち内子町で、人材をどういう一般採用でするのか、そういう特殊な部門での採

用になるのか、そこら辺、現時点でわかる範囲でお答えください。 

○総務課長（黒澤賢治君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 黒澤総務課長。 

○総務課長（黒澤賢治君） デジタル人材の確保。これは各自治体にとっても大変難しい問題と

なってございます。で、現在内子町で考えておりますのは、愛媛県と２０市町で、愛媛県市町Ｄ

Ｘ推進会議という会議を持っております。そこの中で、愛媛県等の２０市町が共同して、そういっ

た人材をシェアリングしようと共同で活用していこうといった事業を令和４年度に行うことに

なっておりますので、そういった事業を活用しながら、数少ないデジタル人材をですね有効に、

内子町においても活用していきたいというふうに考えてございます。 

○４番（向井一富君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 向井一富議員。 

〔向井一富議員登壇〕 

○４番（向井一富君） もう一つ、誰一人取り残さないための取り組みということで、全年齢型

のデジタルの恩恵を受けるようなシステムづくりが求められると思うんですけれども、デジタル

推進員っていうところも、愛媛県と共同で人材を確保していくっていうことでもよろしいでしょ

うか。 

○総務課長（黒澤賢治君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 黒澤総務課長。 

○総務課長（黒澤賢治君） このデジタル推進員の制度でございますけれどもこちらは国のデジ

タル庁の方の事業でございます。それらの事業も可能であればですね活用させていただきたいと

思ってるんですけれども、当面は県と市町が当然費用も出し合いながら、そういったデジタル人

材のシェアリングを行いますので、とりあえずはそちらの方に取り組ませていただきまして、そ

の後ですね、必要に応じて、そういった国の制度等も検討させていただきたいというふうに考え

ております。 

○４番（向井一富君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 向井一富議員。 

〔向井一富議員登壇〕 

○４番（向井一富君） この項目の４項目に入らさせていただきます。デジタル田園都市国家構

想でも目指している一つの取り組みに、「行かなくてもよい市役所」 がありますが、これは、住

民が役所に行かなくても手続きが完了し、窓口業務の簡素にもつながる事を目指しているのだろ

うと考えますが、その中の一つの手続きに、警察庁は道路使用許可の申請など行政手続きの一部

で、昨年６月からオンライン化の試行が始まりました。申請や届け出の為に警察署に行く必要が

なくなり、休日も含め２４時間オンラインで手続きできるようになるそうでございます。このよ

うに手続き申請のオンライン化は利用する側にも、される側にも大きなメリットが生まれると感

じます。そこで、役場の窓口で申請が必要なものの一つに、軽自動車の納税証明書があります。

この納税証明書は、車検時に必要になる書類ですが、車検業者さんが代理で役場窓口に行き、申

請されることが多いようです。これが、小規模の車検業者さんにとっては、結構手間で、その手
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間を何とかならんかとの声をお聞きいたしました。普通自動車の納税証明については、平成２８

年３月１日から愛媛県と国土交通省の担当部局がシステム連携し自動車税の納付確認が電子化さ

れ、車検時の納税証明の添付が省略されております。そこで、はじめから代理申請が認められて

いたような書類であれば、今後、軽自動車の納税証明書についても、申請、受理の手続きをオン

ラインで完結してもよいのではないかと考えますが、ご所見をお伺いします。 

○税務課長（𠮷川博徳君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 𠮷川税務課長。 

〔𠮷川博徳税務課長登壇〕 

○税務課長（𠮷川博徳君） 只今のご質問にお答えさせていただきます。普通自動車の車検時に

おける自動車税の納税確認については、納税証明書を提示する方法により行われておりましたが、

ご承知のとおり、愛媛県では平成２８年３月１日から、国土交通省と愛媛県のシステム連携によ

り、検査窓口において自動車税種別割の納付確認が電子化されました。これにより、車検等を受

ける際に必要となる納税証明書の提示を省略することができるようになっています。軽自動車の

車検においても、同様に軽自動車検査協会の検査窓口において、軽自動車税種別割の納税情報を

電子的に確認できるようになり、これまで必要だった紙の納税証明書の提示を省略することがで

きるようになります。令和５年１月からの稼働に向けて、現在準備を進めておるところでござい

ます。以上、答弁とさせていただきます。 

○４番（向井一富君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 向井一富議員。 

〔向井一富議員登壇〕 

○４番（向井一富君） ありがとうございます。令和５年からこういうシステムが取り入れられ

るということで、とにかく手間が少しでもなくなるように、デジタル化を進めていかなければ、

人材の問題とか、いろいろな弊害が出ているところで、解決策が生まれないんじゃないかなと思

いますので引き続きよろしくお願いしたいと思います。 

次に、コロナワクチン接種についてお尋ねいたします。まずこの項目、１項目は、コロナも一

向に収束する気配が見えず、従来のオミクロン株「ＢＡ．１株」から新型の「ＢＡ．２株」と呼

ばれるものに入れ替わる変異株が愛媛県でも確認されております。この株がどのような特徴をあ

らわすのか、今後、目が離せない状況でございますけれども、そこで、やはりコロナの蔓延や、

重症化を防ぐには、ワクチン接種が最大の有効策であると考えられるわけですが、副反応を恐れ

て接種を受けないということも耳にしますが、その副反応の件で、内子町で現在までにコロナワ

クチン接種によるアナフィラキシーショックや心筋炎、心膜炎等の重篤な副反応の事例はあるも

のなのかお尋ねいたします。 

○保健福祉課長（久保宮賢次君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 久保宮保健福祉課長。 

〔久保宮賢次保健福祉課長登壇〕 

○保健福祉課長（久保宮賢次君） ただ今の質問にお答えさせていただきます。内子町において、

これまで医療機関から、予防接種後副反応疑い報告書が提出されたことはございません。また、

副反応について町内の医師から相談されたこともありません。愛媛県内では、国の健康被害審査
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部会に進達したものが１４件、その内認定されたものが４件となっています。厚生労働省がまと

められた全国での副反応疑い報告は、心筋炎、心膜炎を副反応疑い報告基準に定めた令和３年２

月１７日から令和４年１月２３日までの期間において、心筋炎として評価された事例は３２件、

心膜炎が８件となっております。以上、答弁とさせていただきます。 

○４番（向井一富君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 向井一富議員。 

〔向井一富議員登壇〕 

○４番（向井一富君） 町内での副反応患者さんがいないということで、安心をいたしました。

それにつきまして、 

伴いまして２項目目に移らせていただきます。最近の傾向では若い人ほど感染者数も多く、特

に若年層の感染者数の伸びが気になるところです。子ども、若者は重症化しにくいと言われてい

ますが、子どもから大人高齢者への感染事例も増えております。コロナの重症化率が低いと言う

ことも相まって、ワクチン接種率も低いのではと考えますが、内子町ではどのような状況なのか

１２歳から１８歳までの年代別ワクチン接種率を教えていただけますでしょうか。よろしくお願

いします。 

○保健福祉課長（久保宮賢次君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 久保宮保健福祉課長。 

〔久保宮賢次保健福祉課長登壇〕 

○保健福祉課長（久保宮賢次君） ご質問のありました１２歳から１８歳までの年代別のワクチ

ン接種率についてお答えいたします。令和４年３月１日現在で、２回の接種を完了した方は、１

２歳で４５．２％でございます。１３歳が７０．１％、１４歳が６９．９％、１５歳が８０．６％、

１７歳が８７．３％、１８歳が７８．６％となってございます。以上、答弁とさせていただきま

す。 

○４番（向井一富君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 向井一富議員。 

〔向井一富議員登壇〕 

○４番（向井一富君） １３歳以上におきましては、一般の接種者とあまり変わりがない、ちょっ

と低い感じはしますけど、変わりないのかなと思いますけれども、１２歳の４５．２％において

は、ちょっとかなり低いんじゃないかなと思うんです。１２歳の４５．２％は、どういう見方を

されますか。 

○保健福祉課長（久保宮賢次君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 久保宮保健福祉課長。 

○保健福祉課長（久保宮賢次君） １２歳の年齢到達者というのが、平成２１年４月２日生まれ

から平成２２年４月１日までの方ということで、年齢到達して間もない方もいらっしゃいますの

で、そういったところで接種率が低い状況になってるかなというふうに考えております。 

○４番（向井一富君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 向井一富議員。 

〔向井一富議員登壇〕 
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○４番（向井一富君） ３項目に移ります。いよいよ５歳から１１歳の接種が始まるわけです

が、幼い子どもへの接種はかなり抵抗もある親御さんもいるように思いますが、小児ワクチン接

種の接種目標をどの位においておられるのか、また、接種行程をどのように設定しているかをお

尋ねいたします。 

○保健福祉課長（久保宮賢次君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 久保宮保健福祉課長。 

〔久保宮賢次保健福祉課長登壇〕 

○保健福祉課長（久保宮賢次君） 新型コロナウイルスワクチンの５歳から１１歳への接種につ

いてお答えいたします。対象者は、１回目の接種日となる３月１３日時点で７８１人でございま

す。先月２月２１日に、対象者全員にワクチン接種のお知らせをお送り致しました。予約受付に

つきましては、基礎疾患があり主治医と相談して早期接種を指示された方について、２月２４日、

２５日に先に受付期間を設け、その後２月２８日から一般の小児受付を行っています。小児向け

ワクチンは、３月末までの配送は３００回分、２回接種となりますので実質１５０ 人分のワクチ

ン配送となっています。まずは集団接種において接種を行いますが、３月１３日に１回目、１５

０人の接種を２回目の接種を４月３日に、いずれも加戸病院の特設会場において接種を行うこと

としています。申し込み状況は、３月２日現在で１１６人でございます。４月以降の接種につき

ましては、国からの配送計画が確定次第計画をしていくこととしておりますけれども、集団接種

を実施し、ある程度の人数に接種を行った後、未接種児や新規５歳到達児は、順次、小児科での

個別接種に切り替えていく予定でございます。５歳から１１歳までの小児に対しては、ワクチン

接種の努力義務が適用されていないことから、目標設定はしておりませんけれども、令和４年９

月３０日までは、希望児には接種できる体制を継続していくこととしております。以上、答弁と

させていただきます。 

○４番（向井一富君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 向井一富議員。 

〔向井一富議員登壇〕 

○４番（向井一富君） ワクチンがまだ届いてないということで、しっかりと計画も立てにくい

のかもしれませんけれども、子どもを守る意味でもですね、しっかり計画を立てて進めていただ

きたいと思うんですけども、ちなみに２回接種が終わった時点で、３回目っていうのも想定され

るんでしょうかね。 

○保健福祉課長（久保宮賢次君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 久保宮保健福祉課長。 

○保健福祉課長（久保宮賢次君） 今時点で３回目接種まで、市、国からの通知というのはござ

いません。まずは、１回目、２回目の接種をしっかり行っていくことが大切だというふうに考え

ております。 

○４番（向井一富君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 向井一富議員。 

〔向井一富議員登壇〕 

○４番（向井一富君） 内子町では、先ほどの質問の中で予防接種による健康被害には出た方が
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いないということでございますけれども、ワクチン接種の不安の重篤な不安に対して、救済制度

があると思うんですけれども、それにはどういうものがあるか、わかる範囲で教えてもらったと

思うんですけども。 

○保健福祉課長（久保宮賢次君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 久保宮保健福祉課長。 

○保健福祉課長（久保宮賢次君） 予防接種につきましては、国の方で、予防接種健康被害救済

制度というのがございます。これは審議会によって予防接種において発生したかどうかっていう

のを確認してからという形にはなるんですけれども、例えば死亡した場合は死亡給付とか、治療

に対しては、医療の手当というものがございます。障害を受けた場合は、障害年金とかというも

のも出てくるようになると思うんですけども、その状況によっていろいろ変わってこうと思いま

すけれども、そういった障害が出た場合とかについては国の救済制度によって対応していくとい

う形になります 

○４番（向井一富君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 向井一富議員。 

〔向井一富議員登壇〕 

○４番（向井一富君） 続きまして３問目に入ります。環境行政についてお尋ねいたします。１

項目といたしまして、カーボンニュートラル２０５０について質問いたします。昨年、菅前総理

が就任直後の所信表明で、２０５０年カーボンニュートラル脱炭素社会の実現を目指すことを宣

言され、環境省では、２０５０年カーボンニュートラルに伴うグリーン成長戦略を策定し、他の

省庁でも脱炭素化に向けての様々な取組をスタートさせているところでありますけれども、そこ

で、このカーボンニュートラルについて内子町の取組みをお尋ねいたします。先般も同僚議員の

方でこの関連について質問されておるんですけれども、新たにご説明をお願いしたいと思いま

す。 

○環境政策室長（高嶋由久子君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 高嶋環境政策室長。 

〔高嶋由久子環境政策室長登壇〕 

○環境政策室長（高嶋由久子君） それでは只今のご質問にお答えいたします。カーボンニュー

トラルとは、「カーボンを炭素」、「ニュートラルを中立」と訳され、温室効果ガスの排出量から、

森林などによる吸収量を差し引いて、合計を実質、ゼロにすることを意味されております。先ほ

どもありましたが、国におきまして、昨年５月に地球温暖化対策の推進に関する法律が改正され、

２０５０年までのカーボンニュートラルの実現が明記されました。内子町では昨年度末に「内子

町温暖化対策実行計画 事務事業編（第５次エコオフィスプラン）」を策定し、町内の公共施設等

から排出される温室効果ガス削減の取り組みを進めているところです。また「第２期内子町総合

計画」「第２次環境基本計画」「内子町バイオマスタウン構想」等に基づき、太陽光や木質バイオ

マス発電をはじめとする再生可能エネルギーの普及や、ごみの減量化を推進しております。しか

しながら、２０５０年までのカーボンニュートラルの実現のためには、更なる再生可能エネルギー

の利用拡大や森林等による吸収作用の保全強化、エネルギー資源の地域内循環が必要になってく

ると考えております。今後、町内における再生可能エネルギーのポテンシャル調査を行い、その
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結果を踏まえて、総合的な見地からカーボンニュートラルの実現に向けた実行可能な計画を立て、

取り組みを加速させていきたいと考えております。以上、答弁とさせていただきます。 

○４番（向井一富君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 向井一富議員。 

〔向井一富議員登壇〕 

○４番（向井一富君） 再生可能エネルギーをさらに進めていくということで、答弁をいただい

たんですけれども、いいことだとは思うんですけれども、例えば太陽光発電なんかですね山を切

り開いて、パネルを設置する、熱海の土砂災害の問題もございますけれども、内子町再生可能エ

ネルギー発電施設の適正な設置及び維持管理に関する条例はあるんでしょうか。 

○環境政策室長（高嶋由久子君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 高嶋環境政策室長。 

○環境政策室長（高嶋由久子君） ただいまご質問にありました条例につきましては、現在のと

ころはございませんが、今後策定予定でございます。 

○４番（向井一富君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 向井一富議員。 

〔向井一富議員登壇〕 

○４番（向井一富君） ２項目に入らせていただきます。愛媛県では２０２０年にゼロカーボン

シティー宣言をされているようであります。そのゼロカーボンシティー宣言とはどのような内容

かお尋ねいたします。 

○環境政策室長（高嶋由久子君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 高嶋環境政策室長。 

〔高嶋由久子環境政策室長登壇〕 

○環境政策室長（高嶋由久子君） 只今のご質問にお答えさせていただきます。環境省は、２０

５０年までにＣＯ２二酸化炭素の排出量を実質ゼロにすることを目指す旨を、首長自らまたは自

治体として公表した都道府県または市町村のことを「ゼロカーボンシティ」としています。ゼロ

カーボンシティ宣言を行っている自治体は、２月末時点で４０都道府県、３６５市、２０特別区、

１４４町、２９村、合わせて５９８自治体となっております。また国は「宣言」から「実現」へ

として地域脱炭素ロードマップを策定し、２０３０年度までの１０年間に、地域での再エネを倍

増するに向けた取り組みなどにより、脱炭素ドミノを生み出すことを明確にされております。内

子町におきましても今後、再エネの導入にかかるポテンシャル調査を行い、脱炭素の実現に向け

た道筋を描いた上で、ゼロカーボンシティ宣言へつなげていけたらと考えております。以上、答

弁とさせていただきます。 

○４番（向井一富君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 向井一富議員。 

〔向井一富議員登壇〕 

○４番（向井一富君） この問の３項目と致しまして、竹材の有効利用についてお尋ねいたしま

す。竹は、ひと頃までは、たけのこを食べたり、竹材を使った加工品、農耕資材、建築資材など、

その多様な用途がいたるところで活用されてきたわけですが。安価なたけのこの輸入が増加し、



令和 4 年 3 月第 124 回内子町議会定例会 

- 65 - 

竹材に代わる化学製品の普及によって、使用量が減少。そのことで放置された多くの竹が、人工

林や広葉樹林、耕作地、道路に侵入してしまっていて、林家や周辺地域が頭を抱えているのが現

状です。この現状をいわゆる「竹害」を解決するためにも、有効利用できないものかと考えます。

内子町環境基本計画「エコロジータウン内子」の冊子にも竹を粉砕して有効利用という項を目に

しましたが、まさに今、竹を粉砕して、樹脂製の粘着剤で固めて作られている丈夫で軽く、耐熱

性もある食器、また、吸収抜群のタオルになどもプラスチックに代用される商品として開発され

ているということもございます。今まさに問題になっているプラスチック海洋汚染問題も、竹材

なら土に戻ります。まさに竹の存在が見直されていいのではないかと思います。町内にも、プラ

スチックを扱う業者さんがおられますので、町の方から、新しい産業として研究推進してはいか

がかと考えます。竹害の解消にも一役買うし、早いときには、１日に１メートルも成長し、継続

的に３年ごとに、切って使用することが可能な植物ですので、再生可能資源だと考えますが、こ

ういうことに取り組むお考えはないか、お考えをお聞かせください。 

○環境政策室長（高嶋由久子君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 高嶋環境政策室長。 

〔高嶋由久子環境政策室長登壇〕 

○環境政策室長（高嶋由久子君） 只今のご質問にお答えさせていただきます。私たちの生活の

中で、プラスチックは、ペットボトル、家電などさまざまなものに使われております。今、海洋

プラスチック問題や地球温暖化問題から、プラスチックごみの削減についてはさまざまな取り組

みが行われているところでございます。また、プラスチック製品の製造から廃棄までの資源の循

環を促し、廃棄量削減に向けた取り組みを目的としたプラスチック資源循環促進法もこの４月か

ら施行されます。こうした社会情勢の中で、脱プラスチックの取り組みというのはおこなわれて

きておりまして、紙、寒天、麦わら、石灰石、先ほどの竹など再生可能資源を使った商品化が注

目されてきております。ご提案いただきました竹をプラスチックの代わりとする取り組みにつき

ましては、先ほど議員さんからもありましたが、食器やストロー、また歯ブラシなどといった活

用される事例がございます。しかしながら今現在におきましては、その原料となる竹をバイオマ

スプラスチック化する樹脂に向けての技術というものがなかなか難しく国内での製造につきまし

ては技術およびコスト面で難しい面がございます。内子町といたしましては、まずはプラスチッ

クごみの分別収集に取り組み、５Ｒの推進によりプラスチックごみの削減に向けた取り組みに努

めていきたいと考えております。以上、答弁とさせていただきます。 

○４番（向井一富君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 向井一富議員。 

〔向井一富議員登壇〕 

○４番（向井一富君） 意外とですね、竹はＣＯ２の吸収量も少ない植物でございますので、こ

れをですね、逆に違った意味で有効利用することについてはですね技術革新も含めてですね、引

き続き見守っていく必要があるんじゃないかなと思います。しっかりと情報のアンテナを立てな

がら、取り組んでいただきたいなと思います。よろしくお願いいたします。 

最後に、中学校の制服のスラックスやスカートなどを自由に選べる制服の自由選択制を取組ん

ではいかがかなということで、生徒が自分らしく生きたいという多様性の尊重や寒さ対策などの
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健康にも配慮したもので、県内では土居中学校では制服をズボンとスカートの選択制にして制服

改革総選挙を実施されたという記事を目にしました。男女とも同じ制服に統一した「ジェンダー・

ニュートラル」という手法もございますので、内子町でも取り入れてはどうかと思います。教育

長、ご答弁をお願いします。 

○教育長（山岡晋君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 山岡教育長。 

〔山岡晋教育長登壇〕 

○教育長（山岡晋君） 向井議員の「中学生の制服」についてのご質問にお答えします。前提と

して学校は校則の在り方について、教育指導にかかわる視点から現在の社会情勢に照らし合わせ

適切かどうか、生徒指導上必要かどうか検討し、改善すべきところがあれば、校長がリーダーシッ

プをとり、改善する必要があります。教育委員会は、校則の内容や指導実態を把握し、理不尽な

校則はないかなど、指導・助言する立場であることをまずご理解ください。現在、町内中学校で

は校則見直しについて、令和３年７月の内子町校長会での確認を受けて、生徒や保護者に対しア

ンケートを実施し、その意見・要望等を集約し、各学校の校則検討委員会等で検討しております。

ご質問の、中学生の制服をズボンとスカートの選択制についてですが、町内においても来年度ス

タート時から選択制になる学校や来年度中には実施を予定している学校もございます。このこと

は、ズボンを選択する事による「動きやすさ」や「防寒対策」はもちろんの事、近年社会的関心

の高い「性的マイノリティに対する配慮や支援」の側面からも、学校のみならず社会全体の流れ

だと考えます。いずれにしましても、学校取り巻く社会環境や児童生徒の状況は、変化するため、

児童生徒の実情、保護者の考え方、地域の状況、社会の常識、時代の進展を踏まえた教育環境を

整えることは大切なことではないかと考えます。以上、答弁とさせていただきます。 

○４番（向井一富君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 向井一富議員。 

〔向井一富議員登壇〕 

○４番（向井一富君） 以上をもちまして私の質問を終わらせていただきます。ありがとうござ

いました。 

○議長（菊地幸雄君） 以上で一般質問を終わります。 

これから、議事日程に従って、提出議案の審議に入ります。 

 

  日程第 ４ 令和３年請願受理第２号 沖縄戦戦没者の遺骨等を含む土砂をあらゆる埋め

立てに使用しないことを国に求める意見書の提出

についての請願 

○議長（菊地幸雄君） 「日程第４ 令和３年請願受理第２号 沖縄戦戦没者の遺骨等を含む土

砂をあらゆる埋め立てに使用しないことを国に求める意見書の提出についての請願」を議題とし

ます。この請願は１２月定例会において、産業建設厚生常任委員会に付託し、引き続き閉会中の

継続審査となっていたものであります。 

産業建設厚生常任委員長から、審査結果の報告をお願いします。泉 浩壽産業建設厚生常任委

員長、ご登壇願います。 
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○泉産業建設厚生常任委員長 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 泉産業建設厚生常任委員長。 

〔泉浩壽産業建設厚生常任委員長登壇〕 

○泉産業建設厚生常任委員長 ご報告申し上げます。令和３年１２月１５日、閉会中の当委員会

に付託されました、令和３年請願受理第２号「沖縄戦戦没者の遺骨等を含む土砂をあらゆる埋め

立てに使用しないことを国に求める意見書の提出についての請願」について、１月２１日に当委

員会を開催し審査を行いましたので、審査の結果について、ご報告申し上げます。審査経過、及

び審査結果につきましては、請願審査報告書のとおりであります。本請願事項は、沖縄戦では、

太平洋戦争末期に一般住民を巻き込んだ悲惨な地上戦が行われ、多くの貴い命が失われました。

糸満市摩文仁を中心に広がる南部地域は、戦争で犠牲を強いられた民間人や兵士の遺骨が残され

ており、戦後７６年が経過した今でも、戦没者の遺骨収集が行われています。沖縄戦で犠牲になっ

た人々の遺骨が混入した土砂をあらゆる埋立てにしないよう、国に対して意見書を提出すること

を求めています。委員から紹介議員に対し、「辺野古基地建設への反対活動ということで意見書を

出すのではなく、あくまでも人道的な考えの中での意見書と捉えていいのか。」との質疑があり、

「基地問題とは直接結びつけてほしくないというのがこの意見書の趣旨であり、遺骨や御霊に対

する冒とくであるという人道的な視点での内容となっている。」との答弁がありました。特に討論

は無く、採決の結果、この令和３年請願受理第２号は、全員賛成で「採択とすべきもの」、と決定

しましたので、ここにご報告申し上げ委員長の報告を終わります。 

○議長（菊地幸雄君） ただ今の委員長報告に対する質疑はございませんか。 

〔「なし。」の声あり〕 

○議長（菊地幸雄君） ありませんので、これにて、質疑を終結します。 

泉委員長、席にお戻り下さい。これより討論にはいります。この請願に対する委員長報告は採

択です。討論はありませんか。 

〔「なし。」の声あり〕 

○議長（菊地幸雄君） これにて、討論を終結します。 

これより、委員長報告のあった「令和３年請願受理第２号 沖縄戦戦没者の遺骨等を含む土砂

をあらゆる埋め立てに使用しないことを国に求める意見書の提出についての請願」の採決に入り

ます。この請願に対する委員長報告は、採択です。「請願受理第２号」を採択することに、賛成

の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（菊地幸雄君） 起立全員です。 

 したがって、「請願受理第２号」は採択とすることに決定しました。 

午前中の議事はここまでとし、休憩します。午後１時１０分から再開します。 

 

午前１２時０４分 休憩 

 

午後 １時１０分 再開 

 



令和 4 年 3 月第 124 回内子町議会定例会 

‐ 68 ‐ 

○議長（菊地幸雄君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

日程第 ５ 報告第２号 専決処分の報告について（第６８号 社会資本整備総合交付金

事業町道長田小学校線道路改良工事(Ｒ２)に係る工事請負変

更） 

○議長（菊地幸雄君） 「日程第５ 報告第２号 専決処分の報告について（第６８号 社会資

本整備総合交付金事業町道長田小学校線道路改良工事(Ｒ２)に係る工事請負変更）」を、議題と

します。 

提出者の報告を求めます。 

○町長（小野植正久君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 小野植町長。 

〔小野植正久町長登壇〕 

○町長（小野植正久君） 報告第２号につきましては、地方自治法第１８０条第１項の規定によ

り専決処分した、議会の議決に付すべき契約である第６８号社会資本整備総合交付金事業町道長

田小学校線道路改良工事(Ｒ２)に係る工事請負変更について報告するものでございます。 

 その内容につきましては、建設デザイン課長に説明致させますので、よろしくご審議の上、ご

承認賜りますようお願いいたします。 

○建設デザイン課長（谷岡祐二君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 谷岡建設デザイン課長。 

〔谷岡祐二建設デザイン課長登壇〕 

○建設デザイン課長（谷岡祐二君） 報告第２号専決処分の報告についてご説明申し上げます。 

資料１議案書の３ページをお開きください。また、説明資料は資料６の議案説明資料１ページ

でございます。議案書３ページ、専決第２号、議会の議決に付すべき契約についてご報告申し上

げます。提案理由につきましては、追加工事及び設計変更に伴い、工事請負額について変更する

ものでございます。 

次の４ページをお開きください。議会の議決に付すべき契約について、地方自治法第１８０条

第１項の規定により専決処分をするものでございます。契約の目的は、第６８号社会資本整備総

合交付金事業町道長田小学校線道路改良工事（Ｒ２）に係る工事請負変更でございます。契約金

額でございますが、元契約額１億２，１００万円でござましたが、今回３４７万７，０００円を

増額いたしまして、請負額が１億２，４４７万７，０００円となるものでございます。契約の相

手方につきましては、記載のとおりで変更はございません。内容につきましては、資料６議案説

明資料でご説明いたします。 

議案説明資料の１ページをお開きください。位置図、工事概要、平面図並びに標準断面図を１

枚の資料にまとめさせて頂いております。工事概要の所の黒文字が変更前で上段の赤文字が変更

後になります。今回の変更内容につきましては、本路線の事業進捗を図るため、平面図の中央付

近に赤色のラインで示した区間に山留ブロック積７６㎡を追加したものでございます。これによ

りまして、山留ブロック積が１，０５７㎡から１，１３３㎡に増加しまして、３４７万７，００
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０円の増額となったものでございます。以上、専決処分の報告とさせていただきます。よろしく

ご審議の上ご承認賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（菊地幸雄君） ただいまの報告に対する質疑があれば許します。 

〔「なし。」の声あり〕 

○議長（菊地幸雄君） ありませんので、これにて、質疑を終結します。                                 

 本件は、報告事項であります。従って、報告のとおり受理することとします。

 

日程第 ６ 報告第３号 専決処分の報告について（第６９号 社会資本整備総合交付金

事業町道西横の地線道路改良工事(Ｒ２)に係る工事請負変更） 

○議長（菊地幸雄君） 「日程第６ 報告第３号 専決処分の報告について（第６９号 社会資

本整備総合交付金事業町道西横の地線道路改良工事(Ｒ２)に係る工事請負変更）」を議題としま

す。 

提出者の報告を求めます。 

○町長（小野植正久君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 小野植町長。 

〔小野植正久町長登壇〕 

○町長（小野植正久君） 報告第３号につきましては、地方自治法第１８０条第１項の規定によ

り専決処分した、議会の議決に付すべき契約である、第６９号社会資本整備総合交付金事業町道

西横の地線道路改良工事(Ｒ２)に係る工事請負変更について報告するものでございます。 

 その内容につきましては、建設デザイン課長に説明致させますので、よろしくご審議の上、ご

承認賜りますようお願いいたします。 

○建設デザイン課長（谷岡祐二君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 谷岡建設デザイン課長。 

〔谷岡祐二建設デザイン課長登壇〕 

○建設デザイン課長（谷岡祐二君） 報告第３号専決処分の報告についてご説明申し上げます。 

資料１議案書の５ページをお開きください。また、説明資料は資料６の議案説明資料２ページ

でございます。議案書５ページ、専決第３号議会の議決に付すべき契約についてご報告申し上げ

ます。提案理由につきましては、追加工事及び設計変更に伴い、工事請負額について変更するも

のでございます。 

次の６ページをお開きください。議会の議決に付すべき契約について、地方自治法第１８０条

第１項の規定により専決処分をするものでございます。契約の目的は、第６９号社会資本整備総

合交付金事業町道西横の地線道路改良工事（Ｒ２）に係る工事請負変更でございます。契約金額

でございますが、元契約額１億２，０１７万５，０００円でござましたが、今回４６５万６，０

００円を増額いたしまして、請負額が１億２，４８３万１，０００円となるものでございます。

契約の相手方につきましては、記載のとおりで変更はございません。内容につきましては、資料

６議案説明資料でご説明いたします。 

議案説明資料の２ページをお開きください。位置図、工事概要、平面図並びに標準断面図を１

枚の資料にまとめさせて頂いております。工事概要の所の黒文字が変更前で上段の赤文字が変更
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後及び追加工事になります。今回の変更内容につきましては、主なものとしまして、山側斜面の

切土施工中に切土面の押し出しや上部斜面に亀裂が生じるなど、地すべりの兆候が発生しました

ことから、平面図の中央付近に赤色のラインで示した区間に大型土のう１４６袋とアンカー工４

箇所を追加して、斜面の安定を図ることといたしました。また、平面図の中央付近から右側にか

けてですが、切土法面の植生工としまして、当初、植生マットを計画しておりましたが、現地掘

削の結果、植生マットでは安定した植生が期待できない土質であったため、植生マットを取りや

め、植生基材吹付に工法を変更するとともに、平面図中央付近の追加分と合わせて、植生基材吹

付、種別としましては、厚層基材吹付でございますが、１，６８０㎡を追加したものでございま

す。また、その他の工種につきましても、現地との取り合わせなどによりまして、工事概要記載

のとおり、数量変更を行っております。なお、施工延長につきましては、大型土のう及びアン

カー工を追加した区間が完成断面となりませんでしたので、当初計画の４６６．１ｍからこの区

間を除いた４１８．８ｍとなりました。これらの理由によりまして、４６５万６，０００円の増

額となったものでございます。以上専決処分の報告とさせていただきます。よろしくご審議の上

ご承認賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（菊地幸雄君） ただいまの報告に対する質疑があれば許します。 

〔「なし。」の声あり〕 

○議長（菊地幸雄君） ありませんので、これにて、質疑を終結します。 

本件は、報告事項であります。従って、報告のとおり受理することとします。 

 

日程第 ７  報告第４号 専決処分の報告について（第７０号 社会資本整備総合交付金

事業町道滝山線道路改良工事(Ｒ２)に係る工事請負変更） 

○議長（菊地幸雄君） 「日程第７ 報告第４号 専決処分の報告について（第７０号 社会資

本整備総合交付金事業町道滝山線道路改良工事(Ｒ２)に係る工事請負変更）」を議題とします。 

 提出者の報告を求めます。 

○町長（小野植正久君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 小野植町長。 

〔小野植正久町長登壇〕 

○町長（小野植正久君） 報告第４号につきましては、地方自治法第１８０条第１項の規定によ

り専決処分した、議会の議決に付すべき契約である第７０号社会資本整備総合交付金事業 町道

滝山線道路改良工事(Ｒ２)に係る工事請負変更について報告するものでございます。 

 その内容につきましては、建設デザイン課長に説明致させますので、よろしくご審議の上、ご

承認賜りますようお願いいたします。 

○建設デザイン課長（谷岡祐二君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 谷岡建設デザイン課長。 

〔谷岡祐二建設デザイン課長登壇〕 

○建設デザイン課長（谷岡祐二君） 報告第４号専決処分の報告についてご説明申し上げます。 

資料１議案書の７ページをお開きください。また、説明資料は資料６の議案説明資料３ページ

でございます。議案書７ページ、専決第４号議会の議決に付すべき契約についてご報告申し上げ
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ます。提案理由につきましては、追加工事及び設計変更に伴い、工事請負額について変更するも

のでございます。 

次の８ページをお開きください。議会の議決に付すべき契約について、地方自治法第１８０条

第１項の規定により専決処分をするものでございます。契約の目的は、第７０号、社会資本整備

総合交付金事業町道滝山線道路改良工事（Ｒ２）に係る工事請負変更でございます。契約金額で

ございますが、元契約額８，９９８万円でござましたが、今回１１２万７，０００円を増額いた

しまして、請負額が９，１１０万７，０００円となるものでございます。契約の相手方につきま

しては、記載のとおりで変更はございません。内容につきましては、資料６議案説明資料でご説

明いたします。 

議案説明資料の３ページをお開きください。位置図、工事概要、平面図並びに標準断面図を１

枚の資料にまとめさせて頂いております。工事概要の所の黒文字が変更前で上段の赤文字が変更

後及び追加工事になります。今回の変更内容につきましては、主なものとしまして、山留ブロッ

ク積施工中に災害級の豪雨が発生し、山留ブロック積上部の切土斜面が、急激な浸透水や多量の

湧水によりまして一部崩壊したため、平面図中央付近の赤のラインで示した範囲に法枠工５９７

平方メートルと鉄筋挿入工３２８メートルを追加して斜面の安定を図ったものでございます。ま

た、道路の表側の斜面におきましても、同様に一部崩壊するなどしまして、当初計画していた路

側ブロック積での施工が困難となったため、垂直壁擁壁に変更することと致しました。その他の

工種につきましても、追加工事の関連によりまして、工事概要記載のとおり、数量変更を行って

おります。なお、山側の斜面対策など優先すべき追加工事が発生しましたので、当初計画区間す

べての施工が困難となり、施工延長としまして、当初計画の２７０メートルから２１０メートル

となり、７０メートルの減となりました。これらの理由によりまして、１１２万７，０００円の

増額となったものでございます。以上専決処分の報告とさせていただきます。よろしくご審議の

上ご承認賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（菊地幸雄君） ただいまの報告に対する質疑があれば許します。 

〔「なし。」の声あり〕 

○議長（菊地幸雄君） ありませんので、これにて、質疑を終結します。 

本件は、報告事項であります。従って、報告のとおり受理することとします。

 

日程第 ８ 議案第２号 内子町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例に

ついて 

○議長（菊地幸雄君） 「日程第８ 議案第２号 内子町職員の育児休業等に関する条例の一部

を改正する条例について」を議題とします。 

提案理由の説明を求めます。 

○町長（小野植正久君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 小野植町長。 

〔小野植正久町長登壇〕 
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○町長（小野植正久君） 議案第２号、内子町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例に

つきましては、令和３年８月１０日付け人事院勧告に伴い、条例の一部を改正することについ

て、議会の議決を求めるものでございます。 

 その内容につきましては、総務課長に説明致させますので、よろしくご審議の上、ご決定賜り

ますようお願いいたします。 

○総務課長（黒澤賢治君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 黒澤総務課長。 

〔黒澤賢治総務課長登壇〕 

○総務課長（黒澤賢治君） それでは、議案第２号、内子町職員の給与に関する条例の一部を改

正する条例についてご説明申し上げます。 

議案書１の９ページをお開きください。本案は、昨年８月１０日の人事院勧告に伴い、１１月

２９日に開催いただきました臨時議会におきまして、関係条例の改正について上程させていただ

き、お認めいただきましたけれども、再任用職員について本来期末手当を０．１月分減額すべき

ところ、未改正でございましたことから、今回本条例の改正を行うものでございます。改正条例

案は１０ページに、また議案説明資料６には４ページに新旧対照表を掲載しております。説明は、

議案説明資料にて行わせていただきます。 

議案説明資料の４ページをお開きください。「内子町職員の給与に関する条例」でございます。

第１条では、条例第１９条第３項中、再任用職員の期末手当について、「１００分の７２．５」を

「１００分の５７．５」に改めます。ここは本来「１００分の６７．５」でございますが、「１０

０分の１０」減少させることで、条例未改正のため過払いとなっている０．１月分を調整するも

のでございます。また、「ただし、令和４年４月１日から新たに再任用職員となった者に対する前

項の規定の適用については、同項中「１００分の１２０．０」とあるのは「１００分の６７．５」

とする。」を加えます。これは、令和４年度から再任用となる職員については、すでに１２月に一

般職員として減額いたしておりますので、調整を行わず本来の率を適用するための、ただし書き

でございます。次に、第２条では、条例第１９条第３項中「１００分の５７．５」を「１００分

の６７．５」に改めます。また、ただし書きを削除いたします。これは、６月で調整した後、本

来の率（額）に戻すための改正でございます。附則において、この条例は、令和４年４月１日か

ら施行する。ただし、第２条の規定は、令和４年６月２日から施行することといたしてございま

す。以上、議案第２号、内子町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例についての説明と

させて頂きます。よろしくご審議の上、ご決定賜りますようお願いいたします。 

○議長（菊地幸雄君） これより、質疑に入ります。質疑はありませんか。 

〔「なし。」の声あり〕 

○議長（菊地幸雄君） ありませんので、これにて、質疑を終結します。 

お諮りします。議案第２号は、総務文教常任委員会に付託することにしたいと思います。これ

に、ご異議ありませんか。 

〔「異議なし。」の声あり〕 

○議長（菊地幸雄君） ご異議なしと認めます。 
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よって、議案第２号は、総務文教常任委員会に付託することに決定しました。

 

日程第 ９ 議案第３号 内子町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例に

ついて 

○議長（菊地幸雄君） 「日程第９ 議案第３号 内子町職員の育児休業等に関する条例の一部

を改正する条例について」を議題とします。 

○町長（小野植正久君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 小野植町長。 

〔小野植正久町長登壇〕 

○町長（小野植正久君） 議案第３号、内子町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する

条例につきましては、非常勤職員の育児休業の取得要件を緩和し、職員の妊娠・出産・育児と仕

事の両立を促進するため、条例の一部を改正することについて、議会の議決を求めるものでござ

います。 

 その内容につきましては、総務課長に説明致させますので、よろしくご審議の上、ご決定賜り

ますようお願いいたします。 

○総務課長（黒澤賢治君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 黒澤総務課長。 

〔黒澤賢治総務課長登壇〕 

○総務課長（黒澤賢治君） それでは、「議案第３号 内子町職員の育児休業等に関する条例の

一部を改正する条例」についてご説明申し上げます。 

議案書１の１１ページをお開きください。本案は、非常勤職員の育児休業の取得要件を緩和

し、妊娠・出産・育児等と仕事の両立を支援することで、継続的な勤務を促進し、職員の福祉の

増進と行政の円滑な運営に資するため、本条例の一部改正を行うものでございます。 

１２ページに改正条例案を掲載いたしてございます。また、議案説明資料６の５ページから６

ページには新旧対照表を掲載してございます。説明は、新旧対照表にて行います。 

議案説明資料の５ページでございます。第２条第４号アの（ア）を削り、非常勤職員の育児休

業の取得要件のうち「任命権者を同じくする職に引き続き在職した期間が１年以上」との要件を

廃止いたします。次に、（ア）を削除したことに伴い、特定職の説明を加えるため、（イ）中「特

定職に引き続き」を「引き続いて任命権者を同じくする職（以下「特定職」という。）に」に改め、

（イ）を(ア)とし、（ウ）を（イ）に改めます。次に、第１７条第２号中、「次のいずれにも該当

する」を「勤務日の日数及び勤務日ごとの勤務時間を考慮して規則で定める」に改め、同号ア及

びイを削ることにより、非常勤職員の部分休業の取得要件のうち「引き続き在職した期間が１年

以上」との要件を廃止いたします。次に、第２１条を第２３条とし、第２０条の次に、第２１条

として、第１項において、妊娠・出産等を申し出た職員に対する育児休業制度の周知及び意向確

認のための面談の実施などの措置を講じること、また、第２項では、申し出たことを理由とした

不利益な扱いの防止について定めます。次に、第２２条として、研修の実施でありますとか、６

ページになります。相談体制の整備、それから勤務環境の整備など、育児休業の承認の請求が円

滑に行われるための措置について定めます。また、附則において、この条例は令和４年４月１日
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から施行するといたしております。以上、「議案第３号 内子町職員の育児休業等に関する条例の

一部を改正する条例」についてのご説明とさせていただきます。よろしくご審議の上、ご決定賜

りますようお願いいたします。 

○議長（菊地幸雄君） これより、質疑に入ります。質疑はありませんか。 

〔「なし。」の声あり〕 

○議長（菊地幸雄君） ありませんので、これにて、質疑を終結します。 

お諮りします。「議案第３号」は、総務文教常任委員会に付託することにしたいと思います。

これに、ご異議ありませんか。 

〔「異議なし。」の声あり〕 

○議長（菊地幸雄君） ご異議なしと認めます。 

よって、「議案第３号」は、総務文教常任委員会に付託することに決定しました。 

 

日程第１０ 議案第４号 内子町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の 

一部を改正する条例について 

○議長（菊地幸雄君） 「日程第１０ 議案第４号 内子町消防団員の定員、任免、給与、服務

等に関する条例の一部を改正する条例について」を議題とします。 

提案理由の説明を求めます。 

○町長（小野植正久君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 小野植町長。 

〔小野植正久町長登壇〕 

○町長（小野植正久君） 議案第４号、内子町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条

例の一部を改正する条例につきましては、消防団員の処遇改善のため、条例の一部を改正するも

のでございます。 

 その内容につきましては、総務課長に説明致させますので、よろしくご審議の上、ご決定賜り

ますようお願いいたします。 

○総務課長（黒澤賢治君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 黒澤総務課長。 

〔黒澤賢治総務課長登壇〕 

○総務課長（黒澤賢治君） それでは、「議案第４号 内子町消防団員の定員、任免、給与、服務

等に関する条例の一部を改正する条例」についてご説明申し上げます。 

議案書１の１３ページをお開きください。本案は、過疎化・少子高齢化の進行、また、若年層

の価値観の多様化、共働き世帯の増加などに伴い、消防団員が減少する中、地域住民の生命・財

産の保護など地域防災力の中核を担う消防団活動への理解や団員確保を促進するため、国の通知

等を基準に消防団員の報酬改正を行うため、条例の一部改正を行うものでございます。１４ペー

ジから１５ページに改正条例案を掲載いたしてございます。また、議案説明資料６の７ページか

ら８ページには新旧対照表を掲載してございます。 

説明は、新旧対照表にて行います。議案説明資料の７ページをお開きください。第８条ただし

書中、「水火災その他の災害」を「災害（水火災又は地震等の災害をいう。以下同じ。）」に改め、
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地震も含め災害と言う表現にいたします。次に、報酬について定めた第１２条第１項を、国の通

知に従い「団員の報酬は、年額報酬及び出動報酬とする。」に改め、これまで災害時等の出動は費

用弁償としておりましたが、年額報酬とは別に出動報酬として支払うことといたします。次に、

第２項として「団員には、次により年額報酬を支給する。」を加え、団長以下、各階級の年額報酬

を現在の額に１万６，５００円を増額した額といたします。また、第３項として「団員が、災害、

捜索等の職務に従事する場合においては、別表に定める出動報酬を支給する。」を加えます。これ

に伴い、別表について「第１３条関係」を「第１２条関係」に改め、別表中、一番左の欄の種類

のうち、「水火災時の出動」を「災害の場合」に、「行方不明者発生時の捜索活動」を「行方不明

者発生時の捜索活動の場合」に改め、金額の欄を「１日につき８，０００円以内」に、また備考

を「４時間未満４，０００円、４時間以上８時間未満６，０００円、８時間以上８，０００円」

に改めます。さらに、別表中３行目の「警戒出動」、それから次のページをお開きください。２行

目の「ポンプ整備」、一番下の「予防消防・広報活動」の行を削除し、それらを、２行目の「団長

が指示する業務」としてまとめ、用務の中に「火災予防若しくは風水害等の警戒出動又は」を加

えます。金額については「１日につき２，５００円以内」に統一し、備考において、想定される

活動として「年末夜警２，５００円、夏季訓練又は講習指導１，５００円」を加えます。ただし、

ポンプ整備にかかる費用弁償については年額報酬に含めるものとし廃止いたします。 

 再び７ページにお戻りください。これら出動報酬の改正により、第１３条第 1項を削り、同条

第２項中「前項の場合を除き、」を削り、同項を同条第 1項とし、同条第３項を同条第２項といた

します。また、附則において、この条例は令和４年４月１日から施行するといたしております。

以上、「議案第４号 内子町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部を改正する

条例」についてのご説明とさせていただきます。よろしくご審議の上、ご決定賜りますようお願

いいたします。 

○議長（菊地幸雄君） これより、質疑に入ります。質疑はありませんか。 

〔「なし。」の声あり〕 

○議長（菊地幸雄君） ありませんので、これにて、質疑を終結します。 

お諮りします。「議案第４号」は、総務文教常任委員会に付託することにしたいと思います。

これに、ご異議ありませんか。 

〔「異議なし。」の声あり〕 

○議長（菊地幸雄君） ご異議なしと認めます。 

よって、「議案第４号」は、総務文教常任委員会に付託することに決定しました。

 

日程第１１ 議案第５号 内子町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 

○議長（菊地幸雄君） 「日程第１１ 議案第５号 内子町国民健康保険税条例の一部を改正す

る条例について」を議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

○町長（小野植正久君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 小野植町長。 

〔小野植正久町長登壇〕 
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○町長（小野植正久君） 議案第５号、内子町国民健康保険税条例の一部を改正する条例につき

ましては、内子町国民健康保険運営協議会の答申を受け、国民健康保険税率等の改定を行うた

め、条例の一部を改正するものでございます。 

 その内容につきましては、税務課長に説明致させますので、よろしくご審議の上、ご決定賜り

ますようお願いいたします。 

○税務課長（𠮷川博徳君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 𠮷川税務課長。 

〔𠮷川博徳税務課長登壇〕 

○税務課長（𠮷川博徳君） それでは、議案第５号、内子町国民健康保険税条例の一部を改正す

る条例について、ご説明させていただきます。 

議案書１の１６ページをお願いします。地方自治法第９６条第１項第１号の規定により議会の

議決を求めるものでございます。提案理由といたしましては、内子町国民健康保険運営協議会の

答申を受け、令和４年度からの国民健康保険税率等の改定を行うため内子町国民健康保険税条例

の一部を改正するものでございます。「内子町国民健康保険税条例の一部を改正する条例」の条

文は、１７ページから１８ページまで。次に、議案説明資料６の９ページから１２ページまでが

今回改正の「内子町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の新旧対照表」となっておりま

す。 

１３ページを説明資料としております。それでは、国民健康保険税条例の改正内容につきまし

て、この説明資料で説明させていただきます。上の表が現行税率、下の表が令和４年度に予定し

ている新税率で試算した国保税額でございます。予定している税率でございますが、下の表、下

から２行目の計のところをご覧ください。医療費分、後期高齢者分、介護保険分の合計を太枠の

一番下に記載してございます。所得割が１２．４％で差額のとおり２．３％の引き上げでござい

ます。資産割は３１．４％で１７．４％の引き下げ、応益割の内、均等割が４万８，５００円で

１万２，４００円の引き上げ、世帯別平等割は３万２，０００円で５，８００円の引き上げとな

ります。全体では、この引き上げによりまして、１人当たり年間国保税額は９万７０９円、世帯

当たりでは１４万６，６６４円となり、現行税率と比較しまして、１人当たり１万２，７８４

円、世帯当たり２万６７０円、率にして１６．４％の引き上げとなる見込みです。下の表、右

側、試算額の欄の下から２行目に町全体の国保税額見直額を記載しております。７割軽減等の減

免後の試算額は３億７，５８９万円となり、５，２９７万円の増収を見込んでおります。 

次のページ、１４ページをご覧いただきたいと思います。今回の税率改正により、被保険者世

帯でどのような影響があるのか、具体的に３つの世帯で試算しております。左側が現行税率、右

側が新税率による試算でございます。一番上の世帯は、２人家族の世帯で、年金収入２００万円、

固定資産税を１０万円支払っている６７歳の夫と、年金収入が７０万円の妻との２人世帯を想定

した場合の試算でございます。黒枠の中が世帯で納める国保税額です。計算式の説明は省略させ

ていただきますが、現行税率では、年額１１万８，７５０円のところ、新税率では１２万８，９

４０円、１万１９０円、約８．５％の引き上げとなります。２番目は農家で、４７歳の夫、４５

歳の妻、子ども２人世帯。一番下は５７歳、所得なしの単身世帯を想定しての試算でございます。

議案説明資料６の９ページから１２ページにかけて、条例改正の新旧対照表をつけておりますの
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で、ご覧いただけたらと思います。なお、この条例は令和４年４月１日から施行し、令和３年度

までの国民健康保険税については、従前の例によるものでございます。以上で、「国民健康保険税

条例の一部を改正する条例」の説明とさせていただきます。よろしくご審議の上、ご決定賜りま

すようお願い申し上げます。 

○議長（菊地幸雄君） これより、質疑に入ります。質疑はありませんか。 

〔「なし。」の声あり〕 

○議長（菊地幸雄君） ありませんので、これにて、質疑を終結します。 

お諮りします。「議案第５号」は、総務文教常任委員会に付託することにしたいと思います。

これに、ご異議ありませんか。 

〔「異議なし。」の声あり〕 

○議長（菊地幸雄君） ご異議なしと認めます。 

よって、「議案第５号」は、総務文教常任委員会に付託することに決定しました。 

 

  日程第１２ 議案第６号 内子町水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例に

ついて 

日程第１３ 議案第７号 内子町水道事業給水条例の一部を改正する条例について 

○議長（菊地幸雄君） 「日程第１２ 議案第６号 内子町水道事業の設置等に関する条例の一

部を改正する条例について」「日程第１３ 議案第７号 内子町水道事業給水条例の一部を改正

する条例について」以上２件を一括議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

○町長（小野植正久君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 小野植町長。 

〔小野植正久町長登壇〕 

○町長（小野植正久君） 議案第６号、内子町水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する

条例について、議案第７号、内子町水道事業給水条例の一部を改正する条例につきましては、と

もに内子町上水道第９次拡張事業に伴い、条例の一部を改正するもので、関連がございますので

一括提案させていただきます。 

 その内容につきましては、建設デザイン課長に説明致させますので、よろしくご審議の上、ご

決定賜りますようお願いいたします。 

○建設デザイン課長（谷岡祐二君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 谷岡建設デザイン課長。 

〔谷岡祐二建設デザイン課長登壇〕 

○建設デザイン課長（谷岡祐二君） 議案第６号及び議案第７号につきましては、関連がありま

すので一括して説明させていただきます。資料１議案書の１９ページ、２０ページをご覧くださ

い。議案第６号内子町水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例につきましては、内

子町第９次拡張事業に伴い、内子町水道事業の設置に関する条例の一部を改正するものでござい

ます。現在、内子町では住民のみなさまからご要望のありました小田地区を中心とした水道施設

の統合や未普及地域の解消を図るため、内子町上水道第９次拡張事業を計画し、愛媛県への認可
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申請の準備を行っております。この上水道第９次拡張事業計画の認可申請にあたりまして、水道

法などの関連法令に基づき、事業認可に必要となる計画目標年度の給水人口や１日最大給水量な

どにつきまして、将来推計を行い、計画目標年度の令和８年度における内子町水道事業全体とし

て算出した数値にそれぞれ改めるものでございます。資料６議案説明資料の１５ページをご覧く

ださい。新旧対照表でございます。将来推計により算出した数値に基づきまして、第２条第３項

中、給水人口１万４，７００人を１万４，０００人に改め、同条第４項中、１日最大給水量７，

９００㎥を６，８００㎥に改めるものでございます。 

続きまして、資料１議案書の２１ページ、２２ページをご覧ください。議案第７号内子町水道

事業給水条例の一部を改正する条例につきましては、同じく上水道第９次拡張事業計画の認可申

請にあたりまして、給水区域を改めるものでございます。資料６議案説明資料の１６ページをご

覧ください。新旧対照表でございます。今回の計画区域となります小田地区の旧簡易水道施設で

ある役場小田支所周辺の町下京の森区域、小田自治センタースバル周辺の恩地町上区域、内子高

校小田分校周辺の寺村区域、国道３７９号と３８０号の合流地点付近の突合区域の４施設を統合

するとともに、寺村区域から突合区域に至る間の未普及地域を給水区域に編入することとしてお

ります。これに伴いまして、内子町給水条例第２条の表、町下京の森区域の項から寺村区域の項

まで及び突合区域の項を削り、同表にこれらを統合した小田区域として加えるものでございま

す。以上簡単ではありますが、説明とさせて頂きます。よろしくお審議のうえ、ご決定賜ります

ようお願い致します。 

○議長（菊地幸雄君） これより、質疑に入ります。質疑はありませんか。   

〔「なし。」の声あり〕 

○議長（菊地幸雄君） ありませんので、これにて、質疑を終結します。 

まず、議案第６号について、討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし。」の声あり〕 

○議長（菊地幸雄君） これにて、討論を終結します。 

採決を行います。本案を原案のとおり決することに、賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（菊地幸雄君） 起立全員です。 

よって、議案第６号は、原案のとおり可決されました。 

次に、議案第７号について、討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし。」の声あり〕 

○議長（菊地幸雄君） これにて、討論を終結します。採決を行います。 

 本案を、原案のとおり決することに、賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（菊地幸雄君） 起立全員です。 

よって、議案第７号は、原案のとおり可決されました。 

 

日程第１４ 議案第８号 内子町附属機関設置条例の一部を改正する条例について 

○議長（菊地幸雄君） 「日程第１４ 議案第８号 内子町附属機関設置条例の一部を改正する
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条例について」を議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

○町長（小野植正久君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 小野植町長。 

〔小野植正久町長登壇〕 

○町長（小野植正久君） 議案第８号、内子町附属機関設置条例の一部を改正する条例につきま

しては、内子町一般廃棄物処理基本計画の改定を行うため、内子町一般廃棄物処理基本計画検討

委員会を設置することに伴い、条例の一部を改正するものでございます。 

 その内容につきましては、環境政策室長に説明致させますので、よろしくご審議の上、ご決定

賜りますようお願いいたします。 

○環境政策室長（高嶋由久子君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 高嶋環境政策室長。 

〔高嶋由久子環境政策室長登壇〕 

○環境政策室長（高嶋由久子君） それでは、議案第８号、内子町附属機関設置条例の一部改正

についてご説明をさせていただきます。 

議案書１、２３ページをお開きください。この改正は、内子町一般廃棄物処理基本計画の改正

に伴い、内子町一般廃棄物処理基本計画検討委員会を設置するため、内子町附属機関設置条例の

一部を改正するものでございます。一般廃棄物処理基本計画は、廃棄物の処理及び清掃に関する

法律第６条に基づき市町が定める計画でございます。現在の計画は、平成２５年３月に策定され

たもので、概ね５年ごとに評価・見直しを行うこととなっております。令和４年度は計画の改正

時期にあたり、その事項について調査・審議を行うため、検討委員会を地方自治法第１３８条の

４第３項の規定により附属機関設置にするものでございます。 

 詳細につきましては、議案説明資料６、１７ページの新旧対照表でご案内いたします。内子町

附属機関設置条例の別表におきまして、執行機関町長の部に、「内子町一般廃棄物処理基本計画検

討委員会」を追記し、担任事務として「町の一般廃棄物処理基本計画の策定及び改正に関する事

項について調査審議すること」、定数を「１２名」として、その任期につきましては、「当該計画

に関する事項の調査審議が終了するまでの期間」とさせていただきます。 

 最後に、附則にて、この条例は令和４年４月１日から施行するものといたします。以上、「議案

８号 内子町附属機関設置条例の一部改正について」の説明とさせていただきます。よろしくご

審議の上、ご決定賜りますよう、お願い申し上げます。 

○議長（菊地幸雄君） これより、質疑に入ります。質疑はありませんか。 

〔「なし。」の声あり〕 

○議長（菊地幸雄君） ありませんので、これにて、質疑を終結します。 

お諮りします。「議案第８号」は、産業建設厚生常任委員会に付託することにしたいと思いま

す。これに、ご異議ありませんか。 

〔「異議なし。」の声あり〕 

○議長（菊地幸雄君） ご異議なしと認めます。 

よって、「議案第８号」は、産業建設厚生常任委員会に付託することに決定しました。 
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  日程第１５ 議案第９号 内子町内子高等学校小田分校生徒を収容する寄宿舎施設条例の

一部を改正する条例について 

○議長（菊地幸雄君） 「日程第１５ 議案第９号 内子町内子高等学校小田分校生徒を収容す

る寄宿舎施設条例の一部を改正する条例について」を議題とします。 

提案理由の説明を求めます。 

○町長（小野植正久君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 小野植町長。 

〔小野植正久町長登壇〕 

○町長（小野植正久君） 議案第９号、内子町内子高等学校小田分校生徒を収容する寄宿舎施設

条例の一部を改正する条例につきましては、利用生徒の増加による寮の増設及び寮費の値上げ等

に伴い、条例の一部を改正するものでございます。 

 その内容につきましては、学校教育課長に説明致させますので、よろしくご審議の上、ご決定

賜りますようお願いいたします。 

○学校教育課長（亀岡秀俊君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 亀岡学校教育課長。 

〔亀岡秀俊学校教育課長登壇〕 

○学校教育課長（亀岡秀俊君） それでは、議案第９号、内子町内子高等学校小田分校生徒を収

容する寄宿舎施設条例の一部を改正する条例についてをご説明申し上げます。 

改正条例案につきましては、議案書１の２５、２６ページ、説明資料は、議案説明資料６の１

８ページに新旧対照表を掲載しております。 

議案書１の２５ページをご覧ください。提案の理由でございますが、小田分校寄宿舎施設にお

ける、利用生徒の増加による寮の増設及び寮費の値上げ等に伴い、内子町内子高等学校小田分校

生徒を収容する寄宿舎施設条例の一部を改正するものでございます。改正内容につきましては、

新旧対照表にてご説明させていただきます。 

議案説明資料６の１８ページをご覧ください。第２条、設置及び名称等では、名称及び位置を

示す表に、第４小田寮を追加するものです。現在の小田寮の敷地内にあります、内子町教職員住

宅２棟を、第４小田寮として活用することで、利用生徒の増加に対応し、入寮可能な部屋を確保

するものでございます。第１０条、寮費では、１カ月当たりの寮費について、平成２６年度から

据え置きとなっており、個室、相部屋ともに、食事代の値上がり相当額３，０００円を増額させ

ていただき、個室にあっては、「２６，７００円」を「２９，７００円」に、相部屋については、

「２４，１００円」を「２７，１００円」に、改めます。第１１条、寮費の徴収では、納入期限

を現状に合った表記に変更するもので、「毎月５日」を「請求のあった日の翌月５日」に改めます。

また、付則において、この条例は令和４年４月１日から施行するものでございます。以上、議案

第９号「内子町内子高等学校小田分校生徒を収容する寄宿舎施設条例の一部を改正する条例につ

いて」の説明とさせていただきます。よろしくご審議のうえ、ご決定賜りますようお願い申し上

げます。 

○議長（菊地幸雄君） これより、質疑に入ります。質疑はありませんか。   
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〔「なし。」の声あり〕 

○議長（菊地幸雄君） ありませんので、これにて、質疑を終結します。 

お諮りします。「議案第９号」は、総務文教常任委員会に付託することにしたいと思います。 

これに、ご異議ありませんか。 

〔「異議なし。」の声あり〕 

○議長（菊地幸雄君） ご異議なしと認めます。 

よって、「議案第９号」は、総務文教常任委員会に付託することに決定しました。 

ここで暫時休憩をします。午後２時２０分から再開します。 

 

午後 ２時０９分 休憩 

 

午後 ２時２０分 再開 

 

○議長（菊地幸雄君） 休憩前に続き、会議を開きます。 

 

  日程第１６ 議案第１０号 内子町田舎生活体験宿泊施設の指定管理者の指定について 

○議長（菊地幸雄君） 「日程第１６ 議案第１０号 内子町田舎生活体験宿泊施設の指定管理

者の指定について」を議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

○町長（小野植正久君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 小野植町長。 

〔小野植正久町長登壇〕 

○町長（小野植正久君） 議案第１０号 内子町田舎生活体験宿泊施設の指定管理者の指定につ

きましては、２月９日に開催致しました、公の施設指定管理者選定委員会の審査結果報告に基づ

く指定管理者の指定につき、地方自治法第２４４条の２第６項の規定により議会の議決を求める

ものでございます。 

その内容につきましては、自治・学習課長に説明致させますので、よろしくご審議の上、ご決

定賜りますようお願いいたします。 

○自治・学習課長（大久保裕記君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 大久保自治・学習課長。 

〔大久保裕記自治・学習課長登壇〕 

○自治・学習課長（大久保裕記君） それでは、議案第１０号、内子町田舎生活体験宿泊施設の

指定管理者の指定についてご説明申し上げます。 

 議案書２７ページをご覧ください。提案理由と致しまして、内子町田舎生活体験宿泊施設の指

定管理者について議会の議決を求めるものでございます。内子町田舎生活体験宿泊施設の指定管

理者の指定につきましては、令和４年２月９日開催の内子町公の施設指定管理者選定委員会にお

きまして、慎重に審議され、適当と認める旨の答申が町長にございました。指定の内容ですが、

指定管理者に管理を委任する施設の名称及び所在地について、名称が内子町田舎生活体験宿泊施、
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所在地が内子町五百木４１９２番地です。指定管理者に指定する団体の名称及び所在地ですが、

名称が長田まめなぎ会で、所在地は、内子町五百木４１９２番地です。長田まめなぎ会は、現在

会員数１５名で、主に長田自治会の会員有志を中心に構成されております。指定の期間につきま

しては、令和４年４月１日から令和９年３月３１日までの５か年とするものでございます。 

議案説明資料１９ページの位置図に建物の外観を掲載しております。田舎生活体験宿泊施設は

左側でございます。以上、議案第１０号、内子町田舎生活体験宿泊施設の指定管理者の指定につ

いての説明を終わります。よろしくご審議の上、ご決定賜りますようお願いいたします。 

○議長（菊地幸雄君） これより、質疑に入ります。質疑はありませんか。 

○９番（大木雄君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 大木雄議員。 

○９番（大木雄君） ちょっとお伺いしたいんですけど、年間の過去３年、４年の利用者等がお

分かりでしたら教えていただきたいと思います。 

○自治・学習課長（大久保裕記君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 大久保自治・学習課長。 

○自治・学習課長（大久保裕記君） 令和２年度だけしか集計してないんですけど、令和２年度

の利用者数が延べで１９８名となっております。内訳としましては、宿泊で１４８名、体験で１

９８名、それから日帰りの体験で５０名ということになっております。 

○議長（菊地幸雄君） 他に質疑はありませんか。 

〔「なし。」の声あり〕 

○議長（菊地幸雄君） ありませんので、これにて、質疑を終結します。 

お諮りします。「議案第１０号」は、総務文教常任委員会に付託することにしたいと思いま

す。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし。」の声あり〕 

○議長（菊地幸雄君） ご異議なしと認めます。 

よって、「議案第１０号」は、総務文教常任委員会に付託することに決定しました。 

 

  日程第１７ 議案第１１号 内子町田渡地区交流宿泊施設の指定管理者の指定について 

○議長（菊地幸雄君） 「日程第１７ 議案第１１号 内子町田渡地区交流宿泊施設の指定管理

者の指定について」を議題とします。 

 提案理由の説明を求めます。 

○町長（小野植正久君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 小野植町長。 

〔小野植正久町長登壇〕 

○町長（小野植正久君） 議案第１１号 内子町田渡地区交流宿泊施設の指定管理者の指定につ

きましては、２月９日に開催致しました、公の施設指定管理者選定委員会の審査結果報告に基づ

く指定管理者の指定につき、地方自治法第２４４条の２第６項の規定により議会の議決を求める

ものでございます。 
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その内容につきましては、自治・学習課長に説明致させますので、よろしくご審議の上、ご決

定賜りますようお願いいたします。 

○自治・学習課長（大久保裕記君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 大久保自治・学習課長。 

〔大久保裕記自治・学習課長登壇〕 

○自治・学習課長（大久保裕記君） それでは、議案第１１号、内子町田渡地区交流宿泊施設の

指定管理者の指定についてご説明申し上げます。 

 議案書２８ページをご覧ください。提案理由と致しまして、内子町田渡地区交流宿泊施設の指

定管理者の指定について議会の議決を求めるものでございます。内子町田渡地区交流宿泊施設の

指定管理者の指定につきましては、令和４年２月９日開催の内子町公の施設指定管理者選定委員

会におきまして、慎重に審議され、適当と認める旨の答申が町長にございました。指定の内容で

ございます。指定管理者に管理を委任する施設の名称及び所在地ですが、名称が内子町田渡地区

交流宿泊施設、所在地が内子町上田渡２８３番地です。指定管理者に指定する団体の名称及び所

在地ですが、名称が田渡地区自治会連絡会で、吉野川自治会、中田渡自治会、上田渡自治会、臼

杵自治会の４自治会で構成されており、旧田渡小学校区内の自治会になります。所在地は、内子

町上田渡８０５番地でございます。指定の期間につきましては、令和４年４月１日から令和９年

３月３１日までの５か年とするものでございます。議案第１０号同様、議案書資料１９ページの

位置図に建物外観、右側になりますが掲載しております。以上、議案第１１号、内子町田渡地区

交流宿泊施設の指定管理者の指定についての説明を終わります。よろしくご審議の上、ご決定賜

りますようお願いいたします。 

○議長（菊地幸雄君） これより、質疑に入ります。質疑はありませんか。 

〔「なし。」の声あり〕 

○議長（菊地幸雄君） ありませんので、これにて、質疑を終結します。 

お諮りします。「議案第１１号」は、総務文教常任委員会に付託することにしたいと思いま

す。ご異議ありませんか。 

〔「異議なし。」の声あり〕 

○議長（菊地幸雄君） ご異議なしと認めます。 

よって、「議案第１１号」は、総務文教常任委員会に付託することに決定しました。 

 

  日程第１８ 議案第１２号 内子町の特定の事務を取り扱う郵便局の指定の取消しに 

ついて 

○議長（菊地幸雄君） 「日程第１８ 議案第１２号 内子町の特定の事務を取り扱う郵便局の

指定の取消しについて」を議題とします。 

提案理由の説明を求めます。 

○町長（小野植正久君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 小野植町長。 

〔小野植正久町長登壇〕 
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○町長（小野植正久君） 議案第１２号 内子町の特定の事務を取り扱う郵便局の指定の取消し

につきましては、大瀬郵便局、立川郵便局及び満穂郵便局における住民票の写し等の証明書の交

付事務を終了することに伴い、町の特定の事務を取り扱う郵便局としての指定を取り消すため、

議会の議決を求めるものでございます。 

 その内容につきましては、住民課長に説明致させますので、よろしくご審議の上、ご決定賜り

ますようお願いいたします。 

○住民課長（西川安行君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 西川住民課長。 

〔西川安行住民課長登壇〕 

○住民課長（西川安行君） それでは、議案第１２号、内子町の特定の事務を取り扱う郵便局の

指定の取消しについてについてご説明申し上げます。 

議案書１の２９ページをお開きください。この指定の取消しについては、地方公共団体の特定

の事務の郵便局における取扱いに関する法律第３条第５項の規定により、大瀬、立川、満穂郵便

局での住民票の写し等の証明書交付等業務の取り扱いを令和４年３月３１日をもって、終了する

ことに伴い、議会の議決を求めるものです。詳細についてご説明いたします。この業務について

は、合併前、平成１５年４月１日より、旧内子町内４郵便局のうち、内子郵便局を除く３郵便局、

大瀬、立川、満穂の窓口において、証明書交付事務事業を開始しており、現在も継続中でありま

す。しかしながら、事業開始から１８年以上が経過する中で、平成１８年度の５５３件をピーク

に利用件数は減少しており、特に、満穂郵便局と立川郵便局は少ない状況であります。また、令

和３年の「地方公共団体の特定事務の郵便局における取扱いに関する法律の改正」により、郵便

局での取扱い可能な地方公共団体事務の受託範囲が拡大される一方で、日本郵便株式会社におけ

る事務受託に係る事務手数料も大幅に増額改訂されました。そのため、用件数が減少する中、継

続して郵便局へ業務を受託した場合の手数料の増、また通信に係る高性能ファクス等の維持管理

等の経費等を考慮すると、今後の郵便局での業務の継続は困難と判断し、よって、郵便局での業

務は、令和３年度で終了するものです。なお、大瀬郵便局に関しては、年間取扱い件数が６１件

と多く、職員の常駐する大瀬自治センターに業務を移管し、サービスを継続致します。なお、立

川、満穂郵便局でのご利用の皆さんには大変ご迷惑をお掛けしますが、今後は住民課で郵便局に

代わって手続き等のご相談をさせていただきたいと思います。以上で議案第１２号、内子町の特

定の事務を取り扱う郵便局の指定の取消しについてのご説明とさせていただきます。よろしくご

審議の上、ご決定を賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（菊地幸雄君） これより、質疑に入ります。質疑はありませんか。 

〔「なし。」の声あり〕 

○議長（菊地幸雄君） ありませんので、これにて、質疑を終結します。 

これより、討論にはいります。討論はありませんか。 

〔「なし。」の声あり〕 

○議長（菊地幸雄君） これにて、討論を終結します。 

これより、「議案第１２号 内子町の特定の事務を取り扱う郵便局の指定の取消しについて」

の採決を行います。本案を原案のとおり決することに、賛成の議員の起立を求めます。 
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〔賛成者起立〕 

○議長（菊地幸雄君） 起立多数です。 

よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

  日程第１９ 議案第１３号 令和３年度内子町一般会計補正予算（第１２号）について 

  日程第２０ 議案第１４号 令和３年度内子町国民健康保険事業特別会計補正予算 

（第３号）について 

  日程第２１ 議案第１５号  令和３年度内子町後期高齢者医療保険事業特別会計補正予算

（第１号）について 

  日程第２２ 議案第１６号 令和３年度内子町介護保険事業特別会計補正予算（第４号）

について 

  日程第２３ 議案第１７号 令和３年度内子町介護保険サービス事業特別会計補正予算

（第２号）について 

  日程第２４ 議案第１８号 令和３年度内子高等学校小田分校寄宿舎特別会計補正予算

（第２号）について  

  日程第２５ 議案第１９号 令和３年度内子町水道事業会計補正予算（第３号） 

について 

  日程第２６ 議案第２０号 令和３年度内子町下水道事業会計補正予算（第３号） 

について 

○議長（菊地幸雄君） 「日程第１９ 議案第１３号 令和３年度内子町一般会計補正予算（第

１２号）について」「日程第２０ 議案第１４号 令和３年度内子町国民健康保険事業特別会計

補正予算（第３号）について」「日程第２１ 議案第１５号 令和３年度内子町後期高齢者医療

保険事業特別会計補正予算（第１号）について」「日程第２２ 議案第１６号 令和３年度内子

町介護保険事業特別会計補正予算（第４号）について」「日程第２３ 議案第１７号 令和３年

度内子町介護保険サービス事業特別会計補正予算（第２号）について」「日程第２４ 議案第１

８号 令和３年度内子高等学校小田分校寄宿舎特別会計補正予算（第２号）について」「日程第

２５ 議案第１９号 令和３年度内子町水道事業会計補正予算（第３号）について」「日程第２

６ 議案第２０号 令和３年度内子町下水道事業会計補正予算（第３号）について」以上８件を

一括議題とします。 

提案理由の説明を求めます。 

○町長（小野植正久君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 小野植町長。 

〔小野植正久町長登壇〕 

○町長（小野植正久君） 議案第１３号、令和３年度内子町一般会計補正予算（第１２号）につ

いて、議案第１４号、令和３年度内子町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）につい

て、議案第１５号、令和３年度内子町後期高齢者医療保険事業特別会計補正予算（第１号）につ

いて、議案第１６号、令和３年度内子町介護保険事業特別会計補正予算（第４号）について、議

案第１７号、和３年度内子町介護保険サービス事業特別会計補正予算（第２号）について、議案
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第１８号、令和３年度内子高等学校小田分校寄宿舎特別会計補正予算（第２号）について、議案

第１９号、令和３年度内子町水道事業会計補正予算（第３号）について、議案第２０号、令和３

年度内子町下水道事業会計補正予算（第３号）について、以上８件につきまして一括してご説明

申し上げます。議案書２、補正予算関係をお手元にご用意ください。 

まず、水色の仕切り、議案第１３号、令和３年度内子町一般会計補正予算（第１２号）につい

てご説明致します。１ページをお願いします。令和３年度内子町一般会計補正予算（第１２号）

につきましては、歳入歳出それぞれ２億６４１万円を追加し、歳入歳出予算の総額を１１３億８，

４９０万円と定めるものでございます。前年度の３月補正後予算と比較して１１億８，３３８万

円、９．４％の減額となっております。 

９ページをお願いします。翌年度に繰り越して使用することができる経費を、第２表、繰越明

許費に定めております。 

１１ページをお願いします。第３表として、地方債の補正を定めております。 

１６ページをお願いします。歳入歳出補正予算事項別明細書、歳出の部の表中右側に補正予算

の財源を示しております。その内訳につきましては、国県支出金４，３９５万円の増額、地方債

３，２５０万円の減額、その他特定財源２，０８０万１，０００円の減額、一般財源２億１，５

７６万１，０００円の増額となっております。今回の補正は、国の１次補正に伴う増額計上のほ

か、事業費の決算見込み、財源の確定等による既決予算の調整が主な内容となっております。そ

れでは、主な補正についてご説明させて頂きます。 

まず、歳入でございます。１８ページをお願いします。上段でございます。１０款１項１目、

地方交付税でございます。令和３年度普通交付税の額について、国の補正予算により地方交付税

総額が増額したことを受け、令和３年度普通交付税の再算定が行われ令和３年１２月２４日に変

更決定されました。内子町においては、１億８，５５２万９，０００円増額し、普通交付税は４

６億８，２４０万円となります。 

１９ページをお願いします。下段でございます。１３款１項７目、教育使用料でございます。

３節の歴史文化施設使用料において１，００２万５，０００円の減額補正をおこなっておりま

す。新型コロナウイルス感染症の影響により資料館上我芳邸、歴史民俗資料館、内子座等の入館

者数の減少に伴い減額を行っているものです。 

２０ページをお願いします。中段でございます。１４款１項２目、衛生費国庫補助金でござい

ます。新型コロナウイルスワクチンの３回目接種の前倒しに伴う補助金として、３節、予防接種

対策国庫負担金８０８万４，０００円、及び、次ページ上段の２項、国庫補助金、３目、衛生費

国庫補助金、２節、保健衛生費国庫補助金のうち、新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事

業費補助金として２２７万２，０００円の追加補正を行っております。  

２０ページにお戻りください。下段でございます。１４款２項１目、総務費国庫補助金でござ

います。１８節、個人番号カード関連事業費補助金においては、マイナンバーカード所有者の転

出・転入手続きのワンストップ化に直接必要となる機能の住民記録システムへの整備に係る経費

の補助として３１４万９，０００円を増額計上しております。次に、２４節、新型コロナウイル

ス感染症対応地方創生臨時交付金でございます。国の補正予算第１号により追加交付があり、今

年度充当予定分として、６，１０１万１，０００円の増額補正を行っております。 
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２３ページをお願いします。中段でございます。１５款２項５目、商工費県補助金でございま

すが、１節、観光費県補助金として、自然環境整備交付金事業費補助金１８０万円を増額計上し

ております。同じく２節、商工振興費県補助金として、えひめ版事業者応援金給付事業費県補助

金の確定により１，３６５万円の減額補正をしております。 

 ２４ページをお願いします。中段でございます。１８款１項１目、基金繰入金でございます

が、総額６２３万円の減額補正を行っております。財政調整基金、公共施設整備基金、森林環境

譲与税基金などにおいて減額補正をおこなっております。 

２６ページをお願いします。２１款１項、町債でございます。事業費の減、起債事業の調整に

ともない、町債総額で３，２５０万円の減額補正を行っております。 

続きまして、主な歳出です。３２ページをお願いします。上段でございます。２款４項４目、

町議会議員選挙費の１８節、負担金、補助及び交付金でございます。選挙運動公費負担金の実績

にともない、１，０４６万３，０００円の減額補正を行っております。 

 ３５ページをお願いします。上段でございます。３款１項７目、老人福祉費の１８節、負担

金、補助及び交付金でございます。うち、補助金について、高齢者福祉施設等における新型コロ

ナウイルス感染症検査費用補助等の実績に伴い２，７８８万４，０００円の減額補正を行ってお

ります。下段でございます。８目、介護保険費の２７節、繰出金でございます。介護保険事業特

別会計・介護保険サービス事業特別会計の繰出金として、１，１９２万円の増額補正を行ってお

ります。 

３９ページをお願いします。中段でございます。４款１項３目、予防費の１２節、委託料でご

ざいます。各種予防接種等委託については、実績に伴い減額補正としていますが、新型コロナウ

イルスワクチン接種の前倒しにかかる経費を増額したことにより、３８９万７，０００円の増額

補正としております。 

４０ページをお願いします。上段でございます。４款１項４目、環境衛生費の１８節、負担

金、補助及び交付金でございます。うち、補助金につきましては、合併処理浄化槽設置補助等の

実績にともない、９６６万６，０００円の減額補正を行っております。 

４２ページをお願いします。上段でございます。６款１項５目、農山漁村活性化対策費でござ

います。新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金（国補正予算）を活用して、からり

におけるキャッシュレス関係の整備等を行うことで従業員の接触機会を減少させるシステムの構

築を行うもので、委託料として９０５万３，０００円を増額計上しております。 

 ４３ページをお願いします。中段でございます。６款２項２目、林業振興費でございます。１

８節、負担金、補助及び交付金のうち、環境林整備事業補助や町産材利用木造住宅建築補助など

の実績の減により補助金として１，２９７万４，０００円の減額補正を行っております。 

 ４４ページをお願いします。中段でございます。7款１項１目、商工総務費の１８節、負担

金、補助及び交付金のうち、交付金として７８２万１，０００円の減額を行っております。えひ

め版応援金給付金の実績に伴い減額補正を行っているものです。 

中段でございます。７款１項２目、観光費でございます。１８節、負担金、補助及び交付金の

うち、負担金として、えひめ南予きずな博負担金を１，１４５万８，０００円の減額補正を行っ
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ております。これにつきましては、令和３年度に実施予定ではありましたが、新型コロナウイル

ス感染症の影響により令和４年度に実施されることとなり減額補正を行ったものです。 

４５ページをお願いします。上段でございます。７款１項３目、観光施設費の１４節、工事請

負費でございます。国の１次補正、新型コロナウイルスの感染拡大により減退した地域経済の再

活性化を目的、自然環境整備交付金として、小田深山渓谷遊歩道整備工事に４００万円を計上し

ております。 

４６ページでございます。上段でございます。８款２項３目、道路橋梁新設改良費の１８節、

負担金、補助及び交付金でございます。県道整備事業に係る追加配分により市町村の負担金、

７％として５９８万５，０００円の増額補正を行っております。 

続いて、下段でございます。８款４項１目、都市計画総務費の１８節、負担金、補助及び交付

金でございます。木造住宅耐震改修事業補助金など実績に伴い、１４７万５，０００円の減額、

また２７節、繰出金においては、下水道事業会計への繰出金として８５２万３，０００円の減額

補正を行っております。 

４８ページをお願いします。中段でございます。９款１項１目、常備消防費の１８節、負担

金、補助及び交付金でございます。大洲地区広域消防事務組合負担金として１，５９１万５，０

００円の減額補正を行っております。 

 ５４ページをお願いします。中段でございます。１０款５項３目、自治センター費の１４節、

工事請負費でございます。和田自治会館及び平野自治会館の新築工事の入札減少等により２，５

０５万１，０００円の減額補正を行っております。 

５５ページをお願いします。下段でございます。１０款５項６目、伝統文化施設総務費の１２

節、委託料でございます。新型コロナウイルス感染症の影響により文化創造事業公演などの実施

ができなかったことにより、９２０万円の減額補正を行っております。 

５８ページをお願いします。下段でございます。１３款１項１目、基金費でございます。財政

調整基金積立金２，１７８万５，０００円、減債基金積立金６，９３２万６，０００円、公共施

設整備基金積立金２億円、エコロジータウン内子ふるさと応援基金積立金△１００万円、地域振

興基金積立金２億円をそれぞれ補正いたしてございます。 

続きまして、オレンジ色の仕切り、議案第１４号、令和３年度内子町国民健康保険事業特別会

計補正予算（第３号）についてでございます。１ページをお願いします。令和３年度内子町国民

健康保険事業特別会計補正予算（第３号）につきましては、保険給付費の見込み及び療養給付費

等の実績に伴い、歳入歳出それぞれ１億３，３７０万２，０００円を減額し、歳入歳出予算の総

額を、２０億３，０１１万１，０００円としております。 

続きまして、紫色の仕切り、議案第１５号、令和３年度内子町後期高齢者医療保険事業特別会

計補正予算（第１号）でございます。１ページをお願いします。令和３年度内子町後期高齢者医

療保険事業特別会計補正予算（第１号）につきましては、後期高齢者医療広域連合納付金、保険

基盤安定負担金の確定などにより、歳入歳出それぞれ１８２万１，０００円を追加し、歳入歳出

予算の総額を２億５，３１６万９，０００円としております。 

続きまして、ピンク色の仕切り、議案第１６号、令和３年度内子町介護保険事業特別会計補正

予算（第４号）でございます。１ページをお願いします。施設介護サービス給付費、居宅介護
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サービス給付費の増などにより、歳入歳出それぞれ４，４４６万８，０００円を追加し、歳入歳

出予算の総額を２７億８，２０３万２，０００円としております。 

 続きまして、ピンク色の仕切り、議案第１７号、令和３年度内子町介護保険サービス事業特別

会計補正予算（第２号）でございます。１ページをお願いします。職員人件費の減により、歳入

歳出それぞれ３９万円を減額し、歳入歳出予算の総額を１，４４２万円としております。 

続きまして、オレンジ色の仕切り、議案第１８号、令和３年度内子高等学校小田分校寄宿舎特

別会計補正予算（第２号）でございます。１ページをお願いします。小田分校寄宿舎事業につき

ましては、令和３年度の入寮者数の確定と実績にともない寮生給食委託料等が減少となり、歳入

歳出それぞれ１１４万４，０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を１，７７７万７，０００円

としております。 

続きまして、浅黄色の仕切り、議案第１９号、令和３年度内子町水道事業会計補正予算（第３

号）でございます。１ページをお願いします。第２条、収益的収入及び支出の補正でございます。

収入については、水道使用料などの減により３５７万６，０００円の減、支出については、修繕

費、減価償却費の減などにより１，８７１万７，０００円の減額を見込んでいます。 

２ページをお願いします。第３条、資本的収入及び支出の補正でございます。収入について

は、定期預金の満期などにより、２億１，４３３万１，０００円の増、支出については、配水管

耐震化事業等の減及び定期預金預入れにより１億７，２９５万円の増を見込んでいます。 

 続きまして、同じく浅黄色の仕切り、議案第２０号、令和３年度内子町下水道事業会計補正予

算（第３号）でございます。１ページをお願いします。第２条、収益的収入及び支出の補正でご

ざいます。収入については、営業収入において下水道料金収入等１２７万３，０００円の見込み

減、営業外収益において維持管理費の減などによる一般会計繰入金等７７３万７，０００円の減

により、８９５万８，０００円の減額を見込んでいます。支出については、営業費用において、

終末処理場費等の支出見込み減等により８９５万８，０００円の減額を見込んでいます。以上、

簡単ではございますが、議案第１３号、令和３年度内子町一般会計補正予算（第１２号）から、

議案第２０号、令和３年度内子町下水道事業会計補正予算（第３号）までの８件につきましてご

説明致しました。よろしくご審議の上、ご決定賜りますようお願いいたします。 

○議長（菊地幸雄君） これより、質疑に入ります。質疑はありませんか。 

〔「なし。」の声あり〕 

○議長（菊地幸雄君） ありませんので、これにて、質疑を終結します。 

お諮りします。「議案第１３号」から「議案第２０号」までの補正予算８議案は、予算決算常

任委員会に付託することにしたいと思います。これに、ご異議ありませんか。 

〔「異議なし。」の声あり〕 

○議長（菊地幸雄君） ご異議なしと認めます。 

よって、「議案第１３号」から「議案第２０号」までの補正予算８議案は、予算決算常任委員

会に付託することに決定しました。 

 

日程第２７ 議案第２１号 令和４年度内子町一般会計予算について 

日程第２８ 議案第２２号  令和４年度内子町国民健康保険事業特別会計予算について 
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日程第２９ 議案第２３号 令和４年度内子町後期高齢者医療保険事業特別会計予算に 

ついて 

日程第３０ 議案第２４号 令和４年度内子町介護保険事業特別会計予算について 

日程第３１ 議案第２５号 令和４年度内子町介護保険サービス事業特別会計予算に 

ついて 

日程第３２ 議案第２６号 令和４年度内子高等学校小田分校寄宿舎特別会計予算に 

ついて 

日程第３３ 議案第２７号 令和４年度内子町水道事業会計予算について 

日程第３４ 議案第２８号 令和４年度内子町下水道事業会計予算について 

○議長（菊地幸雄君） 「日程第２７ 議案第２１号 令和４年度内子町一般会計予算について」

「日程第２８ 議案第２２号 令和４年度内子町国民健康保険事業特別会計予算について」「日

程第２９ 議案第２３号 令和４年度内子町後期高齢者医療保険事業特別会計予算について」「日

程第３０ 議案第２４号 令和４年度内子町介護保険事業特別会計予算について」「日程第３１ 

議案第２５号 令和４年度内子町介護保険サービス事業特別会計予算について」「日程第３２ 議

案第２６号 令和４年度内子高等学校小田分校寄宿舎特別会計予算について」「日程第３３ 議

案第２７号 令和４年度内子町水道事業会計予算について」「日程第３４ 議案第２８号 令和

４年度内子町下水道事業会計予算について」以上８議案を一括議題とします。 

提案理由の説明を求めます。 

○町長（小野植正久君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 小野植町長。 

〔小野植正久町長登壇〕 

○町長（小野植正久君） 議案第２１号、令和４年度内子町一般会計予算について、議案第２２

号、令和４年度内子町国民健康保険事業特別会計予算について、議案第２３号、令和４年度内子

町後期高齢者医療保険事業特別会計予算について、議案第２４号、令和４年度内子町介護保険事

業特別会計予算について、議案第２５号、令和４年度内子町介護保険サービス事業特別会計予算

について、議案第２６号、令和４年度内子高等学校小田分校寄宿舎特別会計予算について、議案

第２７号、令和４年度内子町水道事業会計予算について、議案第２８号、令和４年度内子町下水

道事業会計予算について、以上８件につきまして、一括してご説明申し上げます。 

議案書３をお手元にご用意ください。議案第２１号、令和４年度内子町一般会計予算について

でございます。令和４年度の予算編成につきましては、内子町総合計画に掲げた重点施策「ミラ

イ・プラン」の着実な進展を図るとともに、社会の動向や行政ニーズの変化を的確に捉え、新た

な政策課題に積極的に取り組むこととします。また、新型コロナウイルス感染症による危機を確

実に乗り越えるための必要な措置に加え、感染拡大により明らかとなった課題に対し対策を講じ

るなど、コロナ禍においても持続可能な行政サービスに向けた取組を進めることとします。今後

の施策展開に対応する弾力的な財政体質を確立するため、事業の検証・評価・見直しの徹底や、

選択と集中により健全財政を最優先に考え、最小のコストで最大の効果が発揮できるよう、多く

の町民の皆さん方と協働しながら内子らしい町づくりに取り組んでいくための予算と致しまし

た。 



令和 4 年 3 月第 124 回内子町議会定例会 

- 91 - 

 予算書の１ページをお願いします。第１条で、令和４年度内子町一般会計当初予算案は、歳入

歳出それぞれ９３億１，３００万円と定めております。予算規模は、本年度当初予算と比較して

５億８００万円の増額、率にして５．８％の増でございます。第２条では、９ページの第２表、

債務負担行為として、本庁舎空調機整備事業など８件の債務負担行為を設定しております。第３

条では、１１ページの第３表、地方債として、合併特例事業債をはじめ、地方債を設定しており

ます。 

１６ページをお願いします。歳入歳出予算事項別明細書、歳出の部の表中右側、一般会計予算

の財源を示しています。その内訳につきましては、国県支出金１４億３，２２２万４，０００円、

地方債３億９，５１０万円、その他特定財源８億４，１０５万円、一般財源６６億４，４６２万

６，０００円となっております。 

それでは、はじめに歳入です。１９ページをお願いします。下段の１０款、地方交付税でござ

いますが、４３億９，０００万円を計上しております。うち、普通交付税につきましては今年度

と比較して８，０００万円の増額計上をしております。 

２４ページをお願いいたします。中段でございます。１４款１項２目、衛生費国庫負担金でご

ざいます。３節、予防接種対策国庫負担金として新型コロナウイルスワクチン接種対策費国庫負

担金２，９０８万１，０００円を計上しております。 

あわせて、２５ページの上段でございます。１４款２項３目、衛生費国庫補助金でございま

す。２節、保健衛生費国庫補助金におきまして新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業費

補助金として、２，１３３万円を計上しております。 

 ２４ページにお戻りください。下段でございます。１４款２項１目、総務費国庫補助金でござ

います。令和３年１１月１９日に閣議決定されました「コロナ克服・新時代開拓のための経済対

策」において「新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を措置し、都道府県等が、地

域の実情に応じて、必要な感染防止策等の事業を実施できるようにする。」等とされたことを踏

まえ、国の令和３年度補正予算で臨時交付金６．８兆円が追加計上され、令和４年度に充当する

額として、２４節に１億４，２００万円を計上しております。 

続きまして主な歳出でございます。３８ページをお願いします。中段でございます。１款１項

１目、議会費でございます。新型コロナウイルス感染症対策として、議会傍聴席の三密を回避し、

多くの町民に開かれた議会を目指し、議会会場の映像を配信することで本議会を傍聴できる体制

を整備するため、１４節、工事請負費に３，０６５万８，０００円を計上しております。また、

１７節、備品購入費において、二酸化炭素濃度を減少させるため空気を循環させるサーキュレー

ターの整備として１３万５，０００円を計上しております。 

 ５０ページをお願いします。下段です。２款４項、選挙費でございます。令和４年１１月執行

予定の愛媛県知事選挙に１，３３９万４，０００円。 

５１ページをお願いします。中段です。令和５年４月執行予定の愛媛県議会議員選挙に２９１

万３，０００円。令和４年７月執行予定の参議院議員選挙に１，７８８万３，０００円を計上し

ております。 
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５５ページをお願いします。上段でございます。３款１項１目、社会福祉総務費の２７節、繰

出金でございます。国民健康保険事業特別会計への繰出金として、国民健康保険基盤安定事業、

出産育児一時金、職員人件費などを含めた１億６，９９６万７，０００円を計上しております。 

５７ページをお願いします。下段から次ページ上段でございます。３款１項５目、心身障がい

者福祉費の１９節、扶助費でございます。障害者総合支援法に規定される地域生活支援事業、自

立支援給付費、重度心身障がい者医療費などの扶助費として、４億８，８９０万４，０００円を

計上しております。 

５９ページをお願いします。中段です。３款１項８目、介護保険費の２７節、繰出金でござい

ます。介護保険事業特別会計及び介護保険サービス事業特別会計への繰出金として４億４，０９

９万円を計上しております。 

６０ページをお願いします。中段でございます。３款２項１目、児童福祉総務費でございます。

１９節「扶助費」として、０歳から１８歳になって最初に迎える年度末までの子どもの医療費等

について助成する「子ども医療費」をはじめ、児童手当、愛顔の子育て応援事業費などに２億４，

９０８万８，０００円を計上しております。その下の３款２項２目、保育園費に、４億４，１０

７万９，０００円を計上しております。五十崎こども園の管理運営費、内子・くるみ・五城・大

瀬保育園運営負担金等について計上しております。 

６７ページをお願いします。下段でございます。４款１項３目、予防費に、１億１，９８８万

９，０００円を計上しております。このうち、新型コロナウイルスワクチン接種関連経費として 

４，００２万円を計上しております。また、新型コロナウイルス感染拡大を防止するため、感染

拡大地域への往来や行政検査の対象とならない住民に対し、無料の検査キットを配布する事業と

して２，２３３万２，０００円を計上しております。 

６９ページをお願いします。４款１項４目、環境衛生費でございます。１２節、委託料のうち、

再生可能エネルギー導入目標策定支援業務委託料として９９０万円計上しております。地方公共

団体における２０５０年までの二酸化炭素削減目標を見据えて、どの再エネを、どのくらい、ど

のように導入し、有効活用するかについて、地域全体で合意された目標を定めるための調査検討

や合意形成の支援業務委託でございます。 

７０ページをお願いします。下段でございます。４款２項１目、塵芥処理費でございます。ク

リーンセンター及びリサイクルセンターにおける施設運転管理委託など、総額３億２，８２８万

３，０００円を計上しております。 

７６ページをお願いします。上段でございます。６款１項３目、農業振興費の１８節、負担

金、補助及び交付金でございます。農業の生産条件が不利な地域における農業生産活動を継続す

るため、国及び地方自治体による支援を行う制度として、平成１２年度から実施してきており、

令和４年度においても６１地域に交付する中山間直接支払交付金として、６，６９６万９，００

０円を計上しております。 

７７ページをお願いします。６款１項８目、県営中山間地域総合整備事業費の１８節、負担

金、補助及び交付金でございます。満穂地区の営農飲雑用水施設整備事業や門松、大登、２３０

高地の農業用用排水施設整備に対する負担金等として、１，８１８万５，０００円を計上してお

ります。 
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７９ページから８０ページをお願いします。６款２項２目、林業振興費の１８節、負担金、補

助及び交付金でございます。条件不利地や、鳥獣害等を受けた被害森林のような、通常の林業的

な取組で対応できない森林の整備を強化するための森林環境保全整備事業補助金、有害鳥獣捕獲

奨励金などの補助金として８，１３３万４，０００円を計上しております。 

８３ページをお願いします。７款１項１目、商工総務費の１８節、負担金、補助及び交付金で

ございます。うち、令和３年度国の１次補正分として、新型コロナウイルス感染症対応地方創生

臨時交付金の充当事業、プレミアム付き応援チケット事業、内子キャッシュレス決済プレミアム

還元事業などを含み、８，１０１万１，０００円を計上しております。 

８４ページをお願いします。７款１項２目、観光費の１８節、負担金、補助及び交付金でござ

います。令和４年度に延期される、えひめ南予きずな博負担金や観光協会育成補助金など４，９

１６万７，０００円を計上しております。 

８７ページをお願いします。８款２項２目、道路橋梁維持修繕費の１４節、工事請負費でござ

います。町道の舗装修繕などを含めた町道の道路維持補修工事費４，０００万円を計上しており

ます。また、１５節、原材料費には、生コンなど補修材等の原材料支給として１，０５０万円、

１８節、負担金、補助及び交付金には、町道除草等に伴う補助金として４５０万円をそれぞれ計

上しております。 

８８ページをお願いします。上段でございます。８款２項３目、道路橋梁新設改良費でござい

ます。１４節、工事請負費として町道西横の地線などの改良工事に８，００１万円、１８節、負

担金、補助及び交付金として、県道改良事業負担金１，３７２万円を計上しております。 

９０ページをお願いします。上段でございます。８款４項１目、都市計画総務費でございます。

子どもたちが安心して安全に過ごせる公園を整備するために、１２節、委託料として上町児童公

園、新川児童公園の測量設計業務委託を含む１，７４６万９，０００円、１４節、工事請負費と

して、新川児童公園施設改修工事 １，８８６万８，０００円を計上しております。 

９３ページをお願いします。中段でございます。９款１項１目、常備消防費でございます。大

洲地区広域消防事務組合負担金、３億３，３０７万２，０００円を計上しています。 

 ９４ページをお願いします。中段でございます。９款１項２目、非常備消防費でございます。

１０節、需用費として、消防団員の活動服・ヘルメットの更新など、２，４２６万３，０００円

を計上しております。 

９５ページをお願いします。９款１項３目、消防施設費でございます。１７節、備品購入費に

は、立川２部、参川２部の小型動力ポンプ及び積載車購入費として、２，１４２万９，０００円

を計上しています。 

９８ページをお願いします。中段でございます。１０款１項３目、教育諸費でございます。１

２節、委託料として、内子高等学校小田分校寄宿舎の寮室の不足が見込まれることから、小田分

校仮設寮新築に伴う設計監理委託を含み８２５万５，０００円を計上しています。 

９９ページ、中段をお願いします。１０款１項４目、学校情報通信技術環境整備事業費でござ

います。新型コロナウイルス感染症の影響によりオンライン授業を行う必要が発生した場合に備

えて、オンライン・遠隔教育環境の充実を図るために大型提示装置の整備として、１７節、備品
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購入費に１，５０４万８，０００円、１０節、需用費の消耗品費にタッチペンやヘッドセットの

整備として、４５７万３，０００円を計上しております。 

１０８ページ、中段をお願いします。１０款５項３目、自治センター費の１２節、委託料でご

ざいます。柿原自治会館新設工事設計業務委託など含み２，２６７万７，０００円を、また１４

節、工事請負費には、内子自治センター空調設備改修工事、五十崎自治センター空調設備改修工

事、旧平野自治会館解体工事、小田自治センター防水工事など５，３８５万６，０００円を計上

しております。 

１１２ページ、中段をお願いします。１０款５項６目、伝統文化施設総務費の１２節、委託料

でございます。茂山狂言公演関連委託、内子座保存修理事業委託など３，３９５万９，０００円

を計上しております。 

続きまして、議案書４をお手元にご用意ください。まず、オレンジ色の仕切り、議案第２２

号、令和４年度内子町国民健康保険事業特別会計予算でございます。１ページをお願いします。

国民健康保険事業は、愛媛県が財政運営の責任主体となった一方、町は引き続き、資格管理、保

険給付、保険税の決定、賦課・徴収、保健事業等、地域のきめ細かい事業を担うこととされてい

ます。今年度においては、市町村事務処理標準システムの利用開始によりサービスの効率化や経

費削減を図っていきます。今後、被保険者数は、高齢化と人口減少に伴い減少すると見込まれま

すが、１人当たりの医療費は増加傾向にあります。よって、令和４年度の当初予算につきまして

は、前年度比、１，４０７万９，０００円の減額予算編成となり、第１条において、歳入歳出予

算の総額をそれぞれ、２１億５，１７９万６，０００円と致しております。 

 続きまして、紫色の仕切り、議案第２３号、令和４年度内子町後期高齢者医療保険事業特別会

計予算でございます。１ページをお願いします。後期高齢者医療保険事業は７５歳以上の高齢者

が安心して医療を受けられるよう、県後期高齢者医療広域連合と連携して、適正な運営に努めて

います。保険料については２年毎に見直しが行われ、令和４年度に改定が行われます。一人あた

りの給付費、被保険者数の増加などにより保険料率も年々上昇しております。令和４年度の当初

予算につきましては、前年度比、２，３５５万７，０００円の増額予算の編成となっており、第

１条において、歳入歳出予算の総額をそれぞれ２億７，４９０万５，０００円と致しております。 

 続きまして、ピンク色の仕切り、議案第２４号、令和４年度内子町介護保険事業特別会計予算

でございます。１ページをお願いします。令和４年度における介護保険事業は、令和３年度に第

８期介護保険事業計画を策定して２年目となります。年々増加していく介護給付費を抑制するた

め、介護給付の適正化を推進していくとともに、高齢者の自立支援や重度化防止を図り、地域共

生社会の実現に向けた地域包括ケアシステムを推進することにより、住み慣れた地域で生活でき

る体制を構築して参ります。令和４年度の当初予算につきましては、前年度比、９，６７２万２，

０００円の増額予算編成となっており、第１条において、歳入歳出予算の総額をそれぞれ２７億

３，５７２万２，０００円と致しております。 

続きまして、同じくピンク色の仕切り、議案第２５号、令和４年度内子町介護保険サービス事

業特別会計予算でございます。１ページをお願いします。介護保険サービス事業につきましては、

要支援１・２の認定者に対して介護予防プランの作成にかかる予算として、令和４年度の当初予
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算につきましては、第１条において、歳入歳出予算の総額をそれぞれ１，３４８万５千円と致し

ております。 

続きまして、オレンジ色の仕切り、議案第２６号、令和４年度内子高等学校小田分校寄宿舎特

別会計予算でございます。１ページをお願いします。内子高等学校小田分校寄宿舎特別会計予算

につきましては、寄宿舎管理運営等事業の経費でございます。令和４年度は、寄宿舎生３６名を

見込んでいます。寄宿舎生が増加することからそれに伴う光熱水費、給食委託などを増額してお

ります。また、県外から来る寄宿舎生に帰省時の旅費の一部を補助するなどの補助金を計上して

います。第１条において、歳入歳出予算の総額をそれぞれ２，６０２万４，０００円と致してお

ります。 

 続きまして、議案書５をお手元にご用意ください。まず、浅黄色の仕切り、議案第２７号、令

和４年度内子町水道事業会計予算でございます。１ページをお願いします。令和４年度の業務予

定量につきましては、給水戸数６，６９１戸、年間給水量１５５万９，０００㎥。一日平均給水

量４，２７１㎥を見込んでおります。主な建設改良事業といたしまして、配水管耐震化事業、鵜

川地区未普及解消事業、小田地区基幹改良事業がございます。 

２ページをお願いします。まず、第３条の収益的収入及び支出でございます。収入は、営業収

益を２億７，８１０万１，０００円、営業外収益を１億６，０９０万７，０００円、事業収益の

総額を４億３，９０３万円と見込んでおります。昨年度と比較しまして、２．２％の減額となっ

ております。支出は、減価償却費も含めた営業費用が３億７，４１３万７，０００円、企業債償

還利息等の営業外費用が３，７８９万６，０００円で、水道事業費用の総額は４億１，４１５万

３，０００円を計上しております。支出の総額は、昨年度と比較しまして、２．１％の減額となっ

ております。 

続いて、第４条の資本的収入及び支出でございます。収入は、事業実施に伴う企業債及び補助

金、有価証券の満期による収入等を含め、４億１，９５０万９，０００円を計上しています。支

出は、建設改良費として２億６，６６５万円、企業債償還金として１億４，８６６万７，０００

円、有価証券の購入として１億円を計上しています。資本的支出の総額は、５億１，５３１万７，

０００円を見込んでおり、対前年度９０．１％の増となっております。 

続きまして、同じく浅黄色の仕切り、議案第２８号、令和４年度内子町下水道事業会計予算で

ございます。１ページをお願いします。令和４年度の業務予定量につきましては、接続戸数１，

８４０戸、年間総排水量５２万９，２３９㎥、一日平均排水量１，４５０㎥を見込んでおります。

主な建設改良事業といたしまして、公共汚水枡設置工事、浄化センター等改築更新・耐震化事業

がございます。 

２ページをお願いします。まず、第３条の収益的収入及び支出でございます。収入は、下水道

使用料などからなる営業収益が７，７８０万６，０００円、企業債利息等支払金の補助金である

他会計補助金、償却資産の減価償却費にかかる財源の収益化として、長期前受金戻入益などを含

む営業外収益として２億２，２０５万円。収益的収入の総額は、２億９，９８６万６，０００円

を予定しております。支出は、営業費用、営業外費用等をあわせた２億９，９８６万６，０００

円を見込んでおります。 

続いて、第４条の資本的収入及び支出でございます。収入は、一般会計からの出資金などを含
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め１億３，８２２万３，０００円。支出は、浄化センター等の改築更新及び耐震補強工事、地方

公共団体金融機構等の償還金など、１億９，４６８万３，０００円を見込んでおります。以上、

簡単ではございますが、令和４年度各会計の当初予算の説明を終わります。よろしくご審議の上、

ご決定賜りますようお願いいたします。 

○議長（菊地幸雄君） これより、質疑にはいります。質疑はありませんか。 

○１２番（下野安彦君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 下野安彦議員。 

○１２番（下野安彦君） 一点、内子高等学校小田分校の寄宿舎の件で、増えたということです

が、秘策はどういうものがあったのかと、次年度から入られる見通しは明るいのでしょうか。お

聞きしたいと思います。 

○学校教育課長（亀岡秀俊君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 亀岡学校教育課長。 

○学校教育課長（亀岡秀俊君） 来年度、４月ですけど、寮に入られる予定となっている子ども

の数は、２３でございます。先ほどの議案説明の中で第４寮として寮も増やさせていただいたん

ですけど、来年を考えると空きがないということでございまして、下宿だとかいうことも考えた

んですけど、小田高校を選んでくる方の中で住環境をすごく大事にされている方、そこを重きに

置いている方がいらっしゃる中で、一人部屋の寮が必要だということで今回予算計上させていた

だいているところでございます。 

○町長（小野植正久君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 小野植町長。 

○町長（小野植正久君） 今後についてでございます。かなり分校については非常に心配をして

おったんですけど、地域の方でありますとか、学校のいろんな取り組み、また地域おこし協力隊、

いろんな方が本当に一丸となって取り組んだ結果がこのようなことになってまだはっきりとはし

ませんけど、いい状況でほぼ間違いないという状況に現在なっております。この流れは本当に子

どもたちをみればよくわかります。この学校をこれからもつないでいくんだということで一丸と

なって取り組んでもらっておりますので、私はこれからもそういう方向で明るいというふうに今

の段階ではそういうふうに期待もして思っております。以上でございます。 

○議長（菊地幸雄君） 他に質疑はありませんか。 

〔「なし。」の声あり〕 

○議長（菊地幸雄君） ありませんので、これにて、質疑を終結します。 

お諮りします。「議案第２１号」から「議案第２８号」までの８議案は、予算決算常任委員会

に付託して審査することにしたいと思います。 

これに、ご異議ありませんか。 

〔「異議なし。」の声あり〕 

○議長（菊地幸雄君） ご異議なしと認めます。 

よって、「議案第２１号」から「議案第２８号」までの８議案は、予算決算常任委員会に付託

することに決定しました。 
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以上で、本日の議事日程はすべて終了しました。本日、各常任委員会及び予算決算常任委員会

に付託しました、議案の審査報告については、会期末３月１８日の本会議でお願いします。 

次の本会議は、３月１８日、午前１０時に開会します。 

 本日は、これをもって散会いたします。 

午後 ３時５０分 閉会 

 

 

 

 

 

 

地方自治法第１２３条第２項の規定により、ここに署名する。 

 

内子町議会議長 

 

内子町議会議員 

 

内子町議会議員 
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令和４年３月第１２４回内子町議会定例会会議録（第３日） 

○招集年月日   令和４年３月 ４日（金） 

○開会年月日   令和４年３月１８日（金） 

○招 集 場 所   内子町議会議事堂 

 

○出 席 議 員（１５名） 

１番  城 戸   司 君         ２番  塩 川 まゆみ 君 

３番  関 根 律 之 君         ４番  向 井 一 富 君 

５番  久 保 美 博 君         ６番  森 永 和 夫 君 

７番   地 幸 雄 君         ８番  泉   浩 壽 君 

９番  大 木   雄 君        １０番  山 本   徹 君 

１１番  才 野 俊 夫 君        １２番  下 野 安 彦 君 

１３番  林     博 君        １４番  山 崎 正 史 君 

  １５番  寺 岡   保 君 

 

○欠 席 議 員   なし 

 

○地方自治法第１２１条第１項の規定により説明のため出席を求めた者の職氏名 

町 長  小野植 正 久 君     副 町 長  山 岡   敦 君 

総 務 課 長   黒 澤 賢 治 君     住 民 課 長   西 川 安 行 君 

税 務 課 長  𠮷 川 博 徳 君     保健福祉課長  久保宮 賢 次 君 

こども支援課長  前 野 良 二 君     会計管理者   田 中   哲 君 

建設デザイン課長  谷 岡 祐 二 君     町並・地域振興課課長  畑 野 亮 一 君 

農林振興課長  山 中 保 正 君     小田支所長   中 嶋 優 治 君 

環境政策室長  髙 嶋 由久子 君     政策調整班長  上 山 淳 一 君 

上下水道対策班長  上 石 富 一 君     危機管理班長  松 岡 裕 樹 君 

商工観光班長  大 竹 浩 一 君 

教 育 長  山 岡   晋 君     学校教育課長  亀 岡 秀 俊 君 

自治・学習課長  大久保 裕 記 君 

代表監査委員  赤 穂 英 一 君     農 業 委 員 会 会 長  堀 本 健 二 君 

 

○出席した事務局職員の職氏名 

事 務 局 長  林   純 司 君     書 記  和 氣  啓 介 君 

 

○議事日程（第４号） 

令和４年３月１８日（金）午前１０時開議 

日程第 １ 会議録署名議員の指名 

日程第 ２ 議事日程通告 
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日程第 ３ 「議案第２２号令和４年度内子町国民健康保険事業特別会計予算」の撤回の件 

日程第 ４ 議案第２９号 令和４年度内子町国民健康保険事業特別会計予算について 

日程第 ５ 議案第 ２号 内子町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について 

日程第 ６ 議案第 ３号 内子町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例につい

て 

日程第 ７ 議案第 ４号 内子町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部を

改正する条例について 

日程第 ８ 議案第 ５号 内子町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 

日程第 ９ 議案第 ８号 内子町附属機関設置条例の一部を改正する条例について 

日程第１０  議案第 ９号 内子町内子高等学校小田分校生徒を収容する寄宿舎施設条例の一部

を改正する条例について 

日程第１１ 議案第１０号 内子町田舎生活体験宿泊施設の指定管理者の指定について 

日程第１２ 議案第１１号 内子町田渡地区交流宿泊施設の指定管理者の指定について 

日程第１３ 議案第１３号 令和３年度内子町一般会計補正予算（第１２号）について 

日程第１４ 議案第１４号 令和３年度内子町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）に

ついて 

日程第１５ 議案第１５号 令和３年度内子町後期高齢者医療保険事業特別会計補正予算（第１

号）について 

日程第１６ 議案第１６号 令和３年度内子町介護保険事業特別会計補正予算（第４号）につい

て 

日程第１７ 議案第１７号 令和３年度内子町介護保険サービス事業特別会計補正予算（第２号）

について 

日程第１８ 議案第１８号 令和３年度内子高等学校小田分校寄宿舎特別会計補正予算（第２号）

について 

日程第１９ 議案第１９号 令和３年度内子町水道事業会計補正予算（第３号）について 

日程第２０ 議案第２０号 令和３年度内子町下水道事業会計補正予算（第３号）について 

日程第２１ 議案第２１号 令和４年度内子町一般会計予算について 

日程第２２ 議案第２３号 令和４年度内子町後期高齢者医療保険事業特別会計予算について 

日程第２３ 議案第２４号 令和４年度内子町介護保険事業特別会計予算について 

日程第２４ 議案第２５号 令和４年度内子町介護保険サービス事業特別会計予算について 

日程第２５ 議案第２６号 令和４年度内子高等学校小田分校寄宿舎特別会計予算について 

日程第２６ 議案第２７号 令和４年度内子町水道事業会計予算について 

日程第２７ 議案第２８号 令和４年度内子町下水道事業会計予算について 

日程第２８ 議案第２９号 令和４年度内子町国民健康保険事業特別会計予算について 

日程第２９ 受理第 １号 介護保険制度の改善を求める請願 

日程第３０ 発議第 １号 沖縄戦戦没者の遺骨等を含む土砂をあらゆる埋め立てに使用しない

ことを国に求める意見書 

日程第３１ 発議第 ２号 ロシアによるウクライナへの侵攻に断固抗議する決議について 



令和 4 年 3 月第 124 回内子町議会定例会 

- 101 - 

日程第３２ 議会運営委員会の閉会中の所掌事務調査の件 

日程第３３ 常任委員会の閉会中の所管事務調査の件 

 

○追加議事日程（第４号の追加１） 

追加日程第 １ 議案第３０号 内子町監査委員の選任について 

追加日程第 ２ 議案第３１号 内子町教育委員会教育長の任命について 

 

○本日の会議に付した事件 

日程第１から日程第２０、追加日程第１から追加日程第２まで 

 

午前１０時００分 開会 

○議長（菊地幸雄君） 只今から本日の会議を開きます。 

 

  日程第 １ 会議録署名議員の指名 

○議長（菊地幸雄君） 「日程第１ 会議録署名議員の指名」を行います。会議録署名議員は、

会議規則第１１９条の規定により、議長において、３番、関根 律之議員、４番、向井 一富議

員を指名します。 

 

日程第 ２  議事日程通告 

○議長（菊地幸雄君） 「日程第２ 議事日程通告」をします。 

本日の「議事日程」は、お手元に配布しております、議事日程第４号のとおりであります。 

これから議事日程に従って、提出議案の審議に入ります。 

 

日程第 ３ 「議案第２２号 令和４年度内子町国民健康保険事業特別会計予算」の 

撤回の件 

○議長（菊地幸雄君） 「日程第３ 「議案第２２号 令和４年度内子町国民健康保険事業特別

会計予算」の撤回の件」を議題とします。３月１４日付で、町長から撤回依頼が提出されており

ます。提出者の説明を求めます。 

○町長（小野植正久君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 小野植町長。 

〔小野植正久町長登壇〕 

○町長（小野植正久君） それでは、提出議案の撤回についてご説明申し上げます。はじめに、

今回、議案の撤回という事態に至りましたことをまずもって深くお詫び申し上げます。令和４年

３月４日に提出し、７日の本会議におきましてご説明申し上げ、予算決算常任委員会に付託され

た後、審議中となっております、議案第２２号「令和４年度内子町国民健康保険事業特別会計予

算」につきまして、内子町議会会議規則第２０条の規定により、議案の撤回について、議会の許

可をお願いするものでございます。撤回の理由につきましては、令和４年度内子町国民健康保険

事業特別会計予算中、令和４年度当初予算を計上しない科目につきまして、予算書に表記いたし
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ませんでしたので、当該科目の前年度予算額も表記されませんでした。その結果、歳入歳出予算

事項明細書総括の合計、また歳入歳出と総括とに齟齬が生じております。こうしたことは、令和

３年度当初予算を計上した科目のうち、４年度当初予算には計上していない科目について、４年

度をゼロで表記せず、当該科目の欄の表記を省略したことが原因でございます。今後、同様の事

案が発生することのないよう、注意深く予算書を作成してまいります。以上、議案第２２号「令

和４年度内子町国民健康保険事業特別会計予算」の撤回につきましてご説明させていただきまし

た。よろしくご審議の上、ご許可いただきますようお願いいたします。 

○議長（菊地幸雄君） お諮りします。「「議案第２２号 令和４年度内子町国民健康保険事業特

別会計予算」の撤回の件」について、これを承認することに、ご異議ありませんか。 

〔「異議なし。」の声あり〕 

○議長（菊地幸雄君） ご異議なしと認めます。 

したがって、「「議案第２２号令和４年度内子町国民健康保険事業特別会計予算」の撤回の件」

は、これを承認することに決定しました。 

 

日程第 ４ 議案第２９号 令和４年度内子町国民健康保険事業特別会計予算について 

○議長（菊地幸雄君） 「日程第４ 議案第２９号 令和４年度内子町国民健康保険事業特別会

計予算について」を議題とします。 

提案理由の説明を求めます。 

○町長（小野植正久君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 小野植町長。 

〔小野植正久町長登壇〕 

○町長（小野植正久君） 議案第２９号、令和４年度内子町国民健康保険事業特別会計予算につ

きましてご説明申し上げます。議案書４の２をお手元にご用意ください。 

 １ページをお願いします。国民健康保険事業は、愛媛県が財政運営の責任主体となった一方、

町は引き続き、資格管理、保険給付、保険税の決定、賦課・徴収、保健事業等、地域のきめ細か

い事業を担うこととされています。今年度においては、市町村事務処理標準システムの利用開始

によりサービスの効率化や経費削減を図っていきます。今後、被保険者数は、高齢化と人口減少

に伴い減少すると見込まれますが、１人当たりの医療費は増加傾向にあります。令和４年度の当

初予算につきましては、前年度比、１，４０７万９，０００円の減額予算編成となり、第１条に

おいて、歳入歳出予算の総額をそれぞれ、２１億５，１７９万６、０００円と致しております。

以上、簡単ではございますが、令和４年度内子町国民健康保険事業特別会計予算の説明を終わり

ます。よろしくご審議の上、ご決定賜りますよう、お願いいたします。 

○議長（菊地幸雄君） これより、質疑に入ります。質疑はありませんか。 

〔「なし。」の声あり〕 

○議長（菊地幸雄君） ありませんので、これにて質疑を終結します。 

 お諮りします。議案第２９号は、予算決算常任委員会に付託することにしたいと思います。こ

れに、ご異議ありませんか。 

〔「異議なし。」の声あり〕 
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○議長（菊地幸雄君） ご異議なしと認めます。 

よって、「議案第２９号」は、予算決算常任委員会に付託することに決定しました。 

ここで、暫時休憩します。 

 

午前１０時０７分 休憩 

 

午前１０時２６分 再開 

 

○議長（菊地幸雄君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

日程第 ５ 議案第２号 内子町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について 

○議長（菊地幸雄君） 「日程第５ 議案第２号 内子町職員の給与に関する条例の一部を改正

する条例について」を議題とします。審査結果について、委員長の報告を求めます。向井総務文

教常任委員長、登壇願います。 

○総務文教常任委員長（向井一富君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 向井委員長。 

〔向井一富総務文教常任委員長登壇〕 

○総務文教常任委員長（向井一富君） ご報告申し上げます。去る３月７日の本会議において、

総務文教常任委員会に付託されました、議案第２号「内子町職員の給与に関する条例の一部を改

正する条例について」、審査の結果をご報告申し上げます。審査結果について、議案第２号は「原

案のとおり可決すべきもの」とするものでございます。議案について、説明を受けた内容並びに

質疑等についてご報告をいたします。本議案は、令和３年８月１０日付け人事院勧告に伴い、条

例の一部を改正するものです。委員から、特に質疑は無く、採決の結果、全会一致により、議案

第２号は、「原案のとおり可決すべきもの」と決定しました。以上で、委員長報告を終わります。 

○議長（菊地幸雄君） これより、委員長報告に対する質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし。」の声あり〕 

○議長（菊地幸雄君） ありませんので、これにて質疑を終結します。 

 向井委員長、席にお戻りください。 

これより、討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし。」の声あり〕 

○議長（菊地幸雄君） これにて討論を終結します。 

採決を行います。本案に対する委員長の報告は可決です。「議案第２号」は、委員長報告のと

おり決定することに賛成の方は、起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（菊地幸雄君） 起立全員です。 

よって、「議案第２号」は、委員長報告のとおり可決されました。 
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日程第 ６ 議案第３号 内子町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例に

ついて 

○議長（菊地幸雄君） 「日程第６ 議案第３号 内子町職員の育児休業等に関する条例の一部

を改正する条例について」を議題とします。審査結果について、委員長の報告を求めます。向井

総務文教常任委員長、登壇願います。 

○総務文教常任委員長（向井一富君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 向井委員長。 

〔向井一富総務文教常任委員長登壇〕 

○総務文教常任委員長（向井一富君） ご報告申し上げます。 

去る３月７日の本会議において、総務文教常任委員会に付託されました、議案第３号「内子町

職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について」、審査の結果をご報告申し上げ

ます。審査結果について、議案第３号は「原案のとおり可決すべきもの」とするものでございま

す。議案について、説明を受けた内容並びに質疑等についてご報告をいたします。本議案は、非

常勤職員の育児休業の取得要件を緩和し、職員の妊娠・出産・育児と仕事の両立を促進するた

め、条例の一部を改正するものです。委員の質疑においては、「非常勤職員とは会計年度任用職

員を指すのか。会計年度任用職員であれば任用期間は原則１年なので、取得できるのか」との質

問に対し、「働いた期間が１年未満の会計年度任用職員についても、取得できるよう改正するも

のである。」との答弁でありました。採決の結果、議案第３号は、全会一致により、「原案のとお

り可決すべきもの」と決定いたしました。以上で、委員長報告を終わります。 

○議長（菊地幸雄君） これより、委員長報告に対する質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし。」の声あり〕 

○議長（菊地幸雄君） ありませんので、これにて質疑を終結します。 

 向井委員長、席にお戻りください。 

これより、討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし。」の声あり〕 

○議長（菊地幸雄君） これにて討論を終結します。 

採決を行います。本案に対する委員長の報告は可決です。「議案第３号」は、委員長報告のと

おり決定することに賛成の方は、起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（菊地幸雄君） 起立全員です。 

よって、議案第３号は、委員長報告のとおり可決されました。 

 

日程第 ７ 議案第４号 内子町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一

部を改正する条例について 

○議長（菊地幸雄君） 「日程第７ 議案第４号 内子町消防団員の定員、任免、給与、服務等

に関する条例の一部を改正する条例について」を議題とします。 

 審査結果について委員長の報告を求めます。向井総務文教常任委員長、登壇願います。 

○総務文教常任委員長（向井一富君） 議長。 
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○議長（菊地幸雄君） 向井委員長。 

〔向井一富総務文教常任委員長登壇〕 

○総務文教常任委員長（向井一富君） ご報告申し上げます。去る３月７日の本会議において、

総務文教常任委員会に付託されました、議案第４号「内子町消防団員の定員、任免、給与、服務

等に関する条例の一部を改正する条例について」、審査の結果をご報告申し上げます。審査結果

について、議案第４号は「原案のとおり可決すべきもの」とするものでございます。議案につい

て、説明を受けた内容並びに質疑等についてご報告をいたします。本議案は、消防団員の処遇改

善のため、条例の一部を改正するものです。委員の質疑においては、「災害時に出動した場合４

時間未満で４，０００円支給されるが、同様の時間でも夏季訓練では１，５００円となる理由

は。」との質問に対し、「報酬の単価の決め方は、危険性などを考慮して設定している。」との答

弁でありました。採決の結果、議案第４号は、全会一致により、「原案のとおり可決すべきも

の」と決定いたしました。以上で、委員長報告を終わります。 

○議長（菊地幸雄君） これより、委員長報告に対する質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし。」の声あり〕 

○議長（菊地幸雄君） ありませんので、これにて質疑を終結します。 

 向井委員長、席にお戻りください。 

これより、討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし。」の声あり〕 

○議長（菊地幸雄君） これにて討論を終結します。 

採決を行います。本案に対する委員長の報告は可決です。「議案第４号」は、委員長報告のと

おり決定することに賛成の方は、起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（菊地幸雄君） 起立全員です。 

よって、「議案第４号」は、委員長報告のとおり可決されました。 

 

日程第 ８ 議案第５号 内子町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 

○議長（菊地幸雄君） 「日程第９ 議案第５号 内子町国民健康保険税条例の一部を改正す

る条例について」を議題とします。審査結果について、委員長の報告を求めます。向井総務文

教常任委員長、登壇願います。 

○総務文教常任委員長（向井一富君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 向井委員長。 

〔向井一富総務文教常任委員長登壇〕 

○総務文教常任委員長（向井一富君） ご報告申し上げます。去る３月７日の本会議において、

総務文教常任委員会に付託されました、議案第５号「内子町国民健康保険税条例の一部を改正す

る条例について」、審査の結果をご報告申し上げます。審査結果について、議案第５号は「原案の

とおり可決すべきもの」とするものでございます。議案について、説明を受けた内容並びに質疑

等についてご報告をいたします。本議案は、内子町国民健康保険運営協議会の答申を受け、国民

健康保険税率等の改定を行うため、条例の一部を改正するものです。委員の質疑においては、「国
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保税の負担が増える中、子育て支援の視点から、子どもの均等割りに何らかの措置ができないか。」

との質問に対し、「健全な国保財政の維持が第一ではあるが、総合的に考え、検討していきたい。」

との答弁でありました。採決の結果、「議案第５号」は、賛成多数により、原案のとおり可決すべ

きものと決定いたしました。以上で、委員長報告を終わります。 

○議長（菊地幸雄君） これより、委員長報告に対する質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし。」の声あり〕 

○議長（菊地幸雄君） ありませんので、これにて、質疑を終結します。 

向井委員長、席にお戻りください。 

これより、討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし。」の声あり〕 

○議長（菊地幸雄君） これにて、討論を終結します。 

 採決を行います。本案に対する委員長の報告は「可決」です。議案第５号は、委員長報告のと

おり決定することに賛成の方は、起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（菊地幸雄君） 起立全員です。 

よって、「議案第５号」は、委員長報告のとおり可決されました。 

 

日程第 ９ 議案第８号 内子町附属機関設置条例の一部を改正する条例について 

○議長（菊地幸雄君） 「日程第９ 議案第８号 内子町附属機関設置条例の一部を改正する条

例について」を議題とします。審査結果について、委員長の報告を求めます。 

泉産業建設厚生常任委員長、登壇願います。 

○産業建設厚生常任委員長（泉浩壽君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 泉委員長。 

〔泉浩壽産業建設厚生常任委員長登壇〕 

○産業建設厚生常任委員長（泉浩壽君） ご報告申し上げます。去る３月７日の本会議におい

て、産業建設厚生常任委員会に付託されました、議案第８号「内子町附属機関設置条例の一部を

改正する条例について」、審査の結果をご報告申し上げます。審査経過等につきましては、配付

いたしております審査報告書のとおりであり、審査結果については、議案第８号は「原案のとお

り可決すべきもの」とするものでございます。議案について、説明を受けた内容並びに質疑等に

ついてご報告をいたします。本議案は、内子町一般廃棄物処理基本計画の改定を行うため、内子

町一般廃棄物処理基本計画検討委員会を設置することに伴い、条例の一部を改正するものです。

委員から、「検討委員会はどういう方を予定しているのか。」との質疑に対し、「町民代表者、地

区代表者、内子町が進める５Ｒ推進委員などのご意見をいただきながら進めていきたい。」との

答弁がありました。採決の結果、議案第８号は、全会一致により、原案のとおり可決すべきもの

と決定しましたので、ここにご報告申し上げ委員長報告を終わります。 

○議長（菊地幸雄君） これより、委員長報告に対する質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし。」の声あり〕 

○議長（菊地幸雄君） ありませんので、これにて質疑を終結します。 
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 泉委員長、席にお戻りください。 

これより討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし。」の声あり〕 

○議長（菊地幸雄君） これにて、討論を終結します。 

採決を行います。本案に対する委員長の報告は可決です。「議案第８号」は、委員長報告のとお

り決定することに賛成の方は、起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（菊地幸雄君） 起立全員です。 

よって、「議案第８号」は、委員長報告のとおり可決されました。 

 

  日程第１０ 議案第９号 内子町内子高等学校小田分校生徒を収容する寄宿舎施設条例の

一部を改正する条例について 

○議長（菊地幸雄君） 「日程第１０ 議案第９号 内子町内子高等学校小田分校生徒を収容す

る寄宿舎施設条例の一部を改正する条例について」を議題とします。 

審査結果について、委員長の報告を求めます。向井総務文教常任委員長、登壇願います。 

○総務文教常任委員長（向井一富君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 向井委員長。 

〔向井一富総務文教常任委員長登壇〕 

○総務文教常任委員長（向井一富君） ご報告申し上げます。去る３月７日の本会議において、

総務文教常任委員会に付託されました、議案第９号、内子町内子高等学校小田分校生徒を収容す

る寄宿舎施設条例の一部を改正する条例について、審査の結果をご報告申し上げます。審査結果

について、「議案第９号」は、原案のとおり可決すべきものとするものでございます。議案につ

いて、説明を受けた内容並びに質疑等についてご報告をいたします。本議案は、利用生徒の増加

による寮の増設及び寮費の値上げ等に伴い、条例の一部を改正するものです。委員の質疑におい

ては、「第４寮の整備のため、中学校の教職員が県の教職員住宅に入居することになるが、その

使用料について県に免除の要請はしたのか。」との質問に対し、「正式に決まったら、お願いをし

ていきたい。」との答弁でありました。採決の結果、「議案第９号」は、全会一致により、原案の

とおり可決すべきものと決定いたしました。以上で、委員長報告を終わります。 

○議長（菊地幸雄君） これより、委員長報告に対する質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし。」の声あり〕 

○議長（菊地幸雄君） ありませんので、これにて質疑を終結します。 

向井委員長、席にお戻りください。 

これより、討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし。」の声あり〕 

○議長（菊地幸雄君） これにて討論を終結します。 

採決を行います。本案に対する委員長の報告は可決です。「議案第９号」は、委員長報告のと

おり決定することに賛成の方は、起立願います。 

〔賛成者起立〕 
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○議長（菊地幸雄君） 起立全員です。 

 よって、「議案第９号」は委員長報告のとおり可決されました。 

 

日程第１１ 議案第１０号 内子町田舎生活体験宿泊施設の指定管理者の指定について 

○議長（菊地幸雄君） 「日程第１１ 議案第１０号 内子町田舎生活体験宿泊施設の指定管理

者の指定について」を議題とします。審査結果について、委員長の報告を求めます。向井総務文

教常任委員長、登壇願います。 

○総務文教常任委員長（向井一富君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 向井委員長。 

〔向井一富総務文教常任委員長登壇〕 

○総務文教常任委員長（向井一富君） ご報告申し上げます。去る３月７日の本会議において、

総務文教常任委員会に付託されました、議案第１０号「内子町田舎生活体験宿泊施設の指定管理

者の指定について」、審査の結果をご報告申し上げます。審査結果について、議案第１０号は「原

案のとおり可決すべきもの」とするものでございます。議案について、説明を受けた内容並びに

質疑等についてご報告をいたします。本議案は、２月９日に開催致しました、公の施設指定管理

者選定委員会の審査結果報告に基づく指定管理者の指定につき、地方自治法第２４４条の２第６

項の規定により議会の議決を求めるものです。委員の質疑においては、「地元にだけ任せるのでは

なく、観光部署と連携し、行政がフォローしていくことが大事なのではないか。」との質問に対し、

「メンバーの高齢化も進んでいるが、グリーンツーリズム事業の親子旅と連携して積極的に受け

入れを行っており、利用者の増を図っている。」との答弁でありました。採決の結果、議案第１０

号は、全会一致により、「原案のとおり可決すべきもの」と決定いたしました。以上で、委員長報

告を終わります。 

○議長（菊地幸雄君） これより、委員長報告に対する質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし。」の声あり〕 

○議長（菊地幸雄君） ありませんので、これにて、質疑を終結します。 

向井委員長、席にお戻りください。これより、討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし。」の声あり〕 

○議長（菊地幸雄君） これにて、討論を終結します。採決を行います。本案に対する委員長の

報告は「可決」です。「議案第１０号」は、委員長報告のとおり決定することに賛成の方は、起

立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（菊地幸雄君） 起立全員です。 

 よって、議案第１０号は、委員長報告のとおり可決されました。 

 

  日程第１２ 議案第１１号 内子町田渡地区交流宿泊施設の指定管理者の指定について 

○議長（菊地幸雄君） 「日程第１２ 議案第１１号 内子町田渡地区交流宿泊施設の指定管

理者の指定について」を議題とします。審査結果について、委員長の報告を求めます。向井総

務文教常任委員長、登壇願います。 
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○総務文教常任委員長（向井一富君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 向井委員長。 

〔向井一富総務文教常任委員長登壇〕 

○総務文教常任委員長（向井一富君） ご報告申し上げます。去る３月７日の本会議において、

総務文教常任委員会に付託されました、議案第１１号「内子町田渡地区交流宿泊施設の指定管理

者の指定について」、審査の結果をご報告申し上げます。審査結果について、議案第１１号は「原

案のとおり可決すべきもの」とするものでございます。議案について、説明を受けた内容並びに

質疑等についてご報告をいたします。本議案は、２月９日に開催致しました、公の施設指定管理

者選定委員会の審査結果報告に基づく指定管理者の指定につき、地方自治法第２４４条の２第６

項の規定により議会の議決を求めるものです。委員の質疑においては、「指定管理者の代表である

自治会長が、改選により変更になった場合の対応は。」との質問に対し、「母体となる指定管理者

は変わらず、代表者の変更の手続きを取っていきたい。」との答弁でありました。採決の結果、議

案第１１号は、全会一致により、「原案のとおり可決すべきもの」と決定いたしました。以上で、

委員長報告を終わります。 

○議長（菊地幸雄君） これより、委員長報告に対する質疑を行います。 

〔「なし。」の声あり〕 

○議長（菊地幸雄君） 質疑はありませんか。 

〔「なし。」の声あり〕 

○議長（菊地幸雄君） ありませんので、これにて、質疑を終結します。向井委員長、席にお

戻りください。これより、討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし。」の声あり〕 

○議長（菊地幸雄君） これにて、討論を終結します。採決を行います。本案に対する委員長

の報告は「可決」です。「議案第１１号」は、委員長報告のとおり決定することに賛成の方は、

起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（菊地幸雄君） 起立全員です。 

よって、「議案第１１号」は、委員長報告のとおり可決されました。 

 ここで、暫時休憩をします。 

 

午前１０時５１分 休憩 

 

午前１１時０２分 再開 

 

○議長（菊地幸雄君） 休憩前に続き、会議を開きます。 

 

  日程第１３ 議案第１３号 令和３年度 内子町一般会計補正予算（第１２号）について 

  日程第１４ 議案第１４号 令和３年度内子町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３

号）について 
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  日程第１５ 議案第１５号 令和３年度内子町後期高齢者医療保険事業特別会計補正予算

（第１号）について 

  日程第１６ 議案第１６号 令和３年度内子町介護保険事業特別会計補正予算（第４号）

について 

  日程第１７ 議案第１７号 令和３年度内子町介護保険サービス事業特別会計補正予算

（第２号）について 

  日程第１８ 議案第１８号 令和３年度内子高等学校小田分校寄宿舎特別会計補正予算

（第２号）について 

  日程第１９ 議案第１９号 令和３年度内子町水道事業会計補正予算（第３号）について 

  日程第２０ 議案第２０号 令和３年度内子町水道事業会計補正予算（第３号）について 

○議長（菊地幸雄君） 「日程第１３ 議案第１３号 令和３年度内子町一般会計補正予算（第

１２号）について」から「日程第２０ 議案第２０号 令和３年度内子町下水道事業会計補正予

算（第３号）について」までの補正予算８議案を一括議題とします。審査結果について、委員長

の報告を求めます。山本予算決算常任委員長、登壇願います。 

○予算決算常任委員長（山本徹君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 山本委員長。 

〔山本徹予算決算常任委員長登壇〕 

○予算決算常任委員長（山本徹君） 報告申し上げます。 

去る３月７日の本会議において、予算決算常任委員会に付託されました、令和３年度補正予算

８件について、令和４年度当初予算８件とともに、３月９日、１０日、１１日の３日間、委員１

５名出席のもと、各課長等からの説明を受け、質疑、討論をし、慎重な審査を行いました。議案

第１３号令和３年度内子町一般会計補正予算（第１２号）から議案第２０号令和３年度内子町下

水道事業会計補正予算（第３号）までの８議案について、審査の結果をご報告申し上げます。審

査の結果につきましては、配付いたしております審査報告書のとおり、補正予算８議案は「原案

のとおり可決すべきもの」でございます。議案ごとに説明を受けた内容並びに主な質疑等につい

てご報告をいたします。 

議案第１３号、令和３年度内子町一般会計補正予算（第１２号）につきましては、歳入歳出そ

れぞれ２億６４１万円を追加し、歳入歳出予算を１１３億８，４９０万とするものです。前年同

期と比較し９．４％の減額となっています。補正予算の財源ですが、国県支出金 ４，３９５万

円の増額、地方債 ３，２５０万円の減額、その他特定財源 ２，０８０万１，０００円の減

額、一般財源 ２億１，５７６万１，０００円の増額となっています。 

 続いて、主な歳入予算ですが、普通交付税は１億８，５５２万９，０００円増額し、４６億

８，２４０万、歴史文化施設使用料において１，００２万５，０００円の減額補正、新型コロナ

ウイルス感染症対応地方創生臨時交付金として、６，１０１万１，０００円の増額補正、えひめ

版事業者応援金給付事業費県補助金を１，３６５万円の減額補正をしています。 

 続いて、主な歳出予算は、２款総務費においては、委員から、「集会所の修繕について、補助金

が出るところと出ないところがある理由は。」との質疑に対し、「条例で定める町設置の集会所に

ついては補助をしているが、地域の方が建てられた地域所有の集会所については、原材料支給な
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どで対応させてもらっている。」との答弁がありました。また、委員から、「令和３年度のふるさ

と納税の活用方法は。」との質疑に対し、「子ども医療費の無償化、うちこ子育て応援事業、自治

会の地域づくり事業などに充てさせてもらった。」との答弁がありました。３款民生費においては、

委員から、「高齢者福祉施設等における新型コロナウイルス感染症検査費用補助が減額された理

由は。」との質疑に対し、「現在では無料検査も増えてきているが、補助事業となれば申請手続き

が煩雑になるとともに、国が認めた医療機関等での検査は高額になることから、利用が進まなかっ

たと考えられる。」との答弁がありました。また、委員から、「子育て世帯への臨時特別給付金に

ついて、該当世帯への通知ミスがあったが、チェック体制はできていたのか。」との質疑に対し、

「今後このようなことが無いよう十分なチェック体制で臨みたい。」との答弁がありました。６款、

農林水産業費においては、委員から、「カワウが増えており、放流した鮎を食べるので、何らかの

対策をしてほしい。」との質疑に対し、「専門家に来てもらい検討したが、現在の住みかを追い出

しても、別の場所に移動し小田川や中山川で鮎を食べることは変わらず、対応は難しい状況にあ

る。」との答弁がありました。７款商工費においては、小田深山渓谷遊歩道整備工事に４００万円

計上されています。委員から、「緊急性のある所から取り掛かりたいということだが、手作業にな

ることを考えれば、集約して進めた方が経費的に効果的なのではないか。」との質疑に対し、「補

助事業を有効活用したい観点から進めているが、できるだけ集約化を図っていきたい。」との答弁

がありました。８款・土木費においては、委員から、「木造住宅耐震診断事業や耐震改修事業が減

額になっている理由は。」との質疑に対し、「耐震診断の結果ではほぼ改修が必要となるが、経費

の面から改修工事まで進まないケースが多い。」との答弁でありました。１０款・教育費において

は、委員から、「学校におけるＣＯ２メーターの活用について。」との質疑に対し、「台数に限りが

あるため、教室などではモニタリングとして活用し、各種会合などでは必ず設置をお願いしてい

る。」との答弁でありました。以上、議案第１３号、令和３年度内子町一般会計補正予算（第１２

号）については、多くの質疑がなされました。採決の結果、全会一致で可決すべきものと決定い

たしました。 

次に、特別会計５件及び事業会計２件の補正予算ですが、まず、議案第１４号、令和３年度内

子町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）については、保険給付費の見込み及び療養給

付費等の実績に伴い、歳入歳出それぞれ１億３，３７０万２，０００円を減額し、２０億３，０

１１万１，０００円とするものです。委員の質疑において、「保険給付費等交付金が１億３００

０万ほど減額されるのは、コロナによる受診控えによるものか。」との質問に、「あくまでも予算

額に対する減額であり、医療費は概ね昨年度同等レベルだと見込んでいる。」との答弁がありま

した。採決の結果、全会一致により可決すべきものと決定いたしました。 

次に、議案第１５号、令和３年度内子町後期高齢者医療保険事業特別会計補正予算（第１号）

については、後期高齢者医療広域連合納付金、保険基盤安定負担金の確定などにより、歳入歳出

それぞれ１８２万１，０００円を追加し、２億５，３１６万９，０００円とするものです。委員

から特に質疑はなく、採決の結果、全会一致により可決すべきものと決定いたしました。 

次に、議案第１６号、令和３年度内子町介護保険事業特別会計補正予算（第４号）について

は、施設介護サービス給付費、居宅介護サービス給付費の増などにより、歳入歳出それぞれ４，

４４６万８，０００円を追加し、２７億８，２０３万２，０００円とするものです。委員の質疑
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において、「介護給付費準備基金繰入金が減額された理由は。」との質問に、「高齢者世帯や低所

得者世帯が多い自治体に補てんされる調整交付金が１４％ほど交付されたため。」との答弁があ

りました。採決の結果、全会一致で可決すべきものと決定いたしました。 

次に、議案第１７号、令和３年度内子町介護保険サービス事業特別会計補正予算（第２号）に

ついては、職員人件費の減により、歳入歳出それぞれ３９万円を減額し、１，４４２万円とする

ものです。委員から特に質疑はなく、採決の結果、全会一致で可決すべきものと決定いたしまし

た。 

次に、議案第１８号、令和３年度内子高等学校小田分校寄宿舎特別会計補正予算（第２号）に

ついては、歳入歳出それぞれ１１４万４，０００円を減額し、１，７７７万７，０００円とする

ものです。補正内容は、入寮者数の確定と実績にともない寮生給食委託料等が減少となるもので

す。委員から特に質疑はなく、採決の結果、全会一致で可決すべきものと決定いたしました。 

 次に、議案第１９号、令和３年度内子町水道事業会計補正予算（第３号）については、収益的

収入及び支出の補正では、収入は、水道使用料などの減により３５７万６，０００円の減、支出

では、修繕費、減価償却費の減などにより１，８７１万７，０００円の減額するものです。資本

的収入及び支出の補正では、収入は、定期預金の満期などにより、２億１，４３３万１，０００

円の増、支出については配水管耐震化事業等の減及び定期預金預入れにより１億７，２９５万円

の増となっています。委員の質疑において、「給水収益が減額している理由は。」との質疑に対

し、「契約件数は増えているが使用水量が減っており、やはり人口減少が一番の要因だと考え

る。」との答弁でありました。採決の結果、全会一致で可決すべきものと決定いたしました。 

 最後に、議案第２０号、令和３年度内子町下水道事業会計補正予算（第３号）については、収

益的収入及び支出の補正では、収入は、営業収益において下水道料金収入等１２７万３，０００

円の見込み減、営業外収益において一般会計繰入金等７７３万７，０００円の減などにより、８

９５万８，０００円の減額となっています。支出については、営業費用において、終末処理場費

等の支出見込み減により８９５万８，０００円の減額となっています。委員の質疑において、「上

水道に比べ、下水道の使用料の減少額が少ない理由は。」との質疑に対し、「上水道の給水エリア

に比べ、下水道対象区域は内子中心部の周辺に限られるため。」との答弁でありました。採決の結

果、全会一致で可決すべきものと決定いたしました。以上、令和３年度補正予算８議案について、

委員長報告を終わります。 

○議長（菊地幸雄君） 委員長報告に対する質疑を省略します。 

山本委員長、席にお戻りください。 

討論、採決は議案ごとに行います。まず、「議案第１３号 令和３年度内子町一般会計補正予

算（第１２号）について」の討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし。」の声あり〕 

○議長（菊地幸雄君） これにて討論を終結します。採決を行います。本案に対する委員長の報

告は可決です。「議案第１３号」は、委員長報告のとおり決定することに賛成の方は、起立願い

ます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（菊地幸雄君） 起立全員です。 
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よって、「議案第１３号」は、委員長報告のとおり可決されました。 

次に、「議案第１４号 令和３年度内子町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）につ

いて」の討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし。」の声あり〕 

○議長（菊地幸雄君） これにて討論を終結します。採決を行います。本案に対する委員長の報

告は可決です。「議案第１４号」は、委員長報告のとおり決定することに賛成の方は、起立願い

ます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（菊地幸雄君） 起立全員です。 

よって、「議案第１４号」は、委員長報告のとおり可決されました。 

続いて、「議案第１５号 令和３年度内子町後期高齢者医療保険事業特別会計補正予算（第１

号）について」の討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし。」の声あり〕 

○議長（菊地幸雄君） これにて討論を終結します。採決を行います。本案に対する委員長の報

告は可決です。「議案第１５号」は、委員長報告のとおり決定することに賛成の方は、起立願い

ます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（菊地幸雄君） 起立全員です。 

よって、「議案第１５号」は、委員長報告のとおり可決されました。 

 続いて、「議案第１６号 令和３年度内子町介護保険事業特別会計補正予算（第４号）につい

て」の討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし。」の声あり〕 

○議長（菊地幸雄君） これにて討論を終結します。 

採決を行います。本案に対する委員長の報告は可決です。「議案第１６号」は、委員長報告の

とおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（菊地幸雄君） 起立全員です。 

よって、「議案第１６号」は、委員長報告のとおり可決されました。 

続いて、「議案第１７号 令和３年度内子町介護保険サービス事業特別会計補正予算（第２

号）について」の討論を行います。 

討論はありませんか。 

〔「なし。」の声あり〕 

○議長（菊地幸雄君） これにて討論を終結します。 

採決を行います。本案に対する委員長の報告は可決です。「議案第１７号」は、委員長報告の

とおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（菊地幸雄君） 起立全員です。 

よって、「議案第１７号」は、委員長報告のとおり可決されました。 
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 続いて、「議案第１８号 令和３年度内子高等学校小田分校寄宿舎特別会計補正予算（第２

号）について」の討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし。」の声あり〕 

○議長（菊地幸雄君） これにて討論を終結します。 

採決を行います。本案に対する委員長の報告は可決です。「議案第１８号」は、委員長報告の

とおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（菊地幸雄君） 起立全員です。 

よって、「議案第１８号」は、委員長報告のとおり可決されました。 

続いて、「議案第１９号 令和３年度内子町水道事業会計補正予算（第３号）について」の討

論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし。」の声あり〕 

○議長（菊地幸雄君） これにて討論を終結します。 

採決を行います。本案に対する委員長の報告は可決です。「議案第１９号」は、委員長報告の

とおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（菊地幸雄君） 起立全員です。 

よって、「議案第１９号」は、委員長報告のとおり可決されました。 

 続いて、「議案第２０号 令和３年度内子町下水道事業会計補正予算（第３号）について」の

討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし。」の声あり〕 

○議長（菊地幸雄君） これにて討論を終結します。 

採決を行います。本案に対する委員長の報告は可決です。「議案第２０号」は、委員長報告の

とおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（菊地幸雄君） 起立全員です。 

よって、「議案第２０号」は、委員長報告のとおり可決されました。 

 

  日程第２１ 議案第２１号 令和４年度内子町一般会計予算について 

  日程第２２ 議案第２３号 令和４年度内子町後期高齢者医療保険事業特別会計予算につ

いて 

  日程第２３ 議案第２４号 令和４年度内子町介護保険事業特別会計予算について 

  日程第２４ 議案第２５号 令和４年度内子町介護保険サービス事業特別会計予算につい

て 

  日程第２５ 議案第２６号 令和４年度内子高等学校小田分校寄宿舎特別会計予算につい

て 

  日程第２６ 議案第２７号 令和４年度内子町水道事業会計予算について 

  日程第２７ 議案第２８号 令和４年度内子町下水道事業会計予算について 
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  日程第２８ 議案第２９号 令和４年度内子町国民健康保険事業特別会計予算について 

○議長（菊地幸雄君） 「日程第２１ 議案第２１号 令和４年度内子町一般会計予算について」

から「日程第２８ 議案第２９号 令和４年度 内子町国民健康保険事業特別会計予算について」

までの当初予算８件を一括議題とします。審査結果について、委員長の報告を求めます。山本予

算決算常任委員長、登壇願います。 

○予算決算常任委員長（山本徹君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 山本委員長。 

〔山本徹予算決算常任委員長登壇〕 

○予算決算常任委員長（山本徹君） ご報告申し上げます。去る３月７日の本会議において、予

算決算常任委員会に付託されました、令和４年度当初予算８件について、３月９日、１０日、１

１日、１８日の４日間、委員１５名出席のもと、各課長等からの説明を受け、質疑、討論をし、

慎重な審査を行いました。議案第２１号、令和４年度内子町一般会計予算、及び議案第２３号、

令和４年度内子町後期高齢者医療保険事業特別会計予算から議案第２９号、令和４年度内子町国

民健康保険事業特別会計予算までの計８議案について、審査の結果をご報告申し上げます。審査

の結果については、当初予算８議案は「原案のとおり可決すべきもの」でございます。議案ごと

に説明を受けた内容並びに主な質疑等についてご報告をいたします。 

議案第２１号、令和４年度内子町一般会計予算につきましては、歳入歳出予算をそれぞれ９３

億１，３００万円とするもので、前年度比５億８００万円の増額です。一般会計当初予算に充当

します財源は、国・県支出金１４億３，２２２万４，０００円、地方債３億９，５１０万円、そ

の他特定財源８億４，１０５万円、一般財源６６億４，４６２万６，０００円となっております。 

 それでは、まず主な歳入についてですが、地方交付税 ４３億９，０００万円、コロナ対策関

連としまして、新型コロナウイルスワクチン接種対策費国庫負担金 ２，９０８万１，０００円、

新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業補助金２，１３３万円、新型コロナウイルス感染

症対応地方創生臨時交付金１億４，２００万円などです。 

続いて、歳出について報告致します。２款総務費においては、移住コーディネーター委託料に

７００万円予算計上されています。委員から、「移住コーディネーター２名には、互いにしっかり

連携を取り、内子町全体を対象とする役割を持たせながら活動するよう行政として指導してほし

い。」との質疑に対し、「移住促進を図る他の組織との連携はもちろん、町職員との定期的な密な

連絡も図りながら活動してもらう。」との答弁がありました。また、委員から、「高齢者運転免許

証自主返納支援に給油助成券があるのはなぜか。」との質疑に対し、「現在の支援は、デマンドバ

スなどの利用チケットとしているが、実績を分析したところ使用が少なく、家族の車による移動

が多かったことがわかったため、給油チケットとの選択制にして返納を促したい。」との答弁があ

りました。また、委員から、「予算化されている婚活支援事業のそれぞれの違いは。」との質疑に

対し、「愛結び事業業務委託は、えひめ結婚支援センターに町が委託している事業、婚活イベント

企画・運営等委託は、町主催で婚活イベントを計画する事業、婚活イベント支援事業補助は、各

種団体が企画する婚活イベントに町が助成する事業である。」との答弁がありました。次に、３款

民生費においては、委員から、「猫繁殖制限措置推進事業措置について、県の補助もあるので、町

独自の上乗せなど増額する可能性もあるのか。」との質疑に対し、「近隣市町の状況などから補助
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金を設定させてもらったが、再度検討をさせてもらいたい。」との答弁がありました。また、委員

から、「４月から不妊治療が保険適用となるが、町として支援を考えていないのか。」との質疑に

対し、「特定不妊治療については窓口負担分や検査費用が高額になるということも聞いており、検

討していきたいと考えている。」との答弁がありました。また、委員から、「五十崎こども園運営

費に床暖房などの施設整備費が計上されているが、開園時に整備できなかったのか。」との質疑に

対し、「開園時には主に旧五十崎幼稚園側を整備した経緯があり、今回整備するのは、旧こばと保

育園の乳児棟の床暖房を修理するものである。」との答弁がありました。次に、４款衛生費におい

ては、再生可能エネルギー導入目標策定支援業務委託に９９０万円予算計上されています。委員

から、「太陽光だけではなく、地域の特性に合った再生可能エネルギーも検討してほしい。」との

質疑に対し、「内子町として、脱炭素化へ向けてしっかりと計画を作っていきたい。」との答弁が

ありました。次に、６款農林水産業費においては、委員の質疑において、「町内のたばこ耕作が激

減したが、その後の農地利用について教えてほしい。」との質疑に対し、「たばこ耕作の農地はパ

イロット団地が主のため、農業法人からの借地の要望が多いようだ。また、新たな農業振興のた

め、農林業施設整備事業補助を昨年度に比べ２５０万円増額要求している。」との答弁がありまし

た。次に、７款商工費においては、小田深山橋梁河川占用許可申請書作成業務委託に２２６万６，

０００円が予算計上されています。委員から、「設計ではなく、申請書類作成にこれだけの金額が

いるのか。」との質疑に対し、「河川占用ができていなかったため、許可を取るための占用申請作

成にかかる委託費である。」との答弁がありました。キャッシュレス決済プレミアム還元事業に１，

８５０万円が予算計上されています。委員から、「この事業は商工会や該当事業者からの要望も

あって制度設計したのか。」との質疑に対し、「商工会と相談をして計画した。」との答弁がありま

したが、「事業実施期間終了後、検証結果を議会にも報告してほしい。」との意見がありました。

内子晩餐会補助に１５０万円が予算計上されています。委員から、「地元で飲食店をやっている料

理人や若い後継者が一緒にかかわっているのか。」との質疑に対し、「町内の料理人を育てたり、

町産品を使ったりする方向で実施し、晩餐会を成功に導きたい。」との答弁がありました。次に、

８款土木費においては、委員から、「小田川緑地公園の今後の整備について、どう考えているの

か。」との質疑に対し、「近年の豪雨災害や河床掘削により自然条件も変わってきているが、地元

自治会やはらっぱ基金の協議会などと協議しながら前向きに進めていきたい。」との答弁があり

ました。次に、１０款教育費においては、委員から、「小田分校の新設する寮は、木造ではないの

か。」との質疑に対し、「町産材の木造建築が理想ではあるが、来年度の生徒募集に対応するため

に、工期が早くしかも建設費が平準化される方法として提案している。」との答弁がありました。 

また、委員から、「ＣＩＲが帰国し、ＡＬＴも新しい人ばかりになるので、フォローをしっかりやっ

てほしい。」との質疑に対し、「ＣＩＲは日本語が話せるので、中心となってまとめてくれると期

待している。また内子町には、国際交流協会があり、プランナーをはじめ多くの人が関わってく

れる良い環境だと考えている。」の答弁がありました。また、委員から、「五十崎町民プールの今

後の利用について。」との質疑に対し、「五十崎管内の自治会長、事務局長に集まっていただき協

議したが、老朽化がひどいので、小学校などのプールの改修を優先してほしいという意見が大半

であった。」の答弁がありました。以上、議案第２１号 令和４年度内子町一般会計予算について

は、多くの質疑がなされました。採決の結果、賛成多数により、原案のとおり可決すべきものと
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決定致しました。次に、特別会計５件、事業会計２件についてですが、議案第２３号、令和４年

度内子町後期高齢者医療保険事業特別会計予算については、歳入歳出予算を２億７，４９０万５，

０００円とするもので、前年度比、２，３５５万７，０００円の増額予算編成です。委員から特

に質疑はなく、採決の結果、議案第２３号は、全会一致により原案のとおり可決すべきものと決

定致しました。 

 次に、議案第２４号、令和４年度内子町介護保険事業特別会計予算については、歳入歳出予算

を２７億３，５７２万２，０００円とするもので、対前年度比９，６７２万２，０００円の増額

予算編成です。委員から特に質疑はなく、採決の結果、議案第２４号は、全会一致により原案の

とおり可決すべきものと決定致しました。 

 次に、議案第２５号、令和４年度内子町介護保険サービス事業特別会計予算については、歳入

歳出予算を１，３４８万５，０００円とするものです。委員から、「ケアマネージャーが不足して

いると聞くが。」との意見に対し、「資格を持っている方がケアマネ業務につきたくないという状

況があり、支援を国に要望していきたい。」との答弁がありました。採決の結果、議案第２５号は、

全会一致により原案のとおり可決すべきものと決定致しました。 

 次に、議案第２６号、令和４年度内子高等学校小田分校寄宿舎特別会計予算については、寄宿

舎生を３６人と見込み、歳入歳出予算を２，６０２万４，０００円とするものです。委員から特

に質疑は無く、採決の結果、議案第２６号は、全会一致により原案のとおり可決すべきものと決

定致しました。 

次に、議案第２７号、令和４年度内子町水道事業会計予算については、収益的収入及び支出で

は、収入は、営業収益を２億７，８１０万１，０００円、営業外収益を１億６，０９０万７，０

００円、事業収益の総額を４億３，９０３万円と見込んでいます。支出は、減価償却費も含めた

営業費用が３億７，４１３万７，０００円、企業債償還利息等の営業外費用が３，７８９万６，

０００円で、水道事業費用の総額は４億１，４１５万３，０００円を計上しています。支出の総

額は、昨年度と比較しまして、２．１％の減額となっています。続いて、資本的収入及び支出で

は、収入は、事業実施に伴う企業債及び補助金、有価証券の満期による収入等を含め、４億１，

９５０万９，０００円を計上しています。支出は、建設改良費として２億６，６６５万円、企業

債償還金として１億４，８６６万７，０００円、有価証券の購入として１億円を計上、資本的支

出の総額は、５億１，５３１万７，０００円を見込んでおり、前年度比９０．１％の増となって

います。委員から特に質疑は無く、採決の結果、議案第２７号は、全会一致により原案のとおり

可決すべきものと決定致しました。 

 次に、議案第２８号、令和４年度内子町下水道事業会計予算については、収益的収入及び支出

では、収入は、下水道使用料などからなる営業収益が７，７８０万６，０００円、企業債利息等

支払金の補助金である他会計補助金、償却資産の減価償却費にかかる財源の収益化として、長期

前受金戻入益などを含む営業外収益として、２億２，２０５万円。収益的収入の総額は、２億９，

９８６万６，０００円を予定しています。支出は、営業費用、営業外費用等をあわせた２億９，

９８６万６，０００円を見込んでいます。資本的収入及び支出では、収入は、一般会計からの出

資金などを含め１億３，８２２万３，０００円。支出は、浄化センター等の改築更新及び耐震補

強工事、地方公共団体金融機構等の償還金など、１億９，４６８万３，０００円を見込んでいま
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す。委員から特に質疑は無く、採決の結果、議案第２８号は、全会一致により原案のとおり可決

すべきものと決定致しました。 

最後に、議案第２９号、令和４年度内子町国民健康保険事業特別会計予算については、歳入歳

出予算を２１億５，１７９万６，０００円とするもので、前年度比、１，４０７万９，０００円

の減額予算編成です。採決の結果、議案第２９号は、全会一致により、原案のとおり可決すべき

ものと決定致しました。なお、審議の中で、的確な答弁が返ってこないことも見受けられました

ので、業務について十分に理解、把握しておくよう要望いたします。以上で、委員長報告を終わ

ります。 

○議長（菊地幸雄君） 委員長報告に対する質疑を省略します。山本委員長、席にお戻りくださ

い。討論、採決については議案ごとにおこないます。 

まず、「議案第２１号 令和４年度 内子町一般会計予算について」の討論を行います。 

〔「なし。」の声あり〕 

○議長（菊地幸雄君） これにて、討論を終結します。 

採決を行います。本案に対する委員長報告は可決です。「議案第２１号」は、委員長報告のと

おり決定することに賛成の方は、起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（菊地幸雄君） 起立全員です。 

よって、「議案第２１号」は、委員長報告のとおり可決されました。 

 続きまして、「議案第２３号 令和４年度 内子町後期高齢者医療保険事業特別会計予算につい

て」の討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし。」の声あり〕 

○議長（菊地幸雄君） これにて、討論を終結します。 

 採決をおこないます。本案に対する委員長報告は、可決です。「議案第２３号」は、委員長報

告のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（菊地幸雄君） 起立全員です。 

よって、「議案第２３号」は、委員長報告のとおり可決されました。 

 続きまして、「議案第２４号 令和４年度内子町介護保険事業特別会計予算について」の討論を

行います。討論はありませんか。 

〔「なし。」の声あり〕 

○議長（菊地幸雄君） これにて、討論を終結します。 

 採決をおこないます。本案に対する委員長報告は、可決です。「議案第２４号」は、委員長報

告のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（菊地幸雄君） 起立全員です。 

よって、「議案第２４号」は、委員長報告のとおり可決されました。 

続きまして、 議案第２５号 令和４年度 内子町介護保険サービス事業特別会計予算についての、

討論を行います。討論はありませんか。 
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〔「なし。」の声あり〕 

○議長（菊地幸雄君） これにて、討論を終結します。 

 採決をおこないます。本案に対する委員長報告は、可決です。「議案第２５号」は、委員長報

告のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（菊地幸雄君） 起立全員です。 

よって、「議案第２５号」は、委員長報告のとおり可決されました。 

続きまして、「議案第２６号 令和４年度内子高等学校小田分校寄宿舎特別会計予算について」

の討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし。」の声あり〕 

○議長（菊地幸雄君） これにて、討論を終結します。 

 採決をおこないます。本案に対する委員長報告は、可決です。「議案第２６号」は、委員長報

告のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（菊地幸雄君） 起立全員です。 

よって、「議案第２６号」は、委員長報告のとおり可決されました。 

 続きまして、「議案第２７号 令和４年度 内子町水道事業会計予算について」の討論を行い

ます。討論はありませんか。 

〔「なし。」の声あり〕 

○議長（菊地幸雄君） これにて、討論を終結します。 

 採決をおこないます。本案に対する委員長報告は、可決です。「議案第２７号」は、委員長報

告のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（菊地幸雄君） 起立全員です。 

よって、「議案第２７号」は、委員長報告のとおり可決されました。 

 続きまして、「議案第２８号 令和４年度 内子町下水道事業会計予算について」の討論を行

います。討論はありませんか。 

〔「なし。」の声あり〕 

○議長（菊地幸雄君） これにて、討論を終結します。 

 採決をおこないます。本案に対する委員長報告は、可決です。「議案第２８号」は、委員長報

告のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（菊地幸雄君） 起立全員です。 

よって、「議案第２８号」は、委員長報告のとおり可決されました。 

 最後に、「議案第２９号 令和４年度内子町国民健康保険事業特別会計予算について」の討論を

行います。討論はありませんか。 

〔「なし。」の声あり〕 

○議長（菊地幸雄君） これにて、討論を終結します。 
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 採決をおこないます。本案に対する委員長報告は、可決です。「議案第２９号」は、委員長報

告のとおり決定することに賛成の方は、起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（菊地幸雄君） 起立全員です。 

よって、「議案第２９号」は、委員長報告のとおり可決されました。 

ここで、暫時休憩します。午後１２時１０分から再開します。 

 

午前１１時５８分 休憩 

 

午前１２時０７分 再開 

 

○議長（菊地幸雄君） 休憩前に続き、会議を開きます。 

 

日程第２９ 請願受理第１号 介護保険制度の改善を求める請願 

○議長（菊地幸雄君） 「日程第２９ 請願受理第１号 介護保険制度の改善を求める請願」を

議題とします。請願の内容については、配布しております「請願の写し」のとおりであります。

お諮りします。この請願については、産業建設厚生常任委員会に付託して、閉会中の継続審査と

することにしたいと思います。ご異議ありませんか。  

〔「異議なし。」の声あり〕 

○議長（菊地幸雄君） ご異議なしと認めます。 

 したがって、請願受理第１号は、産業建設厚生常任委員会に付託して、閉会中の継続審査とす

ることに決定しました。 

 

日程第３０ 発議第１号 沖縄戦戦没者の遺骨等を含む土砂をあらゆる埋め立てに使用し

ないことを国に求める意見書 

○議長（菊地幸雄君） 「日程第３０ 発議第１号 沖縄戦戦没者の遺骨等が混入した土砂を埋

立てに使用しないことを求める意見書」を議題とします。 

提出者の趣旨説明を求めます。泉産業建設厚生常任委員長、登壇願います。 

○産業建設厚生常任委員長（泉浩壽君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 泉委員長。 

〔泉浩壽産業建設厚生常任委員長登壇〕 

○産業建設厚生常任委員長（泉浩壽君） 発議第１号、沖縄戦戦没者の遺骨等が混入した土砂を

埋立てに使用しないことを求める意見書。地方自治法第９９条の規定により、衆議院議長、参議

院議長、内閣総理大臣、外務大臣、厚生労働大臣、国土交通大臣、環境大臣、防衛大臣、内閣官

房長官、内閣府特命担当大臣（沖縄及び北方対策）に対し、別紙意見書を提出することにつき、

会議規則第 14条第３項の規定により、提出する。 

令和４年３月 18日提出 

提出者 内子町議会 産業建設厚生常任委員会 委員長   泉 浩壽 
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提出の理由 

沖縄戦では、太平洋戦争末期に一般住民を巻き込んだ悲惨な地上戦が行われ、多くの貴い命が

失われた。糸満市摩文仁を中心に広がる南部地域は、戦争で犠牲を強いられた民間人や兵士の遺

骨が残されており、戦後７６年が経過した今でも、戦没者の遺骨収集が行われている。沖縄戦で

犠牲になった人々の遺骨が混入した土砂をあらゆる埋立てにしないよう、政府に対し意見書を提

出するものである。 

沖縄戦戦没者の遺骨等が混入した土砂を埋立てに使用しないことを求める意見書 

 沖縄県では、太平洋戦争末期に一般住民を巻き込んだ悲惨な地上戦が行われ、多くの命が失わ

れた。沖縄県糸満市摩文仁の平和祈念公園内にある「平和の礎」には、国籍や軍人、民間人の区

別なく、沖縄戦などで亡くなった、愛媛県民２，０９０名を含む２４万１，５９３名の氏名が刻

印されている。糸満市摩文仁を中心に広がる南部地域は、１９７２年の本土復帰に伴い、戦争の

悲惨さや命の尊さを認識し、戦没者の霊を慰めるために、戦跡としては我が国唯一となる、自然

公園法に基づいた「沖縄戦跡国定公園」として指定された。同地域では、戦争で犠牲を強いられ

た民間人や兵士の遺骨が残されており、戦後７６年が経過した今でも、戦没者の遺骨収集が行わ

れている。さきの大戦で犠牲になった人々の遺骨が入った土砂を埋立てに使用することは、人道

上許されるものではない。よって、内子町議会は、国会及び政府に対し、下記の事項を速やかに

実現するよう強く要望するものである。  

記 

１ 沖縄戦の戦没者の遺骨等が混入した土砂をあらゆる埋立てに使用しないこと。  

２ 日本で唯一、住民を巻き込んだ苛烈な地上戦があった沖縄の事情に鑑み、戦没者の遺骨収集

の推進に関する法律により、政府が主体となって戦没者の遺骨収集を実施すること。  

以上、地方自治法第 99条の規定により意見書を提出する。 

令和４年３月 18日 

愛媛県内子町議会 

○議長（菊地幸雄君） 質疑、討論を省略し、ただちに採決に入ります。泉委員長、席にお戻り

下さい。本案を原案のとおり決することに、賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（菊地幸雄君） 起立全員です。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

  日程第３１ 発議第 ２号 ロシアによるウクライナへの侵攻に断固抗議する決議に 

ついて 

○議長（菊地幸雄君） 「日程第３１ 発議第２号 ロシアによるウクライナへの侵攻に断固抗

議する決議について」を議題とします。提出者の趣旨説明を求めます。 

○１番（城戸司君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 城戸司議員。 

〔城戸司議員登壇〕 
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○１番（城戸司君） 発議第２号、ロシアによるウクライナへの侵攻に断固抗議する決議につい

て 

ロシアによるウクライナへの侵攻に断固抗議する決議を別紙のとおり、内子町議会会議規則第１

４条の規定により、提出する。 

令和４年３月１８日提出 

提出者    内子町議会議員   城戸司 

賛成者    内子町議会議員   森永和夫 

内子町議会議員   久保美博 

内子町議会議員   向井一富 

内子町議会議員   関根律之 

内子町議会議員   塩川まゆみ 

提案理由 

ロシアによる暴挙ともいえるウクライナへの侵攻によって、悲惨な状況に置かれているウクライ

ナの国民、特に子どもたちが平穏な生活を取り戻すため、ロシア軍による軍事行動を直ちに中止

するとともに、無条件での即時撤退を求めるよう要請するため決議を提出するものである。 

ロシアによるウクライナへの侵攻に断固抗議する決議 

ロシアのプーチン政権のウクライナへの非人道的な軍事侵攻は、明らかに国連憲章に違反し断じ

て許すことはできない。これまでの攻撃により多数の民間人を含む多くの人命が奪われている。

このような戦火の中で恐怖におののき涙する子どもたちのためにも一刻も早い終息を願うもので

ある。 

このような武力を背景にした一方的な現状変更は明白な国際法違反であり、国際秩序の根幹を揺

るがすものである。また、ウクライナ国内の原発を攻撃したことは近隣諸国のみならず世界中の

人々を不安に陥れる暴挙であり、核兵器の使用を示唆するなど到底看過できない。 

ここに内子町議会は、ロシアに対し、強く抗議するとともに、ウクライナへの軍事行動を直ちに

中止し、大国として、国際社会の平和と安全、秩序の構築に貢献するよう求めるものである。 

政府においては、現地在留邦人の安全確保に努めるとともに、国際社会と緊密に連携しつつ、毅

然たる態度でロシアに対してロシア軍の完全かつ無条件での即時撤退を求めるとともに、平和的

解決に向け努力されるよう要請する。 

以上、決議する。 

令和４年３月１８日 

愛媛県内子町議会 

○議長（菊地幸雄君） 本案に対する質疑を許します。 

〔「なし。」の声あり〕 

○議長（菊地幸雄君） ありませんので、これにて、質疑を終結します。 

 城戸司議員、席にお戻り下さい。これより、討論を行います。 

〔「なし。」の声あり〕 

○議長（菊地幸雄君） これにて、討論を終結します。 
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これより、発議第２号の採決に入ります。「発議第２号 ロシアによるウクライナへの侵攻に

断固抗議する決議について」を賛成の方は、起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（菊地幸雄君） 起立全員です。 

 したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 ここで、暫時休憩をします。 

 

午前１２時２１分 休憩 

 

午前１２時２２分 再開 

 

○議長（菊地幸雄君） 休憩前に続き、会議を開きます。 

お諮りします。ただ今、小野植町長より、「議案第３０号 内子町監査委員の選任について」

「議案第３１号 内子町教育委員会教育長の任命について」が提出されました。これを日程に追

加し、追加日程第１、追加日程第２として、ただちに議題にしたいと思います。これに、ご異議

ありませんか。 

〔「異議なし。」の声あり〕 

○議長（菊地幸雄君） ご異議なしと認めます。 

従って、「議案第３０号 内子町監査委員の選任について」を追加日程第１として、「議案第３

１号 内子町教育委員会教育長の任命について」を追加日程第２として、日程に追加し、ただち

に議題とすることに決定しました。 

 

追加日程第１ 議案第３０号 内子町監査委員の選任について 

○議長（菊地幸雄君） 「追加日程第１ 議案第３０号 内子町監査委員の選任について」を議

題とします。提出者の説明を求めます。 

○町長（小野植正久君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 小野植町長。 

〔小野植正久町長登壇〕 

○町長（小野植正久君） 議案第３０号 内子町監査委員の選任につきましては、内子町監査委

員である赤穂英一氏が、令和４年３月３１日任期満了となるため、赤穂英一氏を引き続き選任い

たしたく、地方自治法第１９６条第１項の規定により、議会の同意を求めるものでございます。 

赤穂氏は、昭和３２年１月５日のお生まれで、内子町城廻８１１番地４１にお住まいでございま

す。昭和５０年４月高松国税局に採用後、松山税務署長や高松国税局徴収部長等の要職を歴任さ

れ、平成２９年７月定年退職されました。ご退職後は、国税の現場で培われた専門的な知識を生

かされ、税理士としてご活躍でございます。また、平成３０年４月１日より、内子町監査委員に

選任しており、人格・識見ともに申し分なく、内子町監査委員として再任するのに適任であると

存じます。なお、任期は、令和４年４月１日から令和８年３月３１日までの４年間でございま

す。よろしくご審議の上、ご同意賜りますよう、お願い申し上げます。 
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○議長（菊地幸雄君） 本案に関して地方自治法第１１７条の規定を準用し、赤穂代表監査委員

の退席を求めます。 

〔赤穂英一代表監査委員退席〕 

○議長（菊地幸雄君） 本案に対する質疑を許します。 

〔「なし。」の声あり〕 

○議長（菊地幸雄君） ありませんので、これにて、質疑を終結します。 

 お諮りします。本案は人事関係でございますので、討論を省略したいと思います。これに、ご

異議ございませんか。 

〔「異議なし。」の声あり〕 

○議長（菊地幸雄君） ご異議なしと認めます。 

 従って、討論を省略し、ただちに採決に入ります。本案を原案のとおり、これに同意すること

に、賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（菊地幸雄君） 起立全員であります。 

従って、本案は、原案のとおり、これを同意することに決定しました。 

赤穂代表監査委員の、入場を求めます。 

〔赤穂英一代表監査委員入場〕 

○議長（菊地幸雄君） 赤穂代表監査委員にお伝えします。 

ただ今、満場一致をもって、監査委員の選任に、同意されましたので、ここにお伝えいたしま

す。ご挨拶があるようでしたら、許可いたします。 

○代表監査委員（赤穂英一君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 赤穂英一代表監査委員。 

〔赤穂英一代表監査委員登壇〕 

○代表監査委員（赤穂英一君） 監査委員の赤穂でございます。ただいま、選任をいただきまし

た。私は、平成３０年４月１日から今月末で４年の任期を終了するところでございますが、再び、

監査委員として選任していただきました。身の引き締まる思いをしております。これまでの４年

間、内子町役場の幹部をはじめ、担当部署の職員の皆さん方には多岐にわたる、監査、検査、審

査においてご協力をいただきました。感謝申し上げるとともに、引き続きご協力をお願いいたし

ます。また、議員選出の監査委員について、４年前には才野元監査委員と、３年前、２年前は山

本前監査委員、昨年からは森永監査委員と共に監査の充実に努めてまいりました。改めてお礼申

し上げます。これまでの代表監査委員としての経験、またそれ以前の様々な行政経験、税理士と

しての専門知識を活かし、健全な内子町づくりのために、地方自治法、また公営企業法、内子町

監査基準などに基づいて、厳正な監査・検査・審査を行ってまいります。引き続き、どうぞよろ

しくお願いいたします。 

 

  追加日程第２ 議案第３１号 内子町教育委員会教育長の任命について 

○議長（菊地幸雄君） 「追加日程第２ 議案第３１号 内子町教育委員会教育長の任命につい

て」を議題とします。提出者の趣旨説明を求めます。 
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○町長（小野植正久君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 小野植町長。 

〔小野植正久町長登壇〕 

○町長（小野植正久君） 議案書１の２の２ページをお開きください。議案第３１号、内子町教

育委員会教育長の任命につきましては、現教育長であります、山岡晋氏が令和４年３月３１日任

期満了となるため、その後任として林純司氏を任命いたしたく、地方教育行政の組織及び運営に

関する法律第４条第１項の規定により議会の同意を求めるものでございます。林氏は、昭和３６

年９月２０日のお生まれで、内子町内子１７３７番地にお住まいでございます。昭和５９年４

月、旧内子町職員として採用されました。以後、産業振興課、教育課、総務課、自治・学習課な

どを経験され、現在は議会事務局長として、円滑な議会運営や議会への理解の促進に事務方とし

て尽力しておられます。この間、学校教育に７年、社会教育に６年勤務し、教育行政に深い造詣

を有しておられ、人格・識見ともに内子町教育委員会教育長に適任であると存じます。なお、任

期は令和４年４月１日から令和７年３月３１日までの３年間でございます。よろしくご審議の

上、ご同意賜りますよう、お願い申し上げます。 

○議長（菊地幸雄君） 本案に関して、地方自治法第１１７条の規定を準用し、林議会事務局長

の、退席を求めます。 

〔林純司議会事務局長退席〕 

○議長（菊地幸雄君） 本案に対する質疑を許します。 

〔「なし。」の声あり〕 

○議長（菊地幸雄君） ありませんので、これにて、質疑を終結します。 

 お諮りします。本案は人事関係でございますので、討論を省略したいと思います。これに、ご

異議ございませんか。 

〔「異議なし。」の声あり〕 

○議長（菊地幸雄君） ご異議なしと認めます。 

 従って、討論を省略し、ただちに採決に入ります。 

本案を原案のとおり、これに同意することに、賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（菊地幸雄君） 起立全員であります。 

従って、本案は、原案のとおり、これを同意することに決定しました。 

 林議会事務局長の入場を求めます。 

〔林純司議会事務局長入場〕 

○議長（菊地幸雄君） 林議会事務局長にお伝えします。 

ただ今、満場一致をもって、内子町教育委員会教育長に同意されましたので、ここにお伝      

えいたします。ご挨拶があるようでしたら、許可いたします。 

○議会事務局長（林純司君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 林議会事務局長。 

〔林純司議会事務局長登壇〕 



令和 4 年 3 月第 124 回内子町議会定例会 

‐ 126 ‐ 

○議会事務局長（林純司君） ただ今、教育長の任命に対しまして、議会の皆様のご同意をいた

だきまして、誠にありがとうございます。思い返せば、５年前の５月１日、私にとっての初議会

は、議員のみなさんにとって改選後の初議会でもありました。緊張したあの日のことを今でも昨

日のことのように覚えています。以後５年間にわたり、時に厳しく、時に大変優しくご指導いた

だいたことにつきまして、改めて感謝申し上げます。私にとりまして、議員の皆様と一緒に過ご

した５年間は、行政マンとして１から勉強をさせていただいたかけがえのない時間であり、今後

も忘れることはないと思います。本当にありがとうございました。議会基本条例が施行されて５

年が経過致します。様々な考えがある中でも、議論を重ねながら、一歩ずつ着実に議会改革を進

めていく議員の皆様の姿を目の当たりにしまして、私はいつも感銘を受けておりました。議会改

革に終わりはないと言います。今後も菊地議長の下で、更なる高みを目指して議会改革が進展す

ることを心よりご祈念するものです。４月からは、経験豊かで実績のある山岡教育長を引き継

ぎ、教育行政に携わることとなりました。コロナ禍の中で、学校教育、社会教育、そして自治会

制度の推進をどう取り組んでいくのか、大変難しい舵取りになろうかと思います。もとより浅学

非才な私にこのような重責が担えるのか、本当に不安でございますが、議員各位、堀本農業委員

会会長さん、赤穂代表監査委員さん、そして小野植町長をはじめとする職員の皆様方からの支援

ご指導をたまわりながら、誠心誠意努力し、職責を果たしていく所存でございますので、今まで

以上によろしくお願い申し上げます。以上簡単ではございますが、私からのお礼とご挨拶にさせ

ていただきます。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。 

 

日程第３２ 議会運営委員会の閉会中の所掌事務調査の件 

○議長（菊地幸雄君） 「日程第３２ 議会運営委員会の閉会中の所掌事務調査の件」を議題と

します。議会運営委員長から、会議規則第７５条の規定により、「議会の運営に関する事項及び

議長の諮問に関する事項」について、次期定例会まで、閉会中も継続して調査したい旨、申し出

がありました。 

お諮りします。議会運営委員長からの申し出のとおり、次期定例会まで、閉会中の継続調査と

することに、ご異議ありませんか。 

〔「異議なし。」の声あり〕 

○議長（菊地幸雄君） ご異議なしと認めます。 

 従って、議会運営委員長から申し出のとおり、次期定例会まで、閉会中の継続調査とすること

に、決定しました。 

 

日程第３３ 常任委員会の閉会中の所管事務調査の件 

○議長（菊地幸雄君） 「日程第３３ 常任委員会の閉会中の所管事務調査の件」を議題としま

す。各常任委員長から、会議規則第７５条の規定により、次期定例会まで、閉会中も継続して調

査したい旨、申し出がありました。 

お諮りします。各常任委員長からの申し出のとおり、次期定例会まで、閉会中の継続調査とす

ることに、ご異議ありませんか。 

〔「異議なし。」の声あり〕 
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○議長（菊地幸雄君） ご異議なしと認めます。 

従って、各常任委員長から申し出のとおり、次期定例会まで、閉会中の継続調査とすることに、

決定しました。 

以上で、本日の議事日程はすべて終了しました。会議を閉じます。 

議事を閉じましたので、ここで３月末をもってご退職されます、山岡 晋教育長、吉川 博徳 

税務課長、林 純司議会事務局長以上３名の方々より、ごあいさつを受けたいと思います。よろ

しくお願いいたします。 

 まず、山岡教育長お願いします。 

○教育長（山岡晋君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 山岡教育長。 

〔山岡晋教育長登壇〕 

○教育長（山岡晋君） 失礼します。このような挨拶の機会をいただきありがとうございます。

私はこの度、任期を満了し、内子町教育委員会教育長職を退任させていただくことになりました。

この間、町民の皆様をはじめ、内子町議会議員の皆様の温かいご指導とご支援を賜りましたこと

に心から感謝と御礼を申し上げます。本当にありがとうございました。３年前、私にとって初め

ての町議会一般質問において所信を問われ、教育長の責務において最優先に考えていかないとい

けないことは子どもたちの命と安全を守ることだと考えます。その上で内子町教育大綱に沿った

取り組みを確実に推進していきたいと考えておりますと答弁をさせていただいた議会直前に起

こった川崎市での登校中の痛ましい通り魔事件、それから防災、いじめ、不登校問題等を特に念

頭においての答弁でしたが、その時点で教育長在任３６カ月のうち実に２６カ月を新型コロナウ

イルス感染症と向き合い子どもたちと命を守る感染症対策に取り組むことになるとは思ってもみ

ませんでした。在任期間中、社会全体が長期間にわたり新型コロナウイルス感染症とともに生き

て行かないといかなければならない状況となり、学校教育においては感染症対策と子どもたちの

健やかな学びの保障の両立をはかり、学校ならではの学校でなければ経験できない学び、さらに

内子ならではの内子でなければできない、経験できない学びを大事にしながら、学習指導要領が

目指す学びを着実に実現していくこと。自治・学習においては特に内子町のまちづくり、地域の

絆づくりの柱である自治会活動や人権教育を滞ることなく内容や時期を工夫して推進していくこ

と。また、文楽や駅伝大会等の諸行事の扱い等が大きな課題となりましたが、ＧＩＧＡスクール

にかかわる整備、感染対策にかかわる環境整備、自治会運営にかかわる条件整備他、議員の皆様

のご理解、ご協力のもと、推進できましたことに対し、重ねて厚くお礼を申し上げます。また、

私が教育長に就任いたしました令和元年度は、ちょうど先の内子町教育大綱５カ年計画の最終年

度、仕上げの年でございました。その評価の上に立って令和２年度から６年度までの５年計画を

たて、今ちょうど２年目を終えようとしているところでございます。令和４、５、６年、これか

らの３年間、新しい教育長を中心に新しい体制の元での教育施策のたしかな実現に向けて今後と

も議員のみなさま方のご支援をよろしくお願いいたします。振り返りますとわずか３年間ではあ

りましたが、皆様にこの議場で教育にかかわるさまざまな一般質問を頂戴し、答弁に立たせてい

ただきました。ご質問、ご意見を受けて見直すべきことは見直し、現状通り継続させていただき

たいことについても今一度なぜ継続が必要か真摯に検討し、柔軟かつ、ぶれずに取り組んだつも
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りではおります。どうぞこれからもこの議場において子どもたちの確かな将来と持続的に発展す

る内子の未来を実現するために、重要な教育にかかわる議論が活発に展開されることを心より

願っております。私自身、最後まで忙しく未だ退任後の生活を考える余裕がなく今日に至ってお

ります。おかげさまでこの３年間一度も体調を崩すことなく、本日も体力、気力、十分ですので

退任後はこの３年間の教育長職を含め、１１年間の教育行政職、１３年間の校長、教頭職、１７

年間の教諭生活を振り返りながら出会いと絆を大切にして、人生１００年、残り３６年、自分が

自分らしいと思える世界の中の日本人、愛媛県人、内子町民として明るく正しく元気よく、どこ

かの小学校の言葉ですけど、がんばっていきたいと思っておりますので、今後ともよろしくお願

いいたします。終わりに内子町議会各位の今後ますますのご健勝とご活躍、内子町議会の一層の

充実、ご発展をご祈念申し上げ、意を尽くしませんが、退任にあたっての挨拶とさせていただき

ます。大変ありがとうございました。 

○議長（菊地幸雄君） 続いて𠮷川税務課長、お願いします。 

○税務課長（𠮷川博徳君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 𠮷川税務課長。 

〔𠮷川博徳税務課長登壇〕 

○税務課長（𠮷川博徳君） 失礼します。議場での最後の発言の機会をいただきましたこと、厚

く御礼を申し上げます。定年退職にあたりまして一言ご挨拶を申し上げます。議会と私のつなが

りですが、私が３年前に税務課長となり議場でお世話になることとなりました。神聖な議場は礼

にはじまり、礼に終わる。緊張の連続でございました。足が震えながら一般質問の答弁や議案の

提案説明などをさせていただきましたこと、今となっては貴重な経験、そして財産になったと思っ

ております。緊張のあまり質問に対して的を得ない回答も多数あったりするなど、議員の皆様に

ご迷惑をおかけしたことと思っております。このような私ですが、議員の皆様からの温かいご指

導によりまして務めあげることができましたこと、厚く感謝を申し上げます。結びになりますが

内子町議会の今後ますますのご発展と議員各位のますますのご活躍、ご健勝を心よりお祈り申し

上げまして議会出席最後のご挨拶とさせていただきます。本当にありがとうございました。 

○議長（菊地幸雄君） ありがとうございました。議会としましても長年にわたり、大変お世話

になりました。ここで感謝の気持ちを込めまして、議員会より花束を贈りたいと思います。贈呈

は、議員会長、才野議員、副会長、泉議員、副会長、下野議員にお願いいたします。みなさん、

前にお並び願います。 

〔花束贈呈〕 

○議長（菊地幸雄君） ありがとうございました。長い間、大変お疲れ様でした。お席にお戻り

ください。 

 ここで、小野植町長、ごあいさつをお願いします。 

○町長（小野植正久君） 議長。 

○議長（菊地幸雄君） 小野植町長。 

〔小野植正久町長登壇〕 

○町長（小野植正久君） 閉会にあたり一言御礼を申し上げます。長期間にわたりまして慎重に

審議をしていただき、全議案お認めをいただきましたこと心からお礼を申し上げたいと思います。
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審議の中でいただきましたご意見等も踏まえ、業務の趣旨、目的に沿って、適切に執行して参り

たいと思っております。また本日議案の一部を撤回させていただきましたこと、お詫び申し上げ

ますとともに、このようなことがないよう、努めてまいりたいと思っております。さて、新型コ

ロナウイルス感染症は全国的には改善傾向にありますけれども愛媛県内は依然として厳しい状況

にあります。これからの時期は進学や就職、転勤等で県内外の往来、人との接触の機会も多くな

ります。感染が再拡大しないよう、愛媛県とも連携した感染対策を徹底し、１日も早く感染を収

束させるとともに笑顔あふれる安心、安全なまちづくりに取り組んでまいります。そのためには、

議員の皆様のお力添えが必要であります。引き続きご協力、ご支援賜りますようお願い申し上げ

ます。最後になりましたが、山岡晋教育長には３年間、内子町の教育行政の発展、充実のため、

ご尽力いただきました。心から感謝申し上げたいと思います。ありがとうございます。それでは

以上で簡単ではございますが、御礼の挨拶とさせていただきます。本日はありがとうございまし

た。 

○議長（菊地幸雄君） 以上をもって、令和４年３月第１２４回内子町議会定例会を閉会します。 

 

午前１２時４７分 閉会 

 

 

 

地方自治法第１２３条第２項の規定により、ここに署名する。 

 

内子町議会議長 

 

内子町議会議員 

 

内子町議会議員 
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第１２４回定例会付議事件名及び議決結果一覧表 

 

１．議員提出議案 

番号 件名 
提出 

年月日 

議決 

年月日 
議決結果 

発議 

１ 

沖縄戦戦没者の遺骨等を含む土砂をあらゆる埋め立

てに使用しないことを国に求める意見書 

令和 4年 

3月 18日 

令和 4年 

3月 18日 
原案可決 

発議 

２ 

ロシアによるウクライナへの侵攻に断固抗議する決

議について 

令和 4年 

3月 18日 

令和 4年 

3月 18日 
原案可決 

 

２．町長提出議案 

番号 件名 
提 出 

年月日 

議 決 

年月日 
議決結果 

報告 

２ 

専決処分の報告について 

（第 68 号 社会資本整備総合交付金事業町道長田小

学校線道路改良工事(R2)に係る工事請負変更） 

令和 4年 

3月 4日 

令和 4年 

3月 7日 
受理 

報告 

３ 

専決処分の報告について 

（第 69 号 社会資本整備総合交付金事業町道西横の地

線道路改良工事(R2)に係る工事請負変更） 

令和 4年 

3月 4日 

令和 4年 

3月 7日 
受理 

報告 

４ 

専決処分の報告について 

（第 70 号 社会資本整備総合交付金事業町道滝山線

道路改良工事(R2)に係る工事請負変更） 

令和 4年 

3月 4日 

令和 4年 

3月 7日 
受理 

議案 

２ 

内子町職員の給与に関する条例の一部を改正する条

例について 

令和 4年 

3月 4日 

令和 4年 

3月 18日 
原案可決 

議案 

３ 

内子町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正

する条例について 

令和 4年 

3月 4日 

令和 4年 

3月 18日 
原案可決 

議案 

４ 

内子町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する

条例の一部を改正する条例について 

令和 4年 

3月 4日 

令和 4年 

3月 18日 
原案可決 

議案 

５ 

内子町国民健康保険条例の一部を改正する条例につ

いて 

令和 4年 

3月 4日 

令和 4年 

3月 18日 
原案可決 

議案 

６ 

内子町水道事業の設置等に関する条例の一部を改正

する条例について 

令和 4年 

3月 4日 

令和 4年 

3月 7日 
原案可決 

議案 

７ 

内子町水道事業給水条例の一部を改正する条例につ

いて 

令和 4年 

3月 4日 

令和 4年 

3月 7日 
原案可決 
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議案 

８ 

内子町附属機関設置条例の一部を改正する条例につ

いて 

令和 4年 

3月 4日 

令和 4年 

3月 18日 
原案可決 

議案 

９ 

内子町内子高等学校小田分校生徒を収容する寄宿舎

施設条例の一部を改正する条例について 

令和 4年 

3月 4日 

令和 4年 

3月 18日 
原案可決 

議案 

１０ 

内子町田舎生活体験宿泊施設の指定管理者の指定に

ついて 

令和 4年 

3月 4日 

令和 4年 

3月 18日 
原案可決 

議案 

１１ 

内子町田渡地区交流宿泊施設の指定管理者の指定に

ついて 

令和 4年 

3月 4日 

令和 4年 

3月 18日 
原案可決 

議案 

１２ 

内子町の特定の事務を取り扱う郵便局の指定の取消

しについて 

令和 4年 

3月 4日 

令和 4年 

3月 7日 
原案可決 

議案 

１３ 

令和３年度内子町一般会計補正予算（第１２号）につ

いて 

令和 4年 

3月 4日 

令和 4年 

3月 18日 
原案可決 

議案 

１４ 

令和３年度内子町国民健康保険事業特別会計補正予

算（第３号）について 

令和 4年 

3月 4日 

令和 4年 

3月 18日 
原案可決 

議案 

１５ 

令和３年度内子町後期高齢者医療保険事業特別会計

補正予算（第２号）について 

令和 4年 

3月 4日 

令和 4年 

3月 18日 
原案可決 

議案 

１６ 

令和３年度内子町介護保険事業特別会計補正予算（第

４号）について 

令和 4年 

3月 4日 

令和 4年 

3月 18日 
原案可決 

議案 

１７ 

令和３年度内子町介護保険サービス事業特別会計補

正予算（第２号）について 

令和 4年 

3月 4日 

令和 4年 

3月 18日 
原案可決 

議案 

１８ 

令和３年度内子高等学校小田分校寄宿舎特別会計補

正予算（第２号）について 

令和 4年 

3月 4日 

令和 4年 

3月 18日 
原案可決 

議案 

１９ 

令和３年度内子町水道事業会計補正予算（第３号）に

ついて 

令和 4年 

3月 4日 

令和 4年 

3月 18日 
原案可決 

議案 

２０ 

令和３年度内子町下水道事業会計補正予算（第３号）

について 

令和 4年 

3月 4日 

令和 4年 

3月 18日 
原案可決 

議案 

２１ 
令和４年度内子町一般会計予算について 

令和 4年 

3月 4日 

令和 4年 

3月 18日 
原案可決 

議案 

２２ 

令和４年度内子町国民健康保険事業特別会計予算に

ついて 

令和 4年 

3月 4日 

令和 4年 

3月 18日 
議案撤回 

議案 

２３ 

令和４年度内子町後期高齢者医療保険事業特別会計

予算について 

令和 4年 

3月 4日 

令和 4年 

3月 18日 
原案可決 
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議案 

２４ 

令和４年度内子町介護保険事業特別会計予算につい

て 

令和 4年 

3月 4日 

令和 4年 

3月 18日 
原案可決 

議案 

２５ 

令和４年度内子町介護保険サービス事業特別会計予

算について 

令和 4年 

3月 4日 

令和 4年 

3月 18日 
原案可決 

議案 

２６ 

令和４年度内子高等学校小田分校寄宿舎特別会計予

算について 

令和 4年 

3月 4日 

令和 4年 

3月 18日 
原案可決 

議案 

２７ 
令和４年度内子町水道事業会計予算について 

令和 4年 

3月 4日 

令和 4年 

3月 18日 
原案可決 

議案 

２８ 
令和４年度内子町下水道事業会計予算について 

令和 4年 

3月 4日 

令和 4年 

3月 18日 
原案可決 

議案 

２９ 

令和４年度内子町国民健康保険事業特別会計予算に

ついて 

令和 4年 

3月 18日 

令和 4年 

3月 18日 
原案可決 

議案 

３０ 
内子町監査委員の選任について 

令和 4年 

3月 18日 

令和 4年 

3月 18日 
原案可決 

議案 

３１ 
内子町教育委員会教育長の任命について 

令和 4年 

3月 18日 

令和 4年 

3月 18日 
原案可決 

 

３．請願 

番号 件名 
提 出 

年月日 

議 決 

年月日 
議決結果 

令和 3年

請願受理 

２ 

沖縄戦戦没者の遺骨等を含む土砂をあらゆる埋め

立てに使用しないことを国に求める意見書の提出

についての請願 

令和 4年 

3月 4日 

令和 4年 

3月 7日 
採択 

受理 

１ 
介護保険制度の改善を求める請願 

令和 4年 

3月 4日 

令和 4年 

3月 18日 

閉会中 

継続審査 
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議員提出議案 

発議第１号 

沖縄戦戦没者の遺骨等が混入した土砂を埋立てに 

使用しないことを求める意見書 

 

地方自治法第 99条の規定により、衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、外務大臣、厚生労

働大臣、国土交通大臣、環境大臣、防衛大臣、内閣官房長官、内閣府特命担当大臣（沖縄及び北

方対策）に対し、別紙意見書を提出することにつき、会議規則第 14条第３項の規定により、提出

する。 

 

 

令和４年３月１８日提出 

 

提出者 内子町議会 産業建設厚生常任委員会  

委員長   泉 浩壽 

 

 

（提出の理由） 

沖縄戦では、太平洋戦争末期に一般住民を巻き込んだ悲惨な地上戦が行われ、多くの貴い命が

失われた。糸満市摩文仁を中心に広がる南部地域は、戦争で犠牲を強いられた民間人や兵士の遺

骨が残されており、戦後７６年が経過した今でも、戦没者の遺骨収集が行われている。沖縄戦で

犠牲になった人々の遺骨が混入した土砂をあらゆる埋立てに使用しないよう、政府に対し意見書

を提出するものである。

 

（別紙） 

沖縄戦戦没者の遺骨等が混入した土砂を埋立てに 

使用しないことを求める意見書 

 

沖縄県では、太平洋戦争末期に一般住民を巻き込んだ悲惨な地上戦が行われ、多くの命が失わ

れた。沖縄県糸満市摩文仁の平和祈念公園内にある「平和の礎」には、国籍や軍人、民間人の区

別なく、沖縄戦などで亡くなった、愛媛県民２，０９０名を含む２４万１，５９３名の氏名が刻

印されている。 

糸満市摩文仁を中心に広がる南部地域は、１９７２年の本土復帰に伴い、戦争の悲惨さや命の

尊さを認識し、戦没者の霊を慰めるために、戦跡としては我が国唯一となる、自然公園法に基づ

いた「沖縄戦跡国定公園」として指定された。同地域では、戦争で犠牲を強いられた民間人や兵

士の遺骨が残されており、戦後７６年が経過した今でも、戦没者の遺骨収集が行われている。さ

きの大戦で犠牲になった人々の遺骨が入った土砂を埋立てに使用することは、人道上許されるも

のではない。 
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よって、内子町議会は、国会及び政府に対し、下記の事項を速やかに実現するよう強く要望す

るものである。 

 

記 

 

１ 沖縄戦の戦没者の遺骨等が混入した土砂をあらゆる埋立てに使用しないこと。  

 

２ 日本で唯一、住民を巻き込んだ苛烈な地上戦があった沖縄の事情に鑑み、戦没者の遺骨収

集の推進に関する法律により、政府が主体となって戦没者の遺骨収集を実施すること。  

 

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

 

令和４年３月１８日 

愛媛県内子町議会
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議員提出議案 

発議第２号 

ロシアによるウクライナへの侵攻に断固抗議する決議について 

 

ロシアによるウクライナへの侵攻に断固抗議する決議を別紙のとおり、内子町議会会議規則第

14条の規定により、提出する。 

 

 

令和４年３月１８日提出 

 

提出者 内子町議会議員 城戸 司 

 

賛成者 内子町議会議員 森永 和夫 

内子町議会議員 久保 美博 

                  内子町議会議員 向井 一富 

                  内子町議会議員 関根 律之 

内子町議会議員 塩川 まゆみ 

（提出の理由） 

ロシアによる暴挙ともいえるウクライナへの侵攻によって、悲惨な状況に置かれているウクラ

イナの国民、特に子どもたちが平穏な生活を取り戻すため、ロシア軍による軍事行動を直ちに中

止するとともに、無条件での即時撤退を求めるよう要請するため決議を提出するものである。

 

（別紙） 

ロシアによるウクライナへの侵攻に断固抗議する決議 

 

ロシアのプーチン政権のウクライナへの非人道的な軍事侵攻は、明らかに国連憲章に違反し断

じて許すことはできない。これまでの攻撃により多数の民間人を含む多くの人命が奪われてい

る。このような戦火の中で恐怖におののき涙する子どもたちのためにも一刻も早い終息を願うも

のである。 

このような武力を背景にした一方的な現状変更は明白な国際法違反であり、国際秩序の根幹を

揺るがすものである。また、ウクライナ国内の原発を攻撃したことは近隣諸国のみならず世界中

の人々を不安に陥れる暴挙であり、核兵器の使用を示唆するなど到底看過できない。 

ここに内子町議会は、ロシアに対し、強く抗議するとともに、ウクライナへの軍事行動を直ち

に中止し、大国として、国際社会の平和と安全、秩序の構築に貢献するよう求めるものである。 

政府においては、現地在留邦人の安全確保に努めるとともに、国際社会と緊密に連携しつつ、

毅然たる態度でロシアに対してロシア軍の完全かつ無条件での即時撤退を求めるとともに、平和

的解決に向け努力されるよう要請する。 
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以上、決議する。 

 

令和４年３月１８日 

愛媛県内子町議会

 


